
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　極きよつ圏けん探たん索さく隊とディミトリアス









　港町モイラス──ザオ教が本ほん拠きよ地ちを構える世界最大級の都市。

　この世界で最も普ふ及きゆうした宗教であるザオ教は最大の宗教というだけで身を寄せる人も多く、街の中心に佇たたずむ神しん殿でんの雄ゆう大だいな姿はモイラスの人々の心の支えにもなっている。

　しかし、その内部まで知る者は僅わずかだ。

　要人と呼ばれる様な身分の者が多く集まる神殿には一いつ般ぱん者は立ち入れず、巨きよ大だいな門をくぐれるのはザオ教の中でも地位の高い者のみ。

　雄大な姿でそびえ立つ神殿の内部に思いを馳はせる者は多く、憧あこがれはそのまま信しん仰こう心となって、ザオ教の信者達の心を満たしている──

　白の砂さ漠ばくから帰った悠ゆう達は、そんなザオ教の大神殿の中にいた。

　悠達が通された部屋の豪ごう奢しやにして清せい廉れんな空気、そして悠達の目の前に立つ青年、大司教ディミトリアスを見れば敬けい虔けんな信者は卒そつ倒とうすることだろう。

「へええー！　それで、それでどうなったんだい!?」

　その人ひと懐なつこい笑顔と、青年どころか少年のような話のせがみ方を見れば。

　これが──いや、彼が人々の信仰を背負って立つ存在、ザオ教大司教のディミトリアスであった。

　幻げん滅めつ、もあるいはするかもしれないが、それよりももっと大きな衝しよう撃げきを与あたえる。大司教という肩かた書がきとあまりにもかけ離はなれたギャップからは、もはやそれに慣れた悠達をも一歩引かせるエネルギーが発せられていた。

　悠達がここを訪れたのは『極圏探索隊』としての活動を報告するためだ。

　白の砂漠に到とう着ちやくしてから始まった報告──という名の語り聞かせは、巨きよ大だい蟹がにグランキオーンを打だ倒とうするところまで進んでいた。

　グランキオーンが冷れい凍とう液をアリシアへ向けて発射するあわやというところで、グランキオーンの真下へ潜もぐり込んだカティアの一いつ閃せん。

　巨大な蟹を倒たおしたあとは贅ぜい沢たくなかに三ざん昧まいを食べたところで話は終しゆう了りようした。

「……と、まあ俺達が『白の砂漠』の深部で見てきたのはこんなもんかな」

「くう！　僕も食べてみたかったなあ、巨大な蟹を。いや、なかなかの冒ぼう険けん譚たんだった。事情がなければ面白おかしく盛り上げて本にしたいくらいだよ」

　悠の語りを聞き終えたディミトリアスは、どうやら本当に言葉通りに思っているらしく、アリシアを一いち瞥べつしかけてから膝ひざを打った。

　この話の中には、そこにいてはならない存在がある──そのことに思い至ったのだろう。

　悠とクララ、カティアにアリシア。この四人の冒険でなければ、書に記す意味はないのだ。

「本当はディミトリアスにも食べさせたかったんだけどな……日持ちするようなもんがなかったからさ」

「生肉じゃあ怖こわいからね。その気持ちだけでも嬉うれしいさ。ああ、でもカティアは後で料理の感想を聞かせてくれ。調理人のユウの主観じゃどうも謙けん遜そんが混じっている気がするからね」

「よくわかっていらっしゃいます。どうもユウは謙遜がお好きなようですので」

「ええ……」

　ディミトリアスとクララの息の合ったやりとりで日本人特有の謙遜癖へきを指し摘てきされて、不満げな声を漏もらす悠。

　納得がいってなさげだが、この国の人々は基本的に自他の評価が正当だ。クララほどではないにしろ、悠も十分この国の中では『珍めずらしい』のである。

「あ、そうだ。料理とか食材は流石に無理だったんだけどさ、武器とかに使えそうな魔ま物ものの素材は持ってきてるんで見るか？」

　居心地の悪い話題を変えたくて、ふと悠は採取してきた魔物の素材をテーブルに上げる。

　すると──

「それは本当かい!?　是ぜ非ひ、是非見せてほしい！」

「うおお!?」

　異常なまでのディミトリアスの食いつきに、悠は文字通りに『引いた』。

「わ、わかった、ちょい待ち……」

　鼻息の荒あらいディミトリアスに気圧されながら、悠は包みを解いていく。

　そこから現れたのは、白の砂漠で戦った魔物の素材の数々。

　ハネマリネズミの骨、ディープホワイトの皮に、グランキオーンのハサミ──

　無加工ながら自然を生き抜ぬく彼らの『武器』を見て、ディミトリアスは目を輝かがやかせる。

「おおお……！　素晴らしい！　この骨の軽さに靭しなやかさ！　指まで摩すり下ろされそうな皮の質感！　何より、金属のような光こう沢たくに噓うそみたいな軽さのこのハサミ……！　これが自然に存在する生物の一部だというのか……っ」

　その入れ込み様は、完成品の武器を見た悠以上だ。

「しょうじき気色わるいですね」

「あ、はは」

「……はあ」

　これが世界最大の宗教の大司教を務める男の姿なのか。

　ドン引きする女性陣じんの中でも彼と交友のあるアリシアは遠えん慮りよなく棘とげの付いた言葉で斬きりつける。

　クララは愛想笑いしかできないものの、カティアは露ろ骨こつに頭を押おさえてため息を吐ついていた。

「これが武器になったら是非また僕に見せてほしい！　まるで宝石の原石だよ……！　一体どんな姿が現れるのか、興味が尽つきない！」

「おう……そうしたいけど、流石にここまで武器を持ち込むのは無理じゃねえかなあ……」

「ああ。ディミトリアス様、親衛隊を下がらせている以上武器の持ち込みはできないでしょう。残念ですがお諦あきらめになってください」

「や、やっぱり駄だ目めかい？　んぬぬぬぬ……なにか方法はないかな……」

　悠とカティアに同時にダメ出しをされ、頭を抱かかえて身悶もだえするディミトリアス。

　その後もなんとか武器を見られるよう考える悠、説教を続けるカティア、交わされる二人の意見で目まぐるしく表情を変化させるディミトリアス。

　まるで長年の付き合いの友人達のような三人を見て、クララは笑みを零こぼした。

「どうしました？」

「ううん、なんでもないんだけど……あったばかりなのに仲がいいなあって」

　面白そうにくすりと鼻を鳴らしたクララが気になったのか、アリシアはふと問いかけた。

　なんでもない、というふうに、その意見は本当に何気ないものだった。

「こう言ったら失礼になるのかもしれないけど、ああしているとすごく偉えらい人だとは思えなくって。ユウも楽しそうだし、ああいう人がザオ教の偉い人で良かったなあって」

　本当に何気ない気持ちで、クララはそう続ける。

　人々の前では完全な『大司教』を演じながらもその根は陽気で熱いものを秘めている青年。

　多くの人が信しん頼らいを寄せる人物がこの様な人で良かった、と誰だれともしれないザオ教の信者達に、クララは思いを馳せる。

「そうですか？」

　優しげに微笑ほほえむクララに対して、アリシアが返したのはそっけない態度だった。

　とはいえ、それはいつも眠ねむたげなアリシアにしては珍しくないものだ。

　一言、言葉をかわして、クララとアリシアは再び悠達に視線を向ける。

　そこではまだまだ気軽な、友人同士がするような談笑が続いていて、つい羨うらやましくなったクララは話に交ざるため歩いていった。

　その背を見つめるアリシアは、一度だけ頭かぶりを振ふると『本題』に話を進めるために歩き出す。

　やや鋭するどく細められていた瞳ひとみに、いつものまどろみを湛たたえさせて。

「そろそろ、ほんだいに入りませんか。あなたも、後がおしていることでしょう」

「やあアリシア。……そうだねえ、名残なごり惜おしいけど、確かに『次のこと』も気になるし、言うとおりにしようか」

　呆あきれがちにそう告げたアリシアへ柔にゆう和わな微笑みを向けてから、ディミトリアスは一つ咳せき払ばらいをした。

　勿もつ体たいつける必要もないのだが、ある意味ではこうした『らしさ』が求められる職業に就いているが故のものなのだろう。

　腕うでを組み、不敵な笑みを作る──芝しば居いがかった動作でも、実際に巨大な組織のトップとして顔を知られた男がすれば、それは真に迫せまる。

　たっぷりと焦じらしてから、ディミトリアスはようやく口を開く。

「じゃあ、極圏探索隊のリーダー、ユウ。君に質問しよう。次の行き先はどこなんだい？」

　極圏探索隊と、その協力者であるザオ教のトップ。

　便べん宜ぎ上の関係を演じながら、問いかける。

　そんなディミトリアスの芝居に対して、悠もまたたっぷりと焦らしてから、犬歯を見せて堂々と告げる。

「──『輝きの台地』」

　輝きの台地。

　その名を聞き、ディミトリアスは満足げに目を細めた。

　第二回極圏探索、その目的地は輝きの台地──その決定には、とある文書が関わっていた。

　ことは、前日まで遡さかのぼる。




　　　　◆




「うおおおお柔やわらかいベッド！　揺ゆれない床ゆか！　屋根のある寝ね床どこだああ！」

　船に揺られて『白の砂さ漠ばく』からモイラスへと帰ってきた悠達。

　拠きよ点てんとしている宿に着いた悠が早速敢かん行こうしたのは、ベッドへのダイブだった。

　体を包み込む柔らかい肌はだ触ざわり。衝撃に軋きしんだベッドは僅わずかに揺れるもののすぐにそれは収まり、揺れのない安定感が体を抱だくように離さない。

　久方ぶりの『普ふ通つう』の寝床に、悠は枕まくらに埋うずめた顔をほころばせている。

「はは、ユウは外で眠るのに一番慣れていると思ったんだが、やはりベッドは恋こいしいものか」

「そりゃあな。たとえ野宿だろうが抵てい抗こうはないけど、ちゃんと眠るように整えられた環かん境きようってのはいいもんだよ。疲つかれの取れも明らかに違ちがうしな」

「ほう、わかっていますね。そのとおり、すいみんのしつはじゅうようです」

　この中では一番野宿への適性が高い悠が一番にベッドへの愛着を示したことに不思議がるカティアと、物知り顔で頷うなずくアリシア。

　「まどろみ」の力を持つがゆえに、睡すい眠みんそのものへのこだわりが強いのだろう。早速他のベッドに腰こし掛かけるアリシアを見て、悠は笑った。

　しばしそうして談笑していたのだが、まだ悠達にはやることがある。

「一段落ついたとこで、おやすみの前に今回の成果を纏まとめちまうか。クララ、あれからなにかわかったか？」

　それは、今回の探たん索さくの纏めと、今後の話だ。

　その始めとして悠が声をかけたのは、クララだった。

　今回の探索で一番大きな成果──『マオル族の記述』。存在しない言語で綴つづられたそれを読めるのが、クララだけだったからである。

　大陸から逃にげるように散って行ったマオル族の残した日記。クララのルーツ、マオル族を探る上で、この本は現状で唯ゆい一いつの手がかりと言える。

「うん、まだ全部はしっかりと読み込めていないけど、一つ気になることは書いてあったよ」

　そして、クララはその本の中から一本の糸を手た繰ぐり寄せていた。

　日記の前半部分を開いて示し、クララは語る。

「読めないと思うけど──ここ、この部分にこの人の友人の事が書いてあるんだ。まだ『グランキオーン』が洞どう窟くつの入口に住み着く前で、物資的にも精神的にも余よ裕ゆうがあった頃ころの話だと思うんだけど、ここに仲が良かった家族の事が書いてあるの。ちょっと読んでみるね──『それにしても、我が友とその家族が心配だ。輝きの台地、あそこは危険である以上に、多くの人も訪れる。人の目を逃のがれるのならば、未だ伝説である頂上を除いて他にあるまい』……」

　確かに悠達には日記は読めなかったが、代わりにクララが読み上げることでその内容を知ることができた。

　クララの語った場所の名を、繰くり返すようにつぶやいたのはカティアだった。

「輝きの台地、か……まさか、その名が出るとはな」

「知ってるのか？」

「というより、けっこう有名ですね。いまクララさんが言ったとおり、ていきてきに多くの人がおとずれていますよ」

　悠が疑問を投げかけると、引き継つぐ形でアリシアが解説する。

　これまでの暮らしから、箱はこ入いり娘むすめ的なアリシアでも知っていると言うことは、本当に有名といって差し支えないのだろう。悠は思い浮かべた。

「ああ。輝きの台地は、その名の通り頂上に何らかの輝きが満ちている台地のことでね。幾いくつもの層からなる、巨きよ大だいな台地の『極きよつ圏けん』だ。台地は上に登るほど強い魔物が生息するようになり、更さらには一部のものは『台地の呪のろい』を受けるという」

「へえ……その、台地の呪いっていうのは？」

「頭痛にめまい、吐き気に運動能力の低下。ひどい時には死に至ることもある、原因不明の症しよう状じようのことだ。症状には個人差があるそうで、まだまだ謎なぞの多い『呪い』だよ」

「頭痛にめまい……ねえ。それってもしかして高山病か？」

　呪い──その不ふ穏おんさに思わず聞き返すと、返ってきた解説を吟ぎん味みするように顎あごに指を添わせる。

　その症状はまさしく地球にも存在する『高山病』の症状そのものだ。

「こうざんびょう？　……って、何なの、悠。何かの病気？」

「病気……っていうか、症状なんだけどな。酸素……あー、つまりは空気が薄うすいところに行った時に起きる症状のことだよ。っていっても俺はこの世界のことはわからないから、もしかしたらこれなんじゃないかってくらいの話だ。もしそうならいろいろ対策はあるから、そうだといい……っていうと変だけど、呪いよりか気が楽なんだけどな」

「……空気、か。それはまた、ずいぶんと身近な存在が引き起こす症状なんだな」

「目には見えないしピンとこないかもしれないけど、空気だってれっきとした物質の集まりでな。濃こいや薄いが存在するんだよ。高い所だと空気って薄くなるんだ。今も言ったけど、その台地の呪いってのが本当に高山病かはわからないぞ」

　今度は悠がするレクチャーに、クララとカティアは関心ありげに聞き入っている。

　悠の豆知識に命を救われてきた身としては非常に興味深い講義だが、良くも悪くも『この世界の常識』しか勉強していないアリシアにとって、それはちんぷんかんぷんなものだった。

　首をひねるアリシアにくすりと鼻を鳴らしてから、悠は再びカティアに視線を送る。

　脱だつ線せんした話の軌き道どう修正を要求しているのだ。すぐにそれに気がついたカティアは、一つ咳払いをしてから語りだす。

「少し話がそれたが、続けようか。輝かがやきの台地が有名なのはそちらよりもどちらかというと頂上の輝きという方に寄っていてな。この台地は、太陽の出ている日に頂上が輝くんだ。だが、未だにその頂上の輝きの正体は知れ渡わたっていない。何年かに一回は台地を踏とう破はしたというものが現れるが、証言が一いつ致ちしないため、公式的には踏破者はゼロという事になっている」

　多くの人が訪れるが、まだしっかりと台地の頂点に立ったと言えるものがいない。

　故に伝説は伝説のまま──『輝きの正体』も含ふくめ、その事実は悠の冒ぼう険けん心を甚はなはだしくくすぐった。

「ふふ、楽しそうだね、ユウ」

「あ、わりい。マオル族の人がどうなってるかわからないのに、不ふ謹きん慎しんだよな」

「んーん、私もちょっとワクワクするから、気持ちはわかるよ」

　知らずのうち、悠は歓かん喜きし、目に輝きを灯していたらしい。

　クララの指し摘てきに顔を赤くするも、クララはなお柔和に笑う。

　そんな二人を見て、カティアもまた笑って、続けた。

「まあ、無理もないだろう。輝きの伝説にロマンを感じる冒険者は多いらしくてね、毎年この頃の時期になると合同極きよつ圏けん探たん索さくとして、輝きの台地の攻こう略りやくを同時に始めるというイベントが開かれているよ。少し触ふれたが輝きの台地は下から上へと登るほど魔ま物ものが強くなる。最下層でも魔物の強さはそれなりだが、上へ向かうほど強くなる魔物は、それゆえにどこまで登れたかを試みる腕うで試だめしとして、中ちゆう堅けんほどの冒険者達に人気なんだ。合同探索ならば危険度はぐっと減るし、記念程度に参加する冒険者は多いよ」

「ほほぉ……！　そ、そりゃ確かにワクワクするな……！」

　腕を組み語るカティアの言に、悠の興奮は最高潮だ。

　合同極圏探索。冒険者達の腕試し。なんともファンタジーなイベントに、自分も力を試してみたいという気持ちが膨ふくらんでいく。

「ですが、それはつまり──」

　だが、そんなイベントが毎年行われているにもかかわらず、輝きの台地の頂上が伝説のままであることには意味がある。

　つまり、と言葉を濁にごしたアリシアに、カティアは頷いた。

「そう。いまだこのイベントでの台地制せい覇は者はゼロなんだ。故に伝説は伝説のまま、というわけだな」

「……なるほど？」

　未だ踏破者はゼロ──イベントの外で制覇しているものはいる『かもしれない』。

　しかしその事実は、悠に火をつける。

「いいじゃねえか。輝きの伝説に、マオル族の痕こん跡せき。その正体、是ぜ非ひとも俺達で見つけてみようぜ。それに──」

　困難と言われれば燃えてしまう。

　それだけの熱量が、その場所にはあった。

　まして、今の悠には自他ともに認める『力』がある。

　正確にその力の有用性を知っておくのは、重要なことだろう。

　それに何よりも──

「上に行くほど強い魔物がいるんだろ？　それって、どれくらい美味いのか気になるよな！」

　拳こぶしを手のひらに打ち、悠は笑う。

　強い魔物ほど美味い。であるならば、台地の魔物は『上に行くほど美味い』はずだ。

　強さと高さ、そして旨うまさのバロメータ。一刻も早く、その台地を見てみたくなる。

「それでは、きまりですかね」

「挑ちよう戦せんは嫌きらいじゃない」

「なら、次の行き先は……」

　食しよく欲よく。それが絡からめばもはや決定的だ。

　悠に、三人の乙おと女めの視線が集まる。

　極圏探索隊のリーダーとして、悠は高らかに宣言した。

「第二回、極圏探索の舞ぶ台たいは『輝きの台地』で決定だ！　出発前に気合い入れとこうな！」

　第二回極圏探索の行き先を決定し、三人は軽く拍はく手しゆを送った。

　こうして四人での初のミーティングはつつがなく終しゆう了りようする。

　船で休んだとはいえ、極圏という過か酷こくな環境から帰ってきた今日はもう疲れたということで、解散の運びになった。

　クララとカティアは二人の部屋に帰っていき、今まで四人で集まっていた部屋の中にはアリシア──悠と二人にしても安全と判断され、憤いきどおっていた──と、悠だけの二人になる。

　アリシアも実じつ年ねん齢れいは悠達とさほど変わらないため、男女が二人になるというのは不適切な気もしたが、悠は気にせずに眠ねむりに就こうとする。

「ユウさん」

　だが、そのアリシアに呼び止められ、悠はベッドに沈しずませようとする体を巻き戻もどすかのように姿勢を正す。

　やっぱりあと一部屋増やしたほうがいいのだろうか──などと思いつつ、悠はアリシアに向き直る。

「ん、どした？」

「明日のことで少しそうだんが」

　しかし悠の予想は外れていたようで、アリシアの口から紡つむがれたのは『明日のこと』だった。

　明日は、ディミトリアスに極圏探索の成果を報告しに行く予定になっている。

「明日って、ディミトリアスへの報告だよな？　それがどうかしたか？」

「ええ」

　何気なく、悠が聞き返すと、アリシアは首しゆ肯こうを返す。

　やはり、あと一部屋取る交こう渉しようをするのが目的だったのか──とよぎると同時、アリシアは悠にとっては信じられないような言葉を放った。

「ディミトリアスには、マオルぞくとあなたの力のことはふせておきましょう」

　淡たん々たんと放たれた提案は、噓うそも冗じよう談だんも感じさせず。

　悠から言葉を奪うばうのには、十分な衝しよう撃げきを与あたえるのだった。




　　　　◆




「なるほど……輝きの台地か。それはなかなかいい選せん択たくをしたね」

　そうして時計の針は再びディミトリアスの公務室の悠達のもとへと移動する。

　輝きの台地。その名を確かめるようにもう一度口にしたディミトリアスは、わかっているじゃあないか、とでも言いたげに口角を上げる。

「確かに白の砂さ漠ばくを難なく踏破した君達なら、輝きの台地はいい腕試しとなるだろう。なにより、調査が進みつつも未だ謎に包まれる頂上の輝きのロマン！　うんうん、いいものだよねえ、あの伝説は！」

　神秘や未知を好むディミトリアス。悠達のその選択は、彼の心にも大層響ひびいたようだ。

「なにか必要なものがあったら言ってくれ。こちらで揃そろえさせるからね」

「ん、ありがとうな。まあでも世話になりっぱなしも悪いから、こっちで用意した分で足りなかったらお願いするよ。一応『白の砂漠』で採ってきた素材があるからな」

「そうかい？　ユウは本当に律りち儀ぎだねえ。冒険者なんて図太いくらいでちょうどいいと思うんだが」

　興奮冷めやらぬ様子で援えん助じよを提案するディミトリアスだが、悠はそれをやんわりと断った。

　現状でもいろいろと世話になっているのに──これ以上迷めい惑わくをかけ続けるというのも、落ち着かなかったからだ。

　立ち上がったディミトリアスがばつの悪そうな顔をする悠の背をばんばんと叩たたくと、小さな背が人知れず息をつく。

「ユウさん、ではそろそろ」

「ああ、んじゃ、また何かあったら連れん絡らくするよ。今度はなんか土産持ってくるからな！」

「おお！　それは楽しみだ。アリシアも、ユウ達に迷惑をかけないようにね」

「子供あつかいはやめてください……それでは」

　ぼすん、と一発拳を打ち込むと、ディミトリアスは返事をするようにうめき声を上げる。

　なんだかんだでこれでアリシアとディミトリアスは仲がいい──そう思いながら、悠達は神しん殿でんを後にする。

　何者も寄せ付けないような、街から離はなれた位置に佇たたずむザオ教の大神殿。

　その姿が少し小さく見えるようになった頃ころ、悠はアリシアに視線を向ける。

「……なあ、なんで昨日はあんなことを言ったんだ？」

　少し前のクララとカティアの背を見つめるようにしたまま、アリシアは僅わずかな間沈ちん黙もくを守る。

　そう、なんだかんだ、アリシアとディミトリアスは仲がいい──だからこそ、悠は昨日のアリシアの言葉が解せなかった。

　自分の中で言葉をまとめる時間を要して、口を開く。

「ぎもんはもっともです。はじめに言うと、わたしはそこまでディミトリアスこじんをしんらいしていないわけではありません」

「……そりゃ、何となく分かる」

　悠の疑問は、アリシア自身もわかっていることだったのだろう。

　さらりと言うアリシアに怪け訝げんな目を向ける悠。

　あっさりと悠の疑問を肯こう定ていしながら、アリシアは続ける。

「ですが、あの人はザオ教のちゅうすうと言ってもいい人です。とうぜん、あんぶにもふかくかかわっています。そんなかれが私をにがしたことで、今はきかんが目を光らせているはず。そうとうむりな手を使いましたからね。ですから少なくとも今は、全てを明かすべきではないのです……って、どうしたんですか、そのまぬけなかおは」

「いや……いろいろ考えてんだなって思って……」

「どちらかといえば、あなたが色々なことにかんしんがうすいのだと思いますが」

「よく言われる……」

　面目ない、という軽けい薄はくな笑いに対して大げさにため息を吐つくと、アリシアは頭に手をやった。

　物静かで何を考えているか摑つかみづらいアリシアが、呆あきれたような仕草をすると、不快にさせてしまったかと悠は心配になる。

　だが、そうではなく──

　くすり、と笑うと、アリシアは顔をほころばせて笑った。

「でも、何もわからなくてもわたしをしんようしてくれたのは、うれしかったですよ」

　外見通りの少女がするには大人びていて、年ねん齢れい通りの少女がするにはすこし子供っぽい笑顔が、振ふり返る。

　クララとカティアとはまた違ちがう可か憐れんさに、思わず悠は足を止めそうになった。

　アリシアがこんなふうに笑うというのは意外だったが、まだまだ彼らは出会って日が浅い。

　きっとこういう顔をするのがアリシアという女の子なのだと、悠はよく知らなかった自分を𠮟しつ責せきするように頭を振るう。

「ん、まあ……そりゃ真しん剣けんに言われたからな」

　それでもやっぱり気恥はずかしくて、顔は赤くなっていた。

「てれないでください。私まではずかしいじゃないですか」

　返ってきたのは辛しん辣らつな言葉だったが、それでもいつもよりも少しだけ柔やわらかい声には、かすかな吐と息いきが混じっていた。




　　　　◆




「ほおおこりゃ見事な……大きなイシェ鉱石だね。それにこっちはディープホワイトの牙きば……うん、これだったら結構な金額になるよ。見積もりを出すからちょっと待っててくださいね」

　そういって、何やらそろばん──のようなものと悠は思ったが、こちらの世界のそれ──を弾はじきながら、換かん金きん所の店主は計算を進めていく。

　──ディミトリアスへの報告を終わらせた悠達は、次の極きよつ圏けん探たん索さく、輝かがやきの台地攻こう略りやくに向けて行動を開始していた。

　今行っているのは、白の砂漠で得た魔ま物ものの素材や鉱石などの売ばい却きやくだ。
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　換金所を訪れた悠達が机の上にどんと載のせた素材を鑑かん定ていしつつ、換金所の店主はせわしなく動いている。

　その間、暇ひまだったのだろう。

　悠とアリシアはあたりを見回し始めた。

　よく見ると、魔物の素材などがディスプレイされているのだ。

　目玉になるようなものは、店頭に飾かざり示しているのだろう。

「ふむ……なるほど、勉強になるな」

「極圏にいない時なんかに、一いつ緒しよに練習しようよ」

　一方で、落ち着いているのがクララとカティアだ。

　二人の会話を小耳に挟はさめば、火加減が、塩と砂糖が……などと、料理に関連する単語が聞こえてくるのがわかる。

　壊かい滅めつ的な料理の腕うでをなんとかするべく、カティアが料理を学ぼうとしているらしい。本格的にユウに教わるべきか……とつぶやいているところを見ると、山で餓が死ししかけたことを未だに反省しているのだろう。

「よし、できた。こんなものでどうかな？」

「少し見せてくれ」

「どうだ？　カティア」

　思い思いに時間を潰つぶしていると、店主が数字の──見積もりの書かれた紙を悠達に差し出してくる。

「うん、ちょうど相場──といったところだな。いいだろう、換かえてくれ」

「ウチは高くも安くもない、がモットーですので。それがひいては信しん頼らいにつながる──と、では確かに」

　こういった交渉は、学のあるカティアが向いているらしい。

　考えて見ればクララは学校に通っていないし、自分は一いつ般ぱん常識さえ知らないことが多い。アリシアも殆ほとんどを寝ねて過ごしながらも最低限の教養は身につけているらしいし、もしかしなくてもこの中では自分が一番お馬ば鹿かなのではなかろうか。ふとそんなことを思うと、悠は自じ嘲ちようした。

「ところで──きみは、ドラゴンの爪つめを持ってきた少年だよね？　あれはどうなったんだい」

「ああ、その節はどうも！　おかげでナイフにしてもらいました。これなんスけど……」

「なるほどなるほど、やはりアイツはいい仕事をするね。面めん倒どくさがりでなければきっと今いま頃ごろ名を売っていたろうに」

　しかしまあ、そんなのはこれから学んでいけばいいことだ。

　そんなこと……と切り捨てるには少しばかり大きいが、今はそれよりもたくさん覚える事がある。

「そうそう、面白い素材が手に入ったんで、これもあのヒトに頼たのもうと思うんですよ。大きな蟹かにのハサミなんですけど……」

「何、蟹だって？　白の砂漠にそんなものはいたかな……是ぜ非ひ見せてほしいんだが」

「いいけど、売らないッスよ？　いやまあ、加工屋さん次第じゃそうなるかもしれないんですけど」

　成功する商売人特有の人懐なつこさのようなものに機き嫌げんを良くしながら、悠は大きな包みからそれを取り出した。




　　　　◆




「……ほんとうにこんな所にうでききのかこうやさんがいるのですか？」

「それがいるのだなあ。私としてもこんな場所にいるのは予想外だったのだが」

「おお……ボロクソ……」

　加工屋を目指して陰いん気きな路地裏を歩く悠達。

　こんな場所──というのを強調するアリシア達に、愛想笑いをしているクララもまた同じことを思っているんだろうな、などと思う。

　とはいえ『こんな場所』に腕のいい加工屋がいるのは事実で、悠はグランキオーンの鋏はさみの加工を頼むのならばここだという確固たる意志があった。

「すいませーん、お邪じや魔ましますー」

　オンボロ……というのも憚はばかるような扉とびらを、豆とう腐ふでも掬すくうかのようにデリケートな動作で押おし開ける。

「ほう……！　たしかに、これはすごいです」

「だよなー。多分俺達以外にも、ここに頼んでるヒトがいるんだろ」

「じゃなきゃあ素材も手に入らんからな……っと、坊ぼう主ず達か。その様子だと景気ァいいみたいだな」

　武器に興味を持つ──というよりは珍めずらしいものがたくさんあることに目を輝かせているアリシア──

　自分もこうだったなあと優しい目をしていると、欠伸あくびをしながら加工屋が現れた。

「使い心地を教えに来たってわけじゃねぇんだろう。今度はどんなモンもってきたんだ」

「話が早いッスね。これです」

　無ぶ頼らいを気取っているような喋しやべり方ながらも面めん倒どう見みのいい加工屋。

　悠としてはドラゴンナイフの使い心地を語りたいという気持ちもあったのだが、仕事人が仕事を急かしている事を鑑かんがみて、早速仕事の話──持ち込んだ素材を広げ始めた。

「ほう、こいつはディープホワイトだな。ガキばかりと思ったがやるじゃないか」

　ハネマリネズミ、ディープホワイト。

　白の砂さ漠ばくでも厄やつ介かい者として名高いディープホワイトの素材を見つけた加工屋は、なぜだか嬉うれしそうだ。

　知られている中では、ディープホワイトは白の砂漠を行くに当たり最大の難敵として扱あつかわれている。

　いかに初心者向けの極圏とはいえ、そこの主にも当たるサメを倒たおしたという評価は大きい。

　だが──これで終わりではない。言外にそう告げる挑ちよう戦せん的な笑みを浮うかべた悠は、包みの中から一番大きな『それ』を取り出す。

「……！　なんだ、コイツは……！　おい、コレは本当に『白の砂漠』で採ってきたのか!?」

　すると──『プロ』の目は一いつ瞬しゆんで変わった。

　机に置かれたそれをひったくるように持ち上げると、加工屋は鋏の刃はに指を這はわせる。

「そうですとも。私たちが、しろのさばくでとってきたものですよ」

　何故か自じ慢まんげなのはアリシアだった。『ガキ』と言われた事を根に持ってるんだろうなあと思いながら、悠は解説を引き継つぐ。

「大きな蟹だったんですけどね、洞どう窟くつに住み着いてたんですよ。白の砂漠じゃコイツに一番苦戦しました。尻しつ尾ぽから冷れい凍とう液を撃うってきたり……」

　一瞬でも死を現実に感じさせたグランキオーンの脅きよう威いを思うと、解説も自然と恨うらみ言と同じ音色を持ってくる。

　だが、加工屋はなにも聞こえていないかのように、素材に目を奪うばわれている。

「冷凍液……それでか。このハサミ、軽くて丈じよう夫ぶだってえのに氷の魔ま力りよくまで宿していやがる。……おい、まさかコイツは換金するとか言わねえよな」

「換金屋さんには是非売ってくれと頼まれましたけど、今の所その予定はないっす」

「……それを聞いて安心したぜ。おい、コイツは俺に任せる気はねえか。是非とも、コイツから剣けんを掘ほり出してみてえ」

　それでも、その素材に関する情報は一字一句逃のがすまいとしていたのだろう。

　夢か現か、浮いた心地で加工屋はそう懇こん願がんする。

「親父さんにやってもらえるってんなら、こっちからお願いしますよ。剣なら俺も楽しみです」

「そうか、恩にきるぜ。良質な未知の素材を加工できるのは、加工屋冥みよう利りに尽つきる」

　その顔から、けだるさは消えていた。興奮を隠かくしきれない声は笑っているように聞こえ、しかし表情は真剣そのもの──

　つうと鋏を撫なでる加工屋の目には、もうすでに完成形が見えているのだろうか。

　ただならぬ様子に、悠は冷ひや汗あせ交じりの笑みを浮かべた。

「それじゃあ俺はしばらく店を閉めるぜ。ああ、出る時にコイツを表に掛かけておいてくれ」

「あ、わかりました。と、ついでにサメの皮なんですけど、こう、板にピンと貼はり付けてくれません？」

「……気が向いたらな」

　なにやら表札のようなものを渡わたして、加工屋は素材とともに奥へ引っ込んでいく。

　このままではしばらくコンタクトが取れなくなってしまうと感じた悠が急いで予定にあった注文を加えると、加工屋は適当に右手を挙げた。

　店主不在（ではないのだが）の加工屋。こうなるともう、それ以上できることがなくなり、悠達は示し合わせるでもなく加工屋を後にする。

　表札にはまだ悠が読めない文字が書かれていたが、おそらくは閉店かそれに準ずる言葉が書いてあるのだろう。

　取れかけたフックに表札を掛けて、悠達は表通りに向かうことにした。

「……あんなかんじで、そざいのもちにげやらはだいじょうぶなのでしょうか。というかお金の話さえしていないのですが」

　途と中ちゆう、アリシアは半ば呆あきれ顔がおで疑問を口にする。

　Toをつけずに飛ばされた声は、しかし悠が拾う。

「職人気質な人だし、換かん金きん所のヒトが紹しよう介かいしてくれたくらいだし、大だい丈じよう夫ぶだろ。……でも、確かにお金の話は忘れてたな。……っていうかドラゴンナイフの金、まだ払はらってない気がするぞ……？」

「ええ……」

　汚きたない店構えに、けだるげな態度。信頼のなさからくるアリシアの疑問への回答は、アリシアをさらに困こん惑わくさせるに十分なものだった。

「ま、まあグランキオーンの鋏を引き取る時に一緒に払えばいいだろ。いや、悪いコトしたな」

「素材を見た時のあの様子だと、また引ひき渡わたしとともに気絶するかもしれないがな。新しい武器に期待する気持ちはよくわかるが、今度はちゃんと前もってお金の話をするべきだろう」

　腕うでがあるのにあんな場所に店を出しているくらいだ、金にはあまり頓とん着ちやくはないようだが。

　そう言葉を締しめつつも、カティアは呆れ気味に頭を押さえている。




　やはり自分はもう少し視野を広げるべきなのだろう。

　なにかに夢中になると周りが見えなくなる自分を戒いましめる悠は肩かたを落とす。

　肩へ優しげにぽんと置かれたクララの手が、なんだか無性に温かい悠だった。




　　　　◆




「ずいぶんとかいこみましたね。このじゅうりょうはじゃまになるのではないですか？」

　落ちかけた夕日を背に、げんなりとした声が名を呼ぶことなく、責めるように悠を呼ぶ。

　膨ふくらんだかばんの口からは何やら金属製の器具が顔をのぞかせていて、なるほどこの様なものが幾いくつも入っているのならばさぞかしとその中身を想像させる。

「あはは……確かにちょっと重いかも……でも、必要なんだよね？」

　そうだろうか、と確認するようにかばんを持ち上げるカティアをよそに、クララが困ったように笑う。

　最後に理解を示しつつも、先にアリシアへ同調する言葉が入る辺り、やはり少し重いのだろうか？

　悠は、肩にかかる重みを背負い直す。

「ちょっと重いかもしれないけど、安全のためだからな。クララはわかってると思うけど、滑かつ落らくって本当に怖こわいんだぞ。今回買ったのもほとんどそれの対策だよ。命を守る道具って思えば、逆に重いくらいが頼たよりがいがあると思わないか？」

「うう、それを言われちゃうと弱いよう」

「……いちりあるとは思いますが、なんだか言いくるめられた気がします」

　だが逆に、重いからこそということもある。

　現代では同じ用よう途とでももっと軽く、確実な道具がいくらでもあるだろう。

　しかしここではこれが限界なのだ。万が一に備えて万全を期す。

　ないものねだりをしても仕方がない。命を守る道具に妥だ協きようは禁物──というのが、悠の持論である。

　とはいえもちろん『あり得る』とわかってしまっている以上ないものが欲しくなってしまう気持ちはあるのだが。

「まあまあ、何かあった時、あっちにしておけば！　って後こう悔かいはイヤだろ。なんだったら後悔さえ出来ないかもしれないんだ、命を預ける道具だけはしっかりしとかなきゃな」

「……それはそう、ですね」

　悠の気持ちは、アリシア達にも伝わったようだ。

　そう言われるとそんな気がしてくる──というのは、この場合一つの信しん頼らいの形とも言えるだろう。

　ともあれ、これで必要な道具は揃そろったわけで。

　後は二、三の準備と武器の受け取りが終われば極きよつ圏けん『輝かがやきの台地』に向かうことができる。

　全てが終わったわけではないが、煩わずらわしい部分の大半が終わった悠達の表情は軽かった。

　だが──

「ん、どうしたんだカティア。なんか険しい顔してるな」

　ただ一人、談笑の中でカティアは鋭するどく目を研とぎ澄すましていた。

　悠に名を呼ばれると、初めて居ることに気がついたとでも言うかのように、目を丸くする。

「ユウ。……そうだな、少し気になることがあるのだが──ユウは、何も感じないか？」

　気になることがあったと彼女が言うのならば、よほどそれに集中していたのだろう。

　だが、何も感じないかと聞かれても、悠にはなんのことやらわからない。




「何も、って言われてもなあ。何かあったのか」

「……恐おそらく、尾行つけられている。数は三人」

　声を潜ひそめるカティアの真しん剣けんな表情に、悠は気を引き締める。

　カティアが「そう」だと言ったら「そう」なのだろう。

　彼女らが悠を信頼するように、悠もまた彼女らを信頼している。

「マジか。なんで……ってのは、ああ、思いあたりがある」

「誰だれが目当てでもおかしくはないな。少し、揺ゆさぶってみたい、いいか？」

「……だそうだけど、大丈夫か？」

　いつの間にかそばに寄って声を拾っていたクララとアリシアに確認をすると、悠は大通りを外れた裏通りへと身を沈しずめる。

　ここを抜ぬければ、宿への近道になる。だが悠達が普ふ段だん使わない近道を選んだのは、道を急いでのことではない。背後の気配から逃にげ去さるのが目的でもない。

　普段使わない近道、それを選んだのは人の目から姿を消すためだ。

　『彼ら』が、そうしやすいように──

　少しだけ人通りのない暗がりを歩いて、悠達は一いつ斉せいに後ろを振ふり返った。

　薄うす暗ぐらく人目に付かない──しかし、隠れる場所のない路地。一直線に延びた視線の先には、三人の男女が立っていた。

　今こうして追つい跡せき者が現れるまで、悠は尾行している者の存在に気づくことはなかった。

　ヒトにつけられるという未知の体験。それは、野生の動物の気配とは全く違ちがうものだった。

「……本当につけられてたのか、全くわからんかった。カティアってなんかそういう気配がわかる達人だったり……？」

「これでも神しん殿でん騎き士しの中ではそこそこ腕が立つ方でね。──それで、君達の目的はなにかな」

　思わず叩たたいた軽口に返す調子は柔やわらかい──が、追跡者に向けられたカティアの瞳ひとみは、獣けもののような重圧を放っていた。

　これほどわかりやすく放たれる敵意ならば、悠にもわかる。肌はだを刺さす針のような緊きん張ちよう感かんが、味方であることが頼たのもしい。

　しかし、カティアもただ尾行されていたというだけでこれほどの敵意を剝むき出しにしているわけではない。

　問題なのは目的、その心当たりである。

　悠とともに、追跡者から遮さえぎるように背へ隠した少女。

　アリシア。その威い圧あつ感は、彼らの目的が仲間の身み柄がらだったからこそだ。

　声だけは穏おだやかに追跡者達に問うカティア。

　仲間でさえひるむような威圧を前にしても、追跡者は答えない。

　もしもこの者達が野や盗とうならば、返すのはごまかしか、威圧か、あるいは逃とう走そうといったところだろうか。

　だが姿を現した追跡者達が返したのは威圧でも返答でもなく、意思の表示であった。

　すなわち、戦せん闘とう態勢。

　会話の意思も機会もなく、淡たん々たんと。異常なまでに規則正しく規律然とした行動は、追跡者達の目的を雄ゆう弁べんに語っていた。

「来るぞ！　ユウ！」

「わーってる！」

　一斉に飛びかかる追跡者──否、襲しゆう撃げき者達。

　息の合った連れん携けいに、思わず歯は嚙がみする悠。

　規律によって研ぎ澄まされた連携は、普ふ通つうに暮らしていれば体験する機会がないものだ。

　喧けん嘩か程度ならばともかく、戦術としての多対多を経験したことのある現代人は、そういないだろう。

　悠も御多分に漏もれず、どれを見ればよいかわからない三つの影かげには混乱を誘さそわれる。

　加えて、相手は人間だ。野生の動物相手ならばもはや慣れていると言ってもいい悠でも、同じ形をした生物を前にすると現代で培つちかった倫りん理り観が枷かせのように足を引っ張る。

　それでも。

　悠達だって、チームとしての行動は慣れている。

　男の影から飛び出した女性が、悠に向かって剣けんを振りかぶる。

　『殺す』選せん択たく肢しを無意識に封ふう印いんした悠とは違い、その太刀筋には迷いはない。

　重さと速度、そして魔ま力りよくを乗せた金属の剣は、ヒトの頭などトマトに包丁を叩きつけるかの如ごとくだろう。

「効かねえー！」

「……っ!?」

　だが、そうはならない。

　代わりに路地に轟とどろいたのは派手な金属音だ。

　『硬こう質しつ化』──その防ぼう御ぎよ力は、今や龍りゆう鱗りんを上回るほどになっていた。

　機械的な襲撃者の顔に初めて表情が浮うかぶ。それは、当然驚きよう愕がくの一色だ。

　これには少なからず当人以外も──残りの敵は勿もち論ろん、クララやアリシアでさえ──驚おどろいたらしい。

　一いつ瞬しゆんだけ、路地がモノクロームに見えた気がした。

　しかしその中で唯ただ一人、小こ柄がらな少女のみが動いていた。

　襲撃者と攻こう撃げきを受け止めた悠との間に、小さな影が滑すべり込む。

　拳こぶしを引き絞しぼったカティアであった。十分な力みの込められた、重い拳だ。

　それが、襲撃者の無防備な腹部に撃うち込まれる。

「こふっ……！」

　小さなうめき声とともに、臓ぞう腑ふの空気が絞り出される。

　どれだけの力が圧縮されているかもわからないカティアの小さな拳は、そのまま襲撃者を殴なぐり飛ばした。

「っ」

　そこで、ようやく路地に再び時が流れ始める。

　吹ふき飛ばされた女性には目もくれず、残りの男達が再び悠とカティアへ向かう。

　左右に分散することで密集した悠達を挟はさみ込む作戦だ。

　悠とカティアに対し、一対一を狙ねらいに行くということは、腕うでに覚えがあるのだろうか？

　しかし、彼らは忘れている。

　悠達は、前衛で戦う二人だけが戦闘員ではないことを。

　膨ぼう大だいな魔力にいち早く気がついたのは、カティアへ向かっていた男だった。

　危機を感じて立ち止まると同時、増ぞう幅ふくする魔力の波動に気がつく。

　見れば、手をかざしたクララが魔ま術じゆつを発動させようとしていた。たった一人が儀ぎ式しきを用いず、詠えい唱しようによる陣じんさえなく発動する魔術──本来ならばそれは大した脅きよう威いにはならない。

　だが、なまじ腕が立つからこそ男は気づく。放たれるのは一点集中のマジックアロー。

　今突つきつけられている魔法の矢は、自分の防御を貫かん通つうするに足る破は壊かい力を秘めていると。

　機械的にさえ見える男だが、それでも自己の命を守る程度には人間らしさがあるようで、男が回かい避ひ行動に移る速度は見事と言うに差し支えないものだった。

　それでもまた、それ以上にカティア＝フィロワという『神殿騎士』は優ゆう秀しゆうだった。

　瞬またたくようなバック・ステップを捉とらえる踏ふみ込こみ。

　地を擦こするように構えられた剣が弾はじかれるように浮き上がる──

「……ッ」

　男は、剣にありったけの魔力を注ぎ、剣を盾たてとした。

　直後に襲おそうのは竜りゆうの爪つめを、巨きよ大だいな体たい軀くを思わせるような一いち撃げき。

　男の狙いは、剣を受けつつ、その勢いを利用しての後方離り脱だつだった。

　しかしこれは予想以上の威い力りよくであった。

　狙い通どおり、大きく突き放はなされた男は戦せん闘とう範はん囲いから離脱することになる。

「……！」

　ただし、防御に利用した剣を打ち砕くだかれつつ、だ。

　武器がある状態でさえこの始末、無手となった今、二度目の交戦が襲撃者にとって好意的な結果になるとは考えづらい。

　ならば戦局を変えうる要素は？

　無表情な男が半ば縋すがるように見たのはもう一人の襲撃者であった。

　だがそこにあった光景は期待通りのものではなく──

　支えを失ったかのように、仲間が体勢を崩くずすその瞬しゆん間かんだった。もう一人の男、交戦中だったはずの襲撃者の武器が落ち、甲かん高だかい音を立てる。

　殺やられた？　いや、外傷はない。ならば、コレは。

　今まさに地面に沈み込もうとしている男は、すんでのところでその身を持ち直した。

　毒でも受けたかのようにふらつく仲間の姿を見て、外から状じよう況きようを窺うかがう襲撃者の男は本来の目的を思い出した。

　『午ご睡すい』の力、アリシア＝ウェアリーという少女。見れば、標的でもある少女が手を翳かざしていた。

　『午睡』は眠ねむ気けを起こさせる力。興奮状態の相手を完全に眠ねむらせることは不可能と聞いていた男だが、仲間の男は身体の機能に異常をきたすほどの効果を受けている。

　眠りに落ちることこそなかったものの、『午睡』を受けた男の動作にはまだ鈍どん重じゆうさが残っていた。

　襲撃者の体勢が崩れたのを確認すると、悠は勢いよく体を捻ひねる。

　所謂いわゆる回し蹴げり。

　数ある蹴り技の中でも威力が高いとされるそれが、襲撃者を捉える。

　悠は格かく闘とう技ぎは素人だ。それは『技』と呼べるような代物でもなかったが、体勢の崩れた所へ、暴力的なまでの身体能力から放たれる蹴りはまさに災害と同じ防ぎようのない力を持っていた。

　なんとかとっさに腕を交差して防御を固める襲撃者。

　当然防御に期待する十分な効果は得られず、先に戦線を離脱した男のように吹き飛んだ。

　先の男と違うのは、道具を用いた防御ができたかどうか──人間一人をボールのように飛ばす勢いの打だ撃げきを、一身で受け止めたかどうか、だ。

「まだやれるか？」

「無理だ。腕が動かない」

　近くまで飛ばされてきた男へ駆かけよったもう一人が、淡々と確かめる。

　そこに安否を気き遣づかう様子はなく、ただ目的が遂すい行こうできるかを確認する──

　悠に蹴り飛ばされた方の男といえば、腕をだらりと垂らして居るにもかかわらず、こちらもまた平へい淡たんな様子で答えた。

　恐おそらくは骨折。最低でもヒビが入っているであろう嫌いやな手応えに顔をしかめる悠は、そのやり取りにまた少し気分が悪くなる。

「しかし流石は『聖せい騎き士し』カティア」

「他の者もあなどれない。『午睡』は想像以上に厄やつ介かいだ」

　互たがいの敵の感想を報告し合う様はまるで他人事で。

　実際にダメージを負いながら、ここにいないような口ぶりは悠にとって不気味なものだった。

　人間。実際にそれを相手にした悠は、明確な『敵』に勝利したにもかかわらず、なんとも言えない気持ち悪さを感じていた。

　現代の日本で暮らしていればそうそう機会はない、人間との命のやり取り。

　異世界に馴な染じんできたとはいえ、戦いを身近においたとはいえ、そう何度もやりたいことではないと思う。

　だが──必要があるのならば、話は別だ。

「その辺にしとけよ。多分、これ以上はお互い望んでないことになる──けど、まだアリシアを狙うんなら、やらなきゃいけなくなる」

　恐らく、彼らの狙いはアリシア。

　その確率が高いと思っている悠は、残る手応えの苦さに顔を顰しかめながら告げる。

　生き物を傷つけるというのは、あまり気分が良いものではない。ましてそれが、同じ形をしていて意い思し疎そ通つうが出来る者ならば。

　悠の通告は、お互いと言いつつも、明確に力加減を表していた。

　身体能力だけでも退けられる相手だ、悠が『攻撃』の能力を──ドラゴンの焰ほのおを放てば、結果としてどこに行き着くかは想像が容易い。

　きっと手応えなんて感じないだろう、地じ獄ごくの火か炎えんは人間の身体くらい触ふれた端はしから炭にしていって、吹き飛ばしていく。そこにあるのは塵ちりを吹く位の感覚だ。

　それでもそれは『初めて人間を殺した感覚』として一生残ることになる。

　それでも──仲間を守るためなら、悠はそうしなければならない。

「あの少年も、極めて危険だ」

「ああ。得体が知れん」

　その力のある自覚が、悠の強さを襲しゆう撃げき者達にも伝えていた。

　現状、悠は『硬質化』のほかは食事で得た大きな魔力しか使っていない。しかし男達は悠の底が見えないことに、ごく僅わずかながら困こん惑わくを口にした。

　それは野生の力関係に似ていた。悠ゆう然ぜんと草原を歩く猛もう獣じゆうと事を構えればどうなるか、体験したことはなくてもわかる。でなければ、王以外は生きられない。

　だが男達は、それでも悠に挑いどもうとしていた。

　そのあり方は昆こん虫ちゆう、蟻ありに近い。統率された者として、統率者の手足となって働くのみが目的の──

　場に殺気が満ちる。

　膠こう着ちやく状じよう態たいの終わりが近づく。

　……今、始まる。そんな瞬間だった。

「やめておけ。仲間を連れて退けば、追いはしないと約束しよう。ユウ、それが君の意向だろう？」

「え、ああ……」

　沈ちん黙もくを破り、カティアが前へ歩み出る。

　その右手には未だ目を覚まさない襲撃者の女性が、雑に抱かかえられていた。

「お前達が何者か、何が目的か、それは気になる所だが生あい憎にく、尋じん問もんも拷ごう問もんも不得手でね。これ以上はただただ無意味な──殺しになる。そうなる前に帰ってくれるとありがたいのだが」

　悠の濁にごした言葉とは違ちがう、はっきりとした意思の表示。

　『ヒト』と戦うことに慣れたカティアは、同じことを言いつつも悠とは全く違う意味を相手へ伝えていた。

　自分がそうするのは、悠の意向だからだ、と。

　言葉の端はし々ばしに漏もれる殺意は、襲撃者のつけ入る隙すき、ためらいを否定するものだった。




　カティアが女性を放り投げると、襲撃者の男達はほんの僅かに硬こう直ちよくし、そして去っていった。

　不意打ちを注意し、悠はしばらく緊きん張ちよう状態を保っていたが──

「ぶっはあ……！　なんだよ、アイツら……」

　やがて、気を抜ぬいて膝ひざを握にぎるようにして上体を下げた。

「恐らくは……ザオ教の技術部の者ではないかと思うが、定かではないな。……目的の方も、アリシアを狙っているのはわかるがどうもそれだけではなかった気もする」

　これ以上の追つい撃げきはない、とカティアも判断したのだろう。

　小さく息を吐つくと、カティアは剣けんを収めた。そこでようやく、悠達にも安あん堵どが流れる。

「それだけではない……って、ユウとか私も目的ってことなのかな？」

「その可能性は否定できないな。『技術部』だとすればクララの髪かみの色に、そして経歴不明ながら私やアリシアの『リーダー』であるユウに興味を持ってもおかしくはない」

　クララの問いかけに、路地の出口をにらみ続けるカティアが答えると、一行はため息を吐き出した。

　思えば、自分達の身の上は皆みな特とく殊しゆなのだと再認識したようだ。

　滅ほろびたと思われる種族、異い邦ほう人、そして実験体。

　思うところがあるのか、三人共が渋しぶい顔をしている。

「あ、あの……みなさん」

　しかし、何とも言えない珍ちん妙みような空気も、長くは続かない。

　おずおずと、言い淀よどみつつもアリシアが呼びかけたことで、視線が集まる。

「その、ありがとうございました。カティアさんはああ言っていますが、かれらのねらいは、わたしだったと思いますし……みなさんのおかげで、たすかりました」

　どこか悔くやしげな──嬉うれしいのに、素直じゃない。そんなアリシアのお礼に、悠達は少しだけ固まってから、満面の笑みを浮うかべた。

「なんですか、なんですか！　ひとがせっかくゆうきをだしているっていうのに！」

　悠達の態度に憤ふん慨がいするアリシア。

　ちんまりとした身振ぶりを交えてしまっている以上、見た目と相まって子供の駄だ々だっ子にしか見えない。

　知識や礼節はともかく、情じよう緒ちよは見た目に近いのかもしれない──なんて思いつつも、悠は笑みを止めて返す。

「いや、悪い。でもなんていうか、そうやって言ってくれるのが嬉しくてさ。お礼にお礼を返すのもなんかヘンだけど、ありがとうな」

「……ふん、いいですけど」

　ちゃんと真正面から向き合ったからだろうか、そっぽを向くアリシアだが、その態度が『不ふ貞て腐くされている風』だというのはわかりやすい。

　今度は苦笑しながら、悠とクララはアリシアの後ろで顔を合わせた。

　……ただ一人、カティアだけが声にせぬ疑ぎ惑わくを自問する。

　彼女を悩なやませているのは、先の襲撃者達のことだ。

「（アリシアが狙ねらい、なのは間ま違ちがいない、と思う。だがそれよりも──キングを狙うことで駒こまの動きを見るように、私達の戦力を探るのも目的だったはずだ。それに──）」

　ただ一人、アリシアを連れ去ることが目的ならば他にもっとやりようがあるはず。

　人混みに紛まぎれられ、誘ゆう拐かいのみを目的にされれば、対応は極めて難しくなる。

　それに、もう一つ。カティアには疑問、というよりも信じられないことがあった。

「（私達は、明らかに強くなっている。奴やつらは最低でも一級クラスの冒ぼう険けん者以上の実力はあった。対人戦せん闘とうも慣れている。ユウが自衛するくらいならば簡単だろうが、苦戦は免まぬかれなかったはずだ）」

　それは、この戦闘の結果そのものだ。

　襲撃者達は律せられたチームワークを使ってきた。攻こう撃げき力、敏びん捷しよう性、防ぼう御ぎよ力も一人一人申し分がない。

「（だが、私達はほぼ完かん璧ぺきな形で勝利し、撃げき退たいした。強くなっているんだ。全員が、急激に）」

　しかし結果は圧勝だったと言っていいだろう。

　手練の連れん携けいをたやすく打ち破るほどに、悠だけではなくクララやアリシアまでもが、『戦力』として十分たり得ていたのだ。

　特とく殊しゆな能力を持つアリシアについてはともかく、戦闘面でのクララは一いつ般ぱん的な魔ま法ほう使つかいと比べても大差がなかったというのがカティアの認識だった。

　だが思えばグランキオーンにダメージを与あたえられたということもあり、クララもまた一般的というには逸いつ脱だつした戦力を持っていると再認識する。

「（私も、ユウと出会ってからは明らかに身体が軽い。……心の持ちようだけではないはずだ。やはりこれは──）」

　加えて、自分もだ。

　カティアは、こと戦闘においては騎士の中でも随ずい一いちと言っていいだろう。

　基本は修め、応用も身に着けてきた。それでも自覚するほどに、強くなっている。

　その原因。カティアはそれに気がついていた。

「（ユウほど急激ではなくとも、ユウの料理を食べた者にも魔力の増強効果がある。それしか、考えられん）」

　恐おそらく戦闘経験そのものが少ないクララ達では気づかなかっただろう。

　悠の料理を食べた者は強くなれる。それはカティアにとっては衝しよう撃げき的な推測だった。

　食べるだけで強くなれる料理。それが人々にとってどれほどの価値を持つか──まるで天まで積み上げられた財宝を見上げるような途と方ほうもなさに、カティアは頭の痛さを自覚した。

　世界中の人々が悠の料理を求める。……と、言っても過言ではないだろう。この世界における個人の強さの価値は、地球のそれよりもずっと高い。

　比ひ較かく対象を知らないからこそ、カティアには悠の力が絶対的に思えた。

「おーい、そろそろ行こうぜ、カティア」

「ん、あ、ああ。今行く」

　間違いなく悠を巡めぐって争いが起きるだろう。かつてのマオル族のように、世界中から追い求められるだろう。

　……そんなカティアの悩みなどつゆ知らず、先をゆく悠がフリーズしていたカティアを呼び戻もどす。

　その声は明るく、心地が好いもので、欲よく望ぼうの手て垢あかに濁らせたくはないと思う。

「（今しばらくは、私の胸に留めておくか）」

　仲間と秘密を共有すべきか。

　少しだけ迷ってから、カティアは秘したままにしておくことを選ぶ。

　その選せん択たくには、騎き士しとしての生き方が関わっていたのかもしれない。

　カティアは、光が射す道へと歩いていく悠の背中が、なんだか眩まぶしく見えた。








第二話　冒険者ギルド









「ねえユウ、『ギルド』に行く前になにか食べていかない？」

　その日の始まりは、本当にふとした提案だった。

　『輝かがやきの台地』における合同極きよつ圏けん探たん索さくのイベントに参加することにした悠ゆう達。

　輝きの台地は段々に連なる台地を登っていくごとに生息する魔ま物ものが強くなる極圏だ。どこまで登ったか、を冒険者の腕うでの目安に出来る輝きの台地は腕うで試だめしとしてはもってこいで、駆かけ出しの冒険者達からは人気の極圏の一つである。

　悠達もまたいくつかの理由から、この合同探索イベントへの参加を決めていた。

　今、悠達はそのイベントへ参加する手続きをするため『ギルド』に向かっている最中だった。

　先のクララの発言は、冒険者達の組合へ向かう途と中ちゆうのことである。

「別にいいけど、組合の受付って酒場も兼かねてるんだろ？　そっちで済ませばいいんじゃないか？」

　肯こう定ていしつつも、理由を聞くのは悠だ。

　未成年故に想像することしかできず、僅わずかながら『酒場』という場所の食事を期待していた悠。

　疑問に答えたのは、カティアだった。

「昨日クララとは話したんだが、組合のものとはいっても酒場の食事はまあ、酒の肴さかな用という感じでね。味付けが濃こく、量が少ないものが多い。ちゃんと腹に入れたいなら、そのあたりで食べることをおすすめするよ」

「うーん……ならたしかに昼飯向きじゃないな。またの機会にしようか」

　説明を聞けばなるほど、言う通り酒の肴といった具合で、昼飯に向くものでもなさそうだ。

　本当はそれでも少し興味があった悠だが、時間帯を考えて引き下がる。

　となると結局、酒場に行くのは夜か。夜となれば酒場で酒を頼たのまないのもと考える悠なので、酒場で食事をするのはやっぱり二十歳になってからという運びになるかもしれない。

「でも、するとどうしようかな。どっかオススメの店とかあるか？」

「うーむ……私はあまりこの辺に来ないからな。この機会に開かい拓たくするのも悪くはないが……」

「そろそろげんかいでおなかがないています」

「……とのことなので、そのあたりの露ろ店てんで適当に済ませてしまうのがいいかもな」

「なるほどねえ」

　さて、昼飯選びであるが、実は具体的な代だい替たい案あんはないようで。

　このあたりの露店で済ませてしまうのはどうか、というカティアの提案が受け入れられる事になりそうだった。

　お腹が限界というアリシアの言を考こう慮りよするならば、店に入るよりも露店の方が良いだろう。

　しかし悠は、クララを伴ともなってこの辺を歩いたことがある。

　その時に特に目につくものは大体食べてしまったこともあり、いささか期待には欠けるといったところであった。

「あ、ならお芋いものおじさんのお店はどうかな？」

「おお、いいかもしれない」

　腹具合が迷子──ぐるぐると渦うず巻まく大海に羅ら針しん盤ばんを示したのは、クララだった。

「お芋のおじさん、とは？」

「カティアに会いに行く前に、ちょっとな。芋いも煮にを出してて、美味いんだそれが」

「それに、面白いものもあるんだよ～」

　首をかしげるカティアとアリシアに、悠とクララは意味深に笑う。

　お芋のおじさん、とはなんともじわりとくる命名だと思ったが、悠はどこか素そ朴ぼくで温かい男性を思い出して心中で頷うなずいた。

「おすすめのお店があるなら早く行きましょう。おなかが空きました」

「ん、じゃあそれで行こうか」

　これといった希望がないこともあり、今日の昼食は芋煮で決まったようだ。

　記き憶おくに従って人混みをかき分ける悠達。

「そうそう、確かこのあたりに──おお？」

　悠の食べ物に関する記憶は正確で、目当ての店はすぐに見つけることが出来た。

　昔ながらの芋煮と、この世界では最新のポテトチップスを出す店。

　この世界でも唯ゆい一いつのハズだったその店は、しかし。

「ポテトチップスのお店がいっぱい……」

　今では、唯一のものではなくなっていた。

　あちらを見てもこちらを見ても、という程ではなくとも、一画ごとに一つはあるポテトチップスの店。

　悠も考えていないわけではなかった。

　ポテトチップスの発想自体は珍めずらしくとも、それ自体は簡単なもので、少し練習すれば同じ様なものを作ることが出来るだろう。

　作れば売れる物があるのなら、作らない手はない。この世界の人々も商しよう魂こんたくましいようだ。

「あちゃー……まあ、この世界には特許とかないだろうしなあ」

「うわあ、すごいねこれ。ユウが考えたのになあ」

「ポテトチップス、とやらが何かはわからないが、ユウがコレを考え出したのか？」

「いや俺が考えたわけじゃないんだけど、伝えたのはそうだな。しかしコレじゃあ……」

　あたりを見回しつつも、目当ての店を探すユウ。

　見ればポテトチップスも、味付けが塩でなかったり、一度マッシュしたものを揚あげていたりと、この短期間で様々な工夫がなされているようだ。

　その創意工夫には感心しつつも、同じ店が並ぶことに悠は意識が遠のくような感覚を覚えた。

　しかし、悪いことばかりでもない。

「ん……？　あれ、あそこ、おじさんのお店だよね？」

「お、ホントだ！　繁はん盛じようしてる！」

「ああ君達！　見てくれよ、君達のおかげでウチは大繁盛だ！」

　目当ての店、通つう称しようお芋のおじさんの店は、中でも一際長い行列を作っていたのだ。

　人の良さそうな顔は相変わらずだが活力に満ちていて、下がっていた眉まゆも心なしか上がっている。

　とはいえ──悠にはまだ読めなかったが──店のノボリに『元祖』と書かれているあたりは、おじさんもまた根っからの商人である様子。

　だがそれもまたこの活気の一因なのだろう。

　ポテトチップスはどうせすぐに真似される。だがそれが客引きになって、芋煮を食べてもらえさえすれば。そんなふうに思っていた予想はいい方向に裏切られたようだ。

「どれ、俺達も並んでみようぜ！　ここだけお客さんが多いのも、元祖ってだけじゃないだろ！」

「おなかがへった……のですが、どうせなら一ばんよいものがいいですから、ここはがまんしましょう」

　早速、悠達も店に並んでみることにした。

　基本的に並ぶのが好きではない悠だが、こうして知っている人の店が繁盛しているというのは嬉うれしいものがあった。

　おじさんの手際の良さもあり、客はどんどんはけていく。

　悠達の番はすぐにやってきた。

「いらっしゃい！　いやあ、こうして君達に店が繁盛しているのを見せられたのは、嬉しいねえ」

　繁盛の秘密、それは？　悠の中で膨ふくらんだ期待の正体が現れる。

　それは、予想よりもずっと簡単なものだった。

「……じゃがバターじゃないか！　おじさんが考えたんですか？」

「なんだ、やっぱり君はもう知ってるんだな。そう、油と塩のシンプルな組み合わせを聞いた時にね。最初はポテトチップスの味付けとして考えたんだが、どうも蒸した芋のほうが美味いみたいだからね」

　じゃがバター。

　シンプルながらこの世界では彼が生み出した、れっきとした最新の姿がそこにあった。

　芋自体はポピュラーな素材だが、じゃがバターの歴史はそのシンプルさに比べてそれほど古くはない。

　各地に似たような料理はあれど、日本の各地を賑にぎわすこの形にたどり着いたのは、おじさんがじゃがいもによく似たこの世界の芋の特性をよく理解していた故のものだろう。

「うおお……でもさすがっすよ！」

「ハハ、シンプルだからすぐに真似されてしまうだろうけどね。でもそうしたら、また新しい芋料理を思いつくまでさ！」

「へへ、なんかいいっすね、そういうの」

　悠の『最新』に心打たれ、自らも『最新』を生み出したおじさんの顔には明確な自信があった。

　もともと、芋煮の完成度は高かった。料理を真しん摯しに愛するおじさんならば、たとえ新しいものを生み出せなくても『古き良き』を伝えて行くことが出来るだろう。

　もう、悠はおじさんを心配していなかった。一人の料理人として敬意を払はらい、注文を告げる。

「それじゃあ、俺は芋煮とじゃがバターを一つずつ」

「っハイヨ！　約束通り、芋煮はサービスだ！」

　悠が単純だったからか、はたまた同じく料理を愛するものとしてか──おじさんにも悠の思いは伝わったようだ。

　各々が注文を伝えると、おじさんは手早くそれを熟こなしていく。

　他のお客さん達よりもちょっぴり多く盛られた芋は、温かい。

「へえー……お芋に直接バターをかけるんだ」

「うん、美味いぞこれ。芋が好きな人は絶対好きなヤツだ」

　わたわたと運んだ料理を近くのベンチに腰こし掛かけていただく。

　バツ印に切れ込みを入れられた、ふかし芋によく絡からむバター。

　フォークで割れば立ち上る湯気が、芋とバターで二乗された芳ほう醇じゆんな香かおりを優しく届ける。

　口に含ふくめばホロリと割れた芋に染み渡わたったバターが優しく、きめ細やかな舌した触ざわりを届ける。そして完かん璧ぺきな塩加減が口を飽あきさせず、次をせがませる。

　完璧に調理されたじゃがバターは悠に故郷を思い起こさせ、そして僅かな違い和わ感かん──甘みの強い異世界の芋の個性的な香りが、この地に息づく息い吹ぶきを感じさせる。

「シンプルだが……なるほど、凄すさまじく計算された料理だな」

「もごご、もごごご！」

　芋とバターの素晴らしい高相性に、カティアが舌した鼓つづみを打ち──アリシアは多分何やら気の入った食レポを試みているのだろう。

　喉のどに芋をつまらせるアリシアに苦笑すると、ふとクララと目が合って笑いかける。

　食事の美味さ以上に、とても温かい気分になる悠だった。




　　　　◆




「ごちそうさま！　いや、うまかったです」

「君に言われると自信がつくよ。今度は君も知らない料理が作れるといいんだけどね」

　食事を終えて、悠は一段落したおじさんとしばし雑談に興じていた。

　お互たがいの近きん況きようを軽く話し合い、おじさんは一見強そうには見えない悠とクララが冒ぼう険けん者であることを初めて知ったようだ。

「んん、まさか冒険者だとはね。できれば危ないことはしてもらいたくないが、私に止められることでもないんだろうねえ」

「ははは、食いしん坊ぼうなもんで、強い魔ま物ものを食ってみたいんですよね。いい土産話があったら話しに来ますよ」

「そりゃ楽しみだ……と、言うことは、君達もアレに出るのかい？　ほら、どこだかの合同探たん索さくだかっていう」

　料理を話題の中心としているためか、悠と会話するおじさんは楽しげだ。

　単純に悠がどういう人間か興味があるのかもしれない。会話は、自然と料理から悠達の方向へと向かっていく。

「そうなんスよ。なんで、今回はよっぽどの事がなければ命がどうこうってことはないんじゃないですかね。だよなカティア」

「ああ。踏とう破はしたものこそいないが、死亡者も殆ほとんど出ていないみたいだからな。とはいえ、流石に自殺行こう為いをするような愚おろか者共は年に何人かは命を落としているみたいだが……」

「は、はは……君達はその点賢かしこそうだし、大だい丈じよう夫ぶなんだろう？」

「まあ無理はしないっす……ハイ」

　話題の舵かじは合同探索へと切られ、話題を振ふられたカティアは神しん殿でん騎き士しとしての立場から苦言を呈ていする。

　悠達よりも幼く見える少女が大人びた口調で話すのに驚おどろき、結局死者は出ているという事実から、今度は悠と一いつ緒しよに二度目を驚いたおじさんが口角だけで愛想笑いを浮うかべる。

「ああ、合同探索といえば、なんか今回は凄すご腕うでの冒険者が出るらしいね？　私がこんな話をしたのも、周りが盛り上がっているからでね。初の踏破者が出るんじゃないかって話題だよ」

　なんとも言えない気まずい空気を変えたかったのか、おじさんは手をぽんとたたき、あたりを賑わす『凄腕』の話を卓たくに上げる。

　凄腕。その『っぽい』響ひびきに、悠の心が躍おどる。

「へえー！　そんな話題もあるんですね。どんな人なんですかね？」

「それは知らないけど、なんでも若いそうだよ。有名な冒険者の子供だかって話だ」

「そりゃ期待もされるかあ」

　有名な冒険者の二世。この世界にはそんな存在もいるのかと、俄が然ぜんファンタジーっぽい人物像に悠は目を輝かがやかせた。

　だが──ふと、クララに服の裾すそをつままれて、正気に戻もどる。

　そうだ。輝きの台地を踏破する者がいるのは、悠達にとって不都合になりうるのだ。

　先んじられてしまえば手がかりとなるものが持ち去られてしまうかもしれないし、マオル族の存在が認知されてしまえば、再び世界中へ捜そう索さくの手が広がるというのも考えられない話ではない。

　自分達が、初の存在とならねばならないのだ。

「……俺達も気合入れなきゃな。んじゃ、俺らはそろそろ行きます。おじさんも、頑がん張ばってくださいね！」

「ああ、任せといてくれ！　お互い、天辺を目指そうじゃないか」

　希望に溢あふれた拳こぶしをぶつけ合い、悠とおじさんは笑みを合わせる。

　では、行こうか。そう告げるカティアの背で、悠はふと思い出したように何かを書き記す。

「そうそう、ポテチもじゃがバターも、こんなアレンジがあるんで参考にしてくださいな」

「ユウ、行くぞー」

「あいよー！」

　急いで行ってしまった悠に声をかける事もできず、おじさんはそのメモを受け取る。

　そこに書いてあったのは、この世界ではまだ生まれていないポテチにおけるフレーバーの概がい念ねん──のり塩や、コンソメなどといった味付けの例。そしてじゃがバターに合わせる付け合わせの説明。

「魚のほぐし身……『イカのシオカラ』？　……彼は、一体、どれだけのことを知っているやら……」

　小さくなる背を目で見送るおじさんは、その発想に衝しよう撃げきを受ける。

　恐おそらくそれらは『正解』なのだろう。同じ趣しゆ味みを持つ少年として親しみつつも、食の道を行く先達として畏い怖ふをも感じる。

　──ある意味、このおじさんは世界で最も悠を評価している者の一人なのかもしれない。

　そんな視線には露つゆとも気づかず、悠は仲間の背を追うのであった。




　　　　◆




「おおおー……！　ここが冒険者のギルドか……！」

　昼食を終えて程なく、悠はその建物を前に、隠かくすことなく感動を口にした。

　あたりの人達にとっては特別でもなんでもない見慣れたもので、何故か感動しているおかしな少年に振り返る者もいる。

「……そんなにめずらしいものですか？」

「ユウの住んでた所にはなかったんじゃないかなあ」

　アリシアもまだユウの独特な感性には慣れていないようで、怪け訝げんな瞳ひとみを向けているが、クララとカティアからすれば慣れたものだ。

　一見して普ふ通つうの酒場にしか見えない──事実、中に組合の窓口が入っているだけの酒場なのだが、なぜだか猛もう烈れつに感動している悠を気にすることなく、ドアへと進む。

「あ、ちょ、ちょい待ち！　俺がドア開けたい！」

　それでも、その興奮のしようには苦笑いが漏もれることもある。

　しかし悠にとってこれは大事なことだ。なぜならば、そのドアはスイングドア──日本ではウェスタンドアと呼ばれることもある『西部劇のアレ』だからだ。

　向こう側が見えた両開きの木製ドアは、悠にとってはあまりにもわかりやすいファンタジー要素であった。

　許可を得てドアを開けると、たったそれだけだが自分がファンタジーの中にいることを実感する悠。

　しかし、浮うわついた気分も一いつ瞬しゆんで冷めた。

　酒場の中の瞳が、一いつ斉せいに悠達を見たからだ。

　中の人々は、特別ガラが悪いわけではない。

　とはいえ戦傷だらけであったり筋骨隆りゆう々りゆうであったり、総じて無骨な外見のものが多く、日本人の感覚でいえばちょっと恐ろしいところはあったが、取り立てて品が悪いということはなかった。

　だが、少し見れば違和感に気づく。

　悠達は『小奇ぎ麗れいすぎる』のだ。若く、戦傷一つなく、細い。

　言い換かえるのならば、悠達の外見からは経験というものが欠けていたのだ。

「気にするな」

　そんな視線に予め気がついていたかのように、カティアは前へと歩み出る。

　神殿騎士の制服が揺ゆれると、酒場に集まる冒険者達も目の色を変えたようだった。

　尤もつとも、普ふ段だんは彼らを取り締しまったり小言を言ったりといった立場の神殿騎士だ。一目置かれはしたものの、その視線はあまり好意的なものでもない。

「神殿騎士様、ですよね？　当組合に何の御ご用ようでしょうか……？」

　ずんずんと、人混みを割るように前へと進んだカティアを迎むかえ入れるのは、小動物のように窺うかがう様な声だった。

　酒場の中に設置された窓口の、受付嬢じようといったところだろうか。

　冒険者にとっては厄やつ介かいごとを持ってくることが多い神殿騎士だけに、その扱あつかいも腫はれ物を触さわるかのごとくだ。

「合同探索への参加を申し込みたい」

　そして──カティアが切り出した一言は、あたりをざわめかせるに十分たるものだった。

「し、しかし──」

「神殿騎士は基本的に極きよつ圏けんへ行くことは出来ない、だろう。安心してくれ、我々は許可を受けている。これが認可証だ」

　難色を示す受付の少女に、突つきつけるように示した一枚の書状。

　その書面を見た瞬しゆん間かん、受付嬢は悲鳴を上げそうになった。

　だが、カティアが口に戸を立てるように指を立てると、それもできなくなる。

　それも無理はないだろう。カティアが差し出した書面に書かれた名は、この国でも三指に入る権力者──ディミトリアス＝ランドールその人の名だったのだから。

　無論書類の偽ぎ証しようを疑うも、認可証を差し出したのは高名な『聖せい騎き士しカティア』だ。

　最近ではドラゴンを討とう伐ばつしたという話もあり、冒険者の中では知らないものはほとんどいない。

「……っは、はいい……」

　つまるところ、受け入れるしかなかった。

　後にギルドの者の中でも位が高いものがザオ教に確認を入れるだろう。木こっ端ぱの自分に出来ることはこれだけだ──後の者に丸投げする苦労を見て見ぬふりをし、受付嬢は手続きを始める。

「で、では各方のお名前をお聞かせ願いますか？」

　簡単な手続きが始まると、悠達は受付嬢の言う通りの質問に答えていく。

　名前はともかく、住所は一ひと癖くせも二癖もある者達だ。不定の悠、田舎のクララ、そして『存在しないはずの場所』のアリシア。突っ込みたくても書状の詮せん索さく無用の一文がそうもさせてくれない。

「終わりました……では、こちらが組合員の証明書と、合同探たん索さくの参加証になります。今回はザオ教の方でお支し払はらいされるようですが、参加証を無くされた場合、再発行の際にもう一度参加費がかかりますので、ご注意ください」

　本当にお願いします、と受付嬢の心中で一言が足されて、説明と手続きは終しゆう了りようする。

　悠はといえば組合員の証明証──ギルドの紋もん章しようである一角鯨くじらが書かれたもの──に夢中になっていた。

　これもまた『っぽい』である。

　さて。

　終わってしまえば後は帰るだけなのだが、まだまだ夜までは時間がある。

　一皿二皿料理を摘つまむくらいの時間はあるわけだが──

「な、なあ……俺らなんかしたか……？」

　周りの空気は、どうにもそうはさせてくれなさそうなほど悪化していた。

　神殿騎士の極圏に関わる業務を思い出した悠はごく小さな声で、それとなくカティアに聞く。

「ああ、それは──」

　勿もち論ろん、理由としてはそれもある。

　だが彼らの瞳はカティアだけに向けられるものではなくて──悠の疑問を、カティアが答えようとするその瞬間だった。

「あなた達が『なにもしていなさそう』だからよ」

　始まる説明を、始まる前に引き継ついだのはカティアの声ではなかった。

　幼さはなくて、しかしクララのものとも違ちがう、棘とげの含ふくまれた──というよりは散りばめられた、強い意志を感じさせる少女の声であった。

　明らかに敵意を示しての声に、目を鋭するどく向けたのはカティアとアリシア。

　一方で突とつ然ぜんの剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに目を丸くしたのが、悠とクララであった。

「……どういうこった？」

　それでも真正面から向き合って疑問を返せたのは、何度か死線を潜くぐってきたからだろう。

　悠の質問に、髪かみを後ろで結んだ少女は鼻を鳴らす。

「この合同探索では冒ぼう険けん者の死亡率は低い、それは知っている？」

「そりゃ、まあ……」

　質問には答えられず、逆に試すように問いかけてきた少女に、悠はとりあえずとでも言うように返答する。

　合同探索の死亡率は低い──それはなぜか、冒険者同士の互ご助じよがあるからだ。

　自分の身を危険に晒さらす場合は例外であるが、この合同探索では冒険者同士の助け合いが推すい奨しようされている。

　誤って自分の実力を見失った場合や、物資切れなど、命に関するトラブルが発生した場合、合同探索に参加した冒険者同士がお互たがいをカバーすることで安全を確保しているのだ。

　勿論、助ける側が危険を被こうむる場合や、もはや助けようがないモノだっている。自殺行こう為いとみなされるような行いは、無視されることだってある。

　だがそれ以外の失敗をカバーし合うことで、冒険者達は『輝かがやきの台地』の探索を腕うで試だめしのイベントとして成り立たせているのだ。

　かいつまんで、悠はカティアから授けられた知識を説明した。

　知らないわけではない、語った知識はそんな意思表示になったのだが──

　返ってきたのは、嘲ちよう笑しよう混じりの呆あきれだった。

「わかっているのなら、想像はつくんじゃないかしら。極きよつ圏けん探たん索さくは、遊びじゃないのよ。一度合同探索が始まってしまえば、貴方達が危機に陥おちいれば私達は助けなければならない。足を引っ張られたくないのよ、みんなね」

「俺達が迷めい惑わくをかけるって言うのか」

「そう見えるわ。貴方は世間を知らなそうだし、そっちの女の人はともかく、小さい女の子が二人も。見た感じ経験があるようにも見えないし──危険になる前に辞退するべきよ。貴方達のためにもね」
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　少女の言葉に苛いら立だちを覚えて返す悠。

　無意識に威い圧あつ感かんが混じるも、少女はどこ吹ふく風かぜだ。

　しかし見れば分かる。指ぬきグローブやハーフパンツなどで纏まとめた服装は擦さつ過か傷しようや動きやすさなど、総じて機能性を重視したものだ。

　髪を後ろで纏まとめたポニーテールも、動いた際に邪じや魔まになることを嫌きらったものだろうし、短たん剣けんの鞘さやの傷からは使い込んだ事が察せられる。

　この少女は、探索に慣れている。言い換えれば極圏探索から何度も帰ってくる実力の持ち主というわけだ。

　だからこそ嫌いや味みの混じった言葉の中に、他の冒険者だけでなく、悠達を案ずるものがあることがわかった。

　苛立ちが先に来た悠だが、要所ごとの情報に気がつくと、苛立ちが失せてきた。

　少女の言葉の根底にあるのは、結局他人への心配だ。

　あるいは、こうして啖たん呵かを切りに来たのも、周りとの衝しよう突とつを避さけてのものか──というのは、考えすぎだろうか。

「……気をつけるよ。迷惑はかけないようにする。あんた、名前は」

「シエル＝フランセル。……精々期待してるわ」

　やっぱり考えすぎかもしれない。そう思わせる嫌味を交えつつも、律りち儀ぎに聞かれた名を名乗って、少女──シエルは去っていった。

　気がつけば酒場の空気はわずかながら柔やわらかくなっている。言いたいことはシエルが代わりに言ってくれた、といったところだろう。

「もう帰ろう」

「……うん」

「ああ」

　悠の思っていることは、仲間達にも伝わっていたのかもしれない。

　どちらにせよ、自分達がここにいることで酒場の空気が悪くなっていることは確かだ。

　静けさの中、悠達は酒場を後にする。

　帰り道の途と中ちゆう、不機き嫌げんなアリシアを説得していると、自然とシエルが話に上る。

「それにしても、まだちょっとむかつきます。人を見た目ではんだんするなんて、しんじられません」

「それは確かにそうだが、無理もないだろう。なあに、後は行動で示していけばいいさ」

　子供二人と纏められたアリシアとカティアだが、その反応はそれぞれだった。

　見た目をコンプレックスにしていることを知っているクララが、つい疑問を口にする。

「あれ？　カティアは、怒おこってたんじゃないの？」

「その時はな。だが子供っぽく見えるのは事実だし、歴戦の勇士であることを証明するモノも私達にはないからな。シエルとやらが騎士としての私を知っていたかは別として、いくら騎士が強かろうと極圏の環かん境きように適応できるかは別の話、危険になる前に参加することをやめさせようという気持ちはわかる」

　シエルに絡からまれた際、真っ先に睨にらみ返したカティアではあるが、落ち着いた今はいっそ好意的でさえあった。

　カティアは管かん轄かつ外だが、極圏での行方不明者を救助するというのも神しん殿でん騎き士しの仕事の一つであるため、自分以外の誰だれかの身を案じる心根のことを好ましく思っているのだろう。

「ああいう真面目な者は嫌いではないよ。それに遅おくれて思い出したが、フランセルという名は聞いたことがある。恐おそらく有名な冒険者の子供というのは彼女のことだろう。だとすれば、憎にくまれ役を買ってでも注意するというのは、誇ほこり高たかく立派なことだと思う」

　しかしそれだけでもないようで、カティアは少女の身の上についても推測をしていた。

　有名な冒険者、フランセル。

　その子供として何故か美青年剣けん士しを想像していた悠は少し残念だったが、もう怒いかりは感じていなかった。

「冒険者の中には極圏探索で生計を立てる者もいれば、未知の景色などに冒険心を求めている者もいる。中には観光気分で痛い目を見て、周りに迷惑をかける者もいる。けれどあそこに居た者で私達に敵意を向けていた者は基本的に前者、極圏探索を行う冒険者としての自分に誇りを感じている者と見ていいだろう。だから──結果で示せば、見る目も変わるさ」

　そう締しめくくったカティアは、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

　そんな彼女の誇りが、悠にはとても眩まぶしく見えて──同時に、そんな彼女の言葉が、心に熱い炎ほのおを灯す。

「よーし、やる気出てきたぞ！　天辺まで行って、度ど肝ぎも抜ぬいてやろうぜ！」

「その意気だ。……私は、このメンバーならばそれも可能だと思っているよ」

「私もユウとカティア、それにアリシアが入れば大だい丈じよう夫ぶだって思うな」

「いいやクララもだよ。君はもう少し自分の魔ま術じゆつに自信を持つべきだ」

「えふぇ!?　あ、ありがとう……でいいのかなあ……」

「けんそんもすぎればごうまんになりますよ。……まああなたがそうでないのはしっていますが」

　和気あいあいとした会話に、満足げに目を細めるカティア。

　だが彼女は知っている。自分の実力を謙けん遜そんするクララを囃はやし立てる悠とアリシアだが、その実、彼らさえも自分達の実力を小さく見ていることに。

「（私は、君達とならどこまでも強くなれる気がするよ）」

　悠の力だけではない、きっとこのメンバーでなら、天辺を目指せると。

　騎き士しとして、仕えるに十分な対象がいるならば、多くは望まない。

　だがもしも彼らが──彼がそれを望むのならば、力になろう。

　静かな決意を胸に、穏やかな笑みの下で、カティアの瞳は誰よりも強い光を湛たたえていた。








第三話　二度目の門出









　雲ひとつない快晴。少し強いくらいの風──そして、潮を含んだ爽さわやかな香かおり。

　これ以上ないくらいの晴天に、期待と同じくらい胸を膨ふくらませるよう、悠ゆうは空気を吸い込んだ。

「いい天気だなー！」

「気持ちいいね！　なんだか、いい事ありそうー」

　思わず口に出してしまうくらいの天気は、まさに出航日和と言えた。

　──時は経過し『輝きの台地』へ向かう日がやってきたのだ。まるで旅路を祝福するような空の色に、悠達は上じよう機き嫌げんだ。

　だが、上機嫌なのは悠達だけではない。同じ日に極きよつ圏けんへ向けて旅立つ冒険者達もまた同じだ。

　今回は、そんな気持ちを共有する冒険者達は多い。港に集まった殆ほとんどの冒険者は皆みな『輝きの台地』に向かう者──合同極圏探索の参加者だからだ。

　参加の手続きの時に酒場に居た冒ぼう険けん者も多く、このイベントがそれだけ大きなものだと予感させている。

　ちなみにそんな冒険者達もこの天気には機嫌が良いのか、悠達の存在もあまり気にしていないようだ。

「まだ出航の大分前なのにこれか。混み合うことが予想される。私達は早めに乗り込んでおこう」

「そうだな。あ、でも出航の時は甲かん板ぱんに出たいな」

「いいですね。あれもまたたびのだいごみです」

　あの日のように絡まれることもなく、悠達の上機嫌は続く。

　一部の者はその和わ気き藹あい々あいとした空気に顔を顰しかめていたが、他にも悠達のように楽しげにしている者は多い。

　どうやら半ばお祭りのようだというのもあながち間ま違ちがいではないらしい。苦言を呈ていする者がいないのが、その証しよう拠こだろう。

　船に乗り込むと独特の揺ゆれが足元から伝わってくるが、幸い悠達の中にはこれを苦手とする者は居ないようだ。

　割り当てられた部屋に到とう着ちやくすると、各々が身を休め始める。

　アリシアなどは、出航の時に起こしてくれと言い残すとすぐに寝ねてしまった。

「相変わらずだなー。どこでもすぐ寝られるって本当に羨うらやましいわ」

「私も山では眠ねむれないことの大変さを知ったからな……確かに羨ましいものだ」

「カティアって、任務の時はどうしてたの？　虫が苦手だと大変なんじゃ……」

「ああ、騎士団で任務に当たる時は陣じんを敷しいて結界を張はっていたからな。魔ま物ものの感知や弱い魔物に対しての障しよう壁へきが主な目的なのだが、ついでに虫も入ってこられなくなるんだ。室内と同じでたまに残っているヤツがいるのだが……」

　とはいえ安らいでいるという意味では悠達も同じだ。

　その様子を見る冒険者がいればまた顔を顰めたかもしれないが、幸いこの部屋に他の冒険者は割り当てられていない。

　あちこちへ脱だつ線せんする会話を楽しんでいると、自然と会話はこれからのことになる。

「ところで──それが、ユウの新しい武器か。一度しっかり見せてもらいたいのだが」

「おお！　いいぞ！　俺も誰かに見せたかったんだー」

　まずはその話題として選ばれたのは、悠が背に背負う包み──新たな武器である『グランキオーンの剣けん』であった。

　悠達とて四六時中行動しているわけではなく、悠がコレを手にしたのは自由行動の最中であった。

　加工屋にちゃんと料金を払はらって受け取ってきたのがこの剣だが、カティアやクララは興奮する悠から『スゴい』ということを伝えられた他、鞘さやに入った状態を見ただけだ。

　確しつかり見たいというカティアの要望に、悠は待っていましたとばかりに包みを開く。

　出てきたのは、シンプルな柄つかと金属の鞘。その中に、例のモノがある。

　どんなモノか、クララも興味があったらしく、気がつけばアリシアまで起きている。なんだかんだ言って、皆『古代種』から作られる武器の形は気になっていたようだ。

　自分のワクワクを共有できることに悠は満足気に鼻を鳴らすと、もったいぶるようにゆっくりと剣を鞘から引き抜ぬく。

「おお……」

「……すごい」

「これは、うつくしいですね……」

　鞘の中に収まっていたのは──思わず少女達を魅み了りようするような、赤い輝かがやきだった。

　グランキオーンの爪つめを磨みがくことで生み出された一ひと振ふりの剣──一言で言ってしまえば、それは『ルビーの刀』であった。

　宝石の原石を磨くのと同じく、きめ細やかに磨かれた刀身は深い真紅に輝いている。光を通せばそこには血に濡ぬれるような妖よう艶えんな煌きらめきが生まれていた。

「少し、触さわらせてもらっても？」

「大丈夫らしい。腐ふ食しよくしたりって心配はいらないそうだ」

　吸い寄せられるように、カティアはその剣を手にする。

　しなやかで、弾だん力りよく性に富んだ薄うすい刃やいば──わずかに反った刀身、その機能性は刀を知らないカティアでも肌はだで感じ取ることが出来た。

「素材を活かしていたら、自然とこの形になったらしい。すげえよな」

「凄すごいなんてものではない。あの加工屋、よほど腕うでが立つみたいだな」

　悠もまた、それには驚おどろいていた。

　剣にしてみたい。そう言った加工屋に任せて出来たのが、これだ。

　自然とこの形になったと言われるまでは、悠は日本刀もこの世界に漂ひよう着ちやくしているのではないかと疑ったほどだった。

　美術品でも扱あつかうかのように、グランキオーンの刀を返すカティア。

　悠はそれを受け取ると、またゆっくりと鞘に収めた。

「コレを手にしてると、ディアルクの槍やりを持ってる時みたいな感覚があるんだ。多分、なにか新しい力が使えるんだと思う」

「……ディアルクと、同じ。やっぱり、古代種っていうのが関係してるのかな？」

「そのかのうせいは高いでしょう。あるいは、のうりょくにめざめないまものも、ぶきなどをもっているとちがうのかもしれませんが……」

「素材だけじゃ反応しないし、やっぱ武器なりに加工しないとダメなのかねえ」

　すると、まるで不思議な体験を終えた後のように、悠達は饒じよう舌ぜつになる。

　事実、その美しさに興奮しているというのはあった。それほどまでに、ルビー色の刀身は現世離ばなれしていたのだ。

「……と、そろそろ出航の時刻だな。外に出ておくか？」

「忘れてた！　行こう行こう！」

　目当ての時刻が近づいている事を知らせると、悠は勢いよく立ち上がる。

　段々と夢見心地が抜けてくると、輝きの台地への思いが馳はせられる。

「輝きの台地、どんなとこなのかなあ」

「たかいばしょと聞くので、けしきは少しだけたのしみです」

「山登りみたいなのを想像してたけど、さてどうくるかな」

　甲板を出ると正面には海があって、この船の向かうずっと先には『輝きの台地』があるはず。

　出航のラッパが鳴り響ひびくと、船は目的地を目指して陸を離はなれ始める。

　この瞬しゆん間かんが特別というのは、珍めずらしいことではないのだろう。見れば、甲板には他にも多くの冒険者が姿を見せていた。

「しばらくはモイラスともお別れだな」

「ああ。よっしゃ、気合入れるぞォ！」

　大陸を離れると、鬨ときの声を上げる悠達。

　きっと彼らは冒険者だから。同じようにする者は、多かった。

　極きよつ圏けん探たん索さく隊における二回目の活動が、今ここに幕を開けた！








第四話　輝きの台地









　船に揺られて数日──悠ゆう達は、極圏『輝きの台地』に第一歩を踏ふみ出していた。

　『白の砂さ漠ばく』とは違ちがい、まず身を襲おそうような寒さは、ない。かといって、暑いわけでもなく、気候的にはどちらかといえば過ごしやすいほうだろう。

　見ればあちこちから水が流れており、魔物もいるということは魔物食を採用している悠達にとっては食料の心配もないということ。

　しかし。それでも。

　悠は呟つぶやかずには居られなかった。

「おおお……デカすぎだろ……」

　天まで続くような──否、天まで続く、巨きよ人じんの階段。

　あるいは、ハノイの塔とうという玩具おもちやをイメージできるならばそれが近いだろうか。但ただし、そのスケールは──玩具の遊び方を考えずとも──途と方ほうもないものになるが。

「話には聞いていたが、実物を見ると途方もないな……」

「これをのぼるのですか……？」

　大陸一つがまるごと連なる台地で構成されている、その見た目はいっそ衝しよう撃げき的で、どの様なものかを知っていたカティアでさえ驚いている。

　見れば、集まった冒険者の中にも圧あつ倒とうされている者が多く、知識と実物の違いがどういう物かがよく分かる状じよう況きようになっていた。

　落ち着いている者も多いが、そのうちの殆ほとんどは二回目以降の参加者、あるいはイベント自体は初めてでも輝きの台地を訪れた経験はあるという者で構成されている。

　見れば圧倒される巨きよ大だいさ。それがこの輝きの台地という極圏がまず人を拒こばむ理由の一つだ。

　しかし、それだけではまだ名前の半分に過ぎない。

「でも……本当に、てっぺんが光ってるんだね。綺き麗れいだなあ……」

　輝き。台地がその名を冠かんするに至った理由は、その頂上にある。

　名の通り、天辺は輝きに包まれていたのだ。雲や霧きりに反射して見える光はまさに輝きと呼ぶに相応しく、その姿を無限に想像させる。

　金銀財宝か、マナの輝きか──あるいは、マオル族の存在を考えるのならばそこにあるのは黄金都市か。その正体が何にせよ、輝きは冒ぼう険けん者に対して手を拱こまねくかのように揺ゆらめいていた。

「俺が。俺達が、今日こそこの輝きの正体を確かめてやる」

「いいや、頂上の財宝を手にするのは我々だ」

　──事実、ここに集まった冒険者たちは輝きの正体を確かめようと頂点を目指している者ばかりだ。

　辺りに耳を澄すますと息巻く冒険者達の声が聞こえてくる。

　冒険者の腕うで試だめしとして有名なこのイベントではあるが、その舞ぶ台たいである輝きの台地は、冒険者にとってちょっとした特別な場所なのだ。

　正体の知れぬ頂上の輝き、それは未知を求めて冒険者になった者にとっても、金銭を求めて冒険者になった者にとっても、格別の存在である。このイベントのない時でも、輝きの台地へ訪れる冒険者は決して少なくない。

　……それでも、その輝きの正体を正確に伝える者はいないのだ。それが意味する所は到とう達たつ者ゼロ。それこそがこの輝きの台地という極圏である。

「さて、ちらほらと行動を開始する者が出てきたが、私達はどうする？」

　そんな冒険者達のやる気は十分で、終わりが想像できないスタート地点──台地の麓ふもとから旅立つ者も現れ始める。

　彼らには迷いがない。恐おそらくは二度目以降の挑ちよう戦せん者が多いのだろう。

「ここでこうしていても仕方がないし、目的からしても後発になるのは避さけたほうがいいかもな。俺らも出発しよう」

「ううー、やっぱりこの瞬間はどきどきするなあ」

　この中から頂点への到達者が現れるかはまだわからないし、悠達でさえ踏とう破は出来るかもわからない。

　だが探しものがある以上、なるべく他の者達よりも先んじて到達するのが好ましい。

　そんなわけで、悠達は早速行動を開始した。

　途方もない高さまで歩くことを思うと皆みんな少しばかり気分は落ちたが、それ以上に個々人のモチベーションが、知らず口角を上げていた。

　また、途方もないとはいっても白の砂漠のそれとは違うということもある。周りには他の冒険者がいることもあり、孤こ独どくな旅といった様相はない。

　一言で言えば、楽しかったのだ。しかし、それはシエルが言っていたようなお遊び気分とは違うもので、悠達に油断はない。

「しかし、この靴くつは大したものだな。靴くつ底ぞこに工夫を凝こらすだけでこんなに歩きやすくなるとは」

「少々おもいのでぎゃくにつかれるかと思ったんですけどね。これは楽です」

「ん、そうだな。こういう険しい場所を歩くのは靴選びからってな。適した物があって助かったよ」

　その一つが──『備え』だ。

　岩いわ肌はだが多い輝かがやきの台地。その特とく徴ちようを聞いて、悠は事前に靴を用意していた。

　それは現代ではトレッキングシューズと呼ばれる靴に近く、靴底が固く作られているものだった。

　靴底が曲がりづらいために平へい坦たんな道は逆に疲つかれやすくなるが、斜しや面めんや岩場を歩いたりするのは、とても楽になる。

　現代で使うようなモノの全ては揃そろわなかったが、悠はこの輝きの台地の攻こう略りやくにあたって登山に使う道具を用意してきていたのだ。

　レインウェアなどの科学技術が駆く使しされた様なモノは揃わなかったが、それでも靴やピッケルなどは揃えることが出来ている。

　これは他の冒険者も用意してきているものではあるが、初挑戦の者や、中には頭がまわらないのか、二度目以降の経験者の中で魔ま物ものとの戦せん闘とうのみに特化した服装を選んできてしまっている者もいる。

　そういった者達と比べれば、単純に歩くだけでも悠達の疲ひ労ろうは少ないと言ってもいいだろう。

　現に、酒場で敵意を向けてきた冒険者の中には、それだけで悠達を見直している者も居た。

　水場を中心に、なだらかになっている箇か所しよを探して上へと向かっていく。

　そればかりは合同探たん索さくの参加者に共通している方針らしく、悠もまた人の流れに沿うように歩いていく。

　パーティによってその行進速度はまちまちで、遠目に見れば各パーティは列のように並んでいるように見えた。悠達の位置は、その中でも最前列と中央のちょうど真ん中あたりといったところだろう。

　この列のどこに位置されるかは経験もそうだが、概おおむねパーティの構成によって決定されると言っていい。前衛タイプが多いほど前に位置し、逆ならば後ろになるといったところだ。

　冒険者の組むパーティの中には後衛が入っていないものも珍しくはない。

　前衛タイプと後衛タイプでは魔ま力りよくの運用が違い、それは身体能力の高さに直結する。水の流れで喩たとえるのならば、前衛タイプはパイプに常に水を流しているのに対し、後衛タイプは貯水槽そうに貯めた水を必要に応じて放出する……とでもいったところだろうか。

　これにより前衛タイプは常に高い身体能力を維い持じすることが出来、後衛タイプは必要に応じて大火力を発揮できるというわけだ。

　悠達の場合、言うまでもなく悠とカティアが前衛タイプにあたり、クララとアリシアが後衛タイプになる。

　身体の強化に使う魔力の割合が少ない分、体力的には前衛に劣おとるので、悠達が最前列から遅おくれるのは仕方がないといったところだろう。

「……へえ、一体どんな初心者達かと思えば、結構やるみたいね」

　順調に上へと登る悠達に対し、ふとそんな声がかけられる。

　嫌いや味みっぽい声の正体は、前に酒場であった冒険者、シエル＝フランセルだ。

「オカゲサマで」

　適当に返事をしつつも、悠はシエルの装備に目を通す。

　擦さつ過か傷しようからの保護を意識した服装は変わっておらず、厚手の手て袋ぶくろや悠達と同じ様なソールの固い靴を装備してきているのは流石といったところだろう。

　酒場で会った時とは違い、背負いやすく大容量のバックパックも見える。

　口だけではなく、相応の実力もあるようだ──と。

　見ればわかる備えは、向こうもそのまま感じていることだろう。

　どことなく棘とげの減った言葉には、嫌味だけでない素直な感心も見て取れた。

「でも、油断しないことね。ここは、輝きの台地は『それ』だけじゃないから」

　それでも、飽あくまでも悠達を挑ちよう発はつするような言葉を残して、シエルは前方へと消えていった。

　言うだけあり、そのスピードは速い。じきに最前線に追いつくだろう軽い足取りは、彼女が『前衛タイプ』であることを物語ると同時に、冒険者としての実力を示していた。

「……やはり、あまりすきにはなれませんね」

「そう言うな。実際、装備を見たからといって極圏での合否が決まるわけじゃないのは事実さ」

　せっかく楽しい気分になっていた所に水を差され、アリシアは膨ふくれる。

　しかし、あるいはそれこそが彼女の目的なのかもしれない。

　油断はない悠達には文字通り『余計なお世話』になりえるのは事実だが、言う通りこの極圏が備えだけで攻略できるものではないのも事実だ。

「そら、どうやらもう半分の理由がやってきたようだぞ」

「ロックゴートだ！　数が多いぞ！」

　カティアが不敵に微笑ほほえむと、どこかの冒険者が叫さけびを上げる。

　──この極圏の調査が未だ成らず、頂上の輝きの正体が『噂うわさ』にとどまる理由。それは『魔物の強さ』だ。

　多くの冒険者が腕試しとする理由でもあり、気候的には比ひ較かく的てき過ごしやすいこの極圏に人を寄せ付けなかった理由でもある。

　『輝きの台地』に生息する魔物は連なる台地の上へと登っていくほど強くなる。

　その特性を考こう慮りよすれば、まだ歩き始めたばかりのこの位置に生息する魔物は輝きの台地に生息するものでも最低ランクと言っていい。

「クソっ速ぇ！」

「角だけじゃない、棘の生えた脚あしにも気をつけろ！」

「壁かべを登るぞ!?　上にも注意するんだ！」

　あちこちから注意を喚かん起きする叫び声が響ひびき始め、その中には悲鳴も交じる。

　最低ランクの魔物でも、輝きの台地に生息する魔物は全体的に危険度が高めだ。

　ロックゴートも単体では大したことがないものの、壁を自由に駆かける立体的な戦法は慣れがなければ危険で、群れで行動する厄やつ介かいさを含ふくめれば──群れの規模にもよるが、その危険度は白の砂さ漠ばくの要注意モンスターとして名高いディープホワイトに迫せまるだろう。

　だが、逆に。

　それ自体を目的としている者が、ここに居た。

「ゴート……ヤギ……」

　うわ言のように少年が呟つぶやく。

　ゆらりと首を回し、鞘さやから剣けんを抜ぬき放はなてば、ルビー色の刀身と同じように目が光る──ように見える者も居たかもしれない。

　そう。その強い魔物自体を目的としている者が、ここにはいる。

　腕試しが目的ではなく、換かん金きん目的の素材が目的でもなく──

「いいね、いいね！　想像力が働くぞォ！」

　ただ、食べるために。

　世界中の美味を探して渡わたり歩くことを目的としている少年が、ここにいた！

「き、来たっ！」

　その仲間たるクララが、迫るロックゴートの一団を見み据すえて叫ぶ。

　おっかなびっくりといった声ではあったが、その手には力強く杖つえが握にぎりしめられ、地面に魔ま法ほう陣じんを刻み始めていた。

　悠達が戦闘態勢に移行するのは、周りの冒ぼう険けん者が驚おどろくほどに速く──身体から放たれる魔力は、目を疑うほどに力強かった。

　横長の不気味な瞳どう孔こうと目が合うと、悠は肉にく食しよく獣じゆうがするように犬歯をむき出しにした。

　笑う、という行こう為いのルーツが、ここに蘇よみがえる。

　即すなわちそれは、肉食獣と草食獣。そのあり方を決定づけていた。

　ロックゴートの突とつ進しんの速度は、速い。

　駆け出しの冒険者では、武器を構える前に一ひと突つきにされてもおかしくないほどだ。

　魔術を使う者の天敵は、小こ柄がらで素早い魔物──敵の特性を理解すると悠とカティアは後衛を守るように壁を作り、クララはマジックアローの様なタメの少ない魔術を構成し始める。アリシアはもっとも効果的なタイミングで『午ご睡すい』の眠ねむ気けを叩たたきつけるべく、機を窺うかがっている。

　適材適所、すぐさまそれを実行した悠達は、自分達の戦い方をすでに理解しているといっていいだろう。

　凶きよう悪あくな角が迫るも、悠とカティアは冷静だ。

　突とつ出しゆつした一頭が最初に迫ったのは、カティアだった。

「ふっ」

　真っ直ぐな殺意にも怯ひるまず、カティアはムーンサルトでも行うように、それを軽々と躱かわす。

　しかしこのままでは後ろのクララとアリシアが危険になる──カティアが、それに考えを巡めぐらせていないわけもなく。

「フゴゴ……！」

　躱しざまに、ロックゴートを斬きりつけていた。

　首を狙ねらった剣けん閃せんは深く、鋭するどく。皮一枚を残したロックゴートの首は突進の勢いで振ふり回され、ちぎれて飛んだ。

　後続のロックゴートはしかし、仲間を殺されて怒いかりに勢いづく。

　仕し掛かける相手を間ま違ちがえたと考えられるほどに賢かしこくはないのが、不幸であった。

　怒りで乱れた心は『誘ゆう引いん』の力を発動した悠にあっさりと掌しよう握あくされ、悠を追うことを命じられる。

　そこにクララから放たれたマジックアローが突つき刺ささり、痛みと驚きよう愕がくで一いつ瞬しゆんだけ『誘引』の支配から逃のがれられた。

　……が、それは決して良いものでもない。突き刺さったマジックアローは余よ裕ゆうを奪うばい去り、虚きよを生んだ。

　──試すなら、今か。

　誘引の力を発動しながら、悠は身体の奥底に眠ねむる力に語りかける。

　激痛で思考が停止し、激痛によって正気に戻もどったロックゴートが一いつ斉せいに悠へと振り向く、その瞬しゆん間かんにそれは行われた。

「『穿せん行こう』」

　意識を集中すべく、そう名付けた力の名を呼ぶ。

　すると、突とつ然ぜん悠の足元が水にでもなったかのように、悠は地面へと沈しずみ込んだ。

　ロックゴートが振り向くと同時、そこに悠の姿は消えていた。

　再び生まれるのは思考──いや、本能まで白く染め上げる空白。

　残り三頭のロックゴートが、一斉に膝ひざを折る。

　アリシアの『午睡』だ。意識の空白に擦すり込むように挿そう入にゆうされた強きよう烈れつな眠気が、ロックゴートを深い眠りに誘さそう。

　それでも僅わずかな間、意識は保てるだろう。いずれか一頭が犠ぎ牲せいになれば、また危機と怒りで残りのロックゴートは覚かく醒せいする。

　『午睡』はより完成された眠りの力としては成れなかった不完全な力だ。

　だが、悠にはそれで十分であった。

　地面へ消えた悠が、ロックゴート達の背後から飛び上がる。

　水面から鯱しやちほこが跳はねるよう──その腕うでには赤い刃やいばが握られていた。

　古代種グランキオーン。大陸の主として君臨していた王の刃が、妖よう艶えんに煌きらめく。

「『──氷閃』」

　体にまとった輝かがやきに悠がそう命じると、紅刀の輝きが剣けん先さきへ集まり、そして。

　薙なぎ払はらうと同時に、冷気の光線が迸ほとばしった。

　グランキオーンの冷れい凍とう液。悠の力となったのは、鋏はさみのみではなく、寒空の洞どう窟くつに絶望をもたらした巨きよ大だいな怪かい物ぶつが最大の武器とする冷凍光線そのものだった。

　悲鳴を上げる間もなく、紅い光は並べられた罪人の首を落とすかのように、ロックゴートの首を走り抜ける。

　暴君の刃は、一瞬にしてロックゴートを二度と動かない、命だったものに変えた。

「……凄すさまじいな」

　魔ま物ものの力を取り込む悠の力。グランキオーンから得られる力は、カティアも恐おそらくこのようなものだろうと予想はつけていた。

　しかし実際に眼の前で起きた『現象』は、想像以上のものだった。

　魔物の能力は、言うなれば彼らの武器だ。それに人間の最大の武器たる『知能』が掛かけ合わされれば、いともたやすく効率的な破は壊かいが齎もたらされる。

　味方である前に、この力を持つ者が『ユウ』で良かった。そう思ったのは、カティアだけではなかった。

　何故なら──

　侍さむらいがそうするように、刀を振るう悠。

　放たれた氷の斬ざん撃げきのごとき冷たさを感じさせる佇たたずまいだが──

「……おわあああああミスった！　血ち抜ぬき！　血抜きせんと！」

　その本質は温かくてどこか抜けている、けれどお人好しな優しい少年だ。

　きっとその力の使い道を誤ることはないだろうと、安心させてくれるのが悠という少年だった。

「ちょっと早いけど、メシの準備しとこうか！　早速こんな大物が取れて幸先がいいな！」

「ふふっ……そうだね」

　今魔物を瞬しゆん殺さつした少年とは似ても似つかないような慌あわただしさに、つい笑ってしまう。

　けれど、それが悠の良さなのだろう。

「どんなあじなのでしょうか。たのしみですね」

「ああ」

　それに、悠の料理は美味い。

　なんのかんのと言っても、食いしん坊ぼうなのはみんな一いつ緒しよだ。

　てきぱきと食事の準備をする悠を見る目は様々だ。悠もそれに気づかないわけではない。

　しかし、仲間達はみんな、そんな彼を温かな目で見ている。

　そうしている内は、きっと道を違たがえることもないのだろう。




　　　　◆




「さて、今日の晩飯だけど──クララとカティアは食べたこともあるけど、焼き肉のちょっとした応用編で行こうと思う！」

　怪け訝げんな目で見る冒険者達の視線もなんのその、準備を進める悠は高らかに宣言した。

　焼き肉。クララにとってもカティアにとっても、その料理は想い出深い。

「おお、ヤキニクか！　それは期待が高まるな！」

「いいね！　ディアルクは美味しかったなあ～」

　焼き肉──その名には鮮せん烈れつな思い出のあるクララとカティアは、かつて食べたディアルクの焼き肉を思い出しているのか恍こう惚こつの表情だ。

「やき、にく？　なんだかずいぶんたんじゅんそうななまえですが」

「単純なのはまあ、単純かな？　でも今回作るのは名前の通りのものではないから、楽しみにしていてくれ」

　ロックゴートを捌さばきながら、悠はアリシアの疑問に答える。

　疑問に答えながら肉の筋に沿って適切に解体を進めていくあたり、悠の調理技術も上じよう昇しようしてきていると言っていいだろう。

「今回作るのはロックゴートのジンギスカン風だ。捌いてみた感じ、ロックゴートの肉は独特な匂においがありそうだからな。今回はそれを打ち消す方向で料理を進めていこうと思う」

　手際よく、解説しながらの調理は、クララ達にとって極きよつ圏けんでのちょっとしたエンターテイメントである。

　軽けい妙みような語り口は聞いていて楽しく、料理の出来上がりに期待をさせる。

　躍おどるようなナイフ捌きといい、周りの冒険者も休きゆう憩けいの体を取りつつも、その視線はまるで『誘引』のように悠へと釘くぎ付づけにされている。

「まずは、魚ぎよ醬しようの中でも匂においが少ないものにガリカの実と果実をすりおろしたものを入れて、酒やすりごま、他スパイスを適当に入れて作ったタレに漬つけ込む。食べごろはもう少し後だけど、今回は他の準備が終わったら食べちまおう」

　肉を捌き終わった悠は、黄色い脂し肪ぼうが程よくのった肉を特製の焼き肉ダレにつけていく。

　ニンニクによく似たガリカの実をベースとして幾いくつかのスパイスで構成されたその香かおりは、現時点でも異常と言っていいほどの食しよく欲よくをそそる。

「おお……なるほど、これはどくとくのかおりがするソースですね……」

　クララ達の中でも、とりわけ料理の分ぶん析せきを好むアリシアは特に興味を示しているようだった。

　言う通り、焼き肉のタレの匂いはこの世界の人々には馴な染じみがなく、独特としか言いようがないものだ。

　しかし興奮の混じった声が示すとおり、漂ただよう香りは『匂い』ではなく『芳かんばしい』とでもいい分けるべき魅み力りよく的なものだった。

　図らずも、アリシアの追求は料理番組の助手のような役割を果たしていく。

　興きよう味み津しん々しんの周りの冒険者は、完成された料理番組の構成に無限に想像を膨ふくらませていくしかない。

「さて、タレに漬け込んだところで用意するのは野菜だ。ええと、ブラッカだっけ？　こいつを一口大に切っていく」

　次に、悠はブラッカと呼ばれる野菜を切っていく。

　この野菜はバラのような形をしている黄色い野菜で、その触しよつ感かんはキャベツに近い。

　味の方は、キャベツより少し甘みが弱いと言うべきか。しかし焼くことで濃のう厚こうな甘い香りが広がる、ポピュラーな野菜の一つだ。

「んで……コイツにつけダレをかけて焼く！」

　野菜をフライパンに入れた悠は、熱されたフライパンにタレを豪ごう快かいに回しかけた。

　すると、湯気とともに弾はじける快音が響ひびき渡わたり、あたりへと匂いを広げていく。

「おお……！　これはなんとも良い香りだ」

「かくしゅこうしんりょうのしげきてきなかおりの中に、かじつの甘いかおりが……！　思わずよだれがでそうなにおいですね」

　すると、ついに人々の興味を釘付けにしていた香りがお披ひ露ろ目めになる。

　蒸気と化したタレはあま～い香りをあたり一面に散らし、ついに近くの冒ぼう険けん者へ届く。

「う、おお……！」

「なんて香りだ……！」

　それは、まさしく飯テロと言うに相応しいものだろう。

　魔物食自体はこの世界では珍めずらしくはないものとは言え、その調理法は粗そ雑ざつの一言だ。

　焦こげるまで焼いて焦げた部分を切り落とすとか、良くても適度な焼き加減に塩をふって終わり、程度のものである。

　そこへ、この香りはまさに一種の暴力とさえ言えた。

　文字通り、腹が減っている時に焼肉屋の隣となりを通り過ぎたかのごとく。それは調理を進める悠が悪いなと思うくらいには、破壊的である。

　だが──これで終わりではない。

　焼肉屋の香りと喩たとえたが、まだ主役は登場していないのだ。

「よし、焼いた野菜は、いったん他の器に移す。そしたら、冷めないうちに肉を焼く！」

　そう、焼肉屋が焼肉屋たる存在、肉が。

　満を持して登場した肉がフライパンに降臨し、先ほどとは比べ物にならない快音を立てる。

「こ……これは、おにくがおどっている……!?」

　肉に絡からんだタレは気き泡ほうを生み出して、ふつふつと蒸気が逃にげるたびに肉が跳ね、踊る。

　アリシアの実じつ況きように、思わず冒険者達は休憩中という体も忘れて腰こしを上げそうになった。

　奇くしくもこのあたりにいる冒険者は酒場で悠達に敵意を向けてきた者達で、敵意を向けた手前気になるものを確認できずにいるようだ。

　追い打ちのように次から次に興味を煽あおる実況を加えるアリシアに、この小こ娘むすめ……！　と冒険者の心が一つになる。

　しかし、完全なやつあたりであることは自分達自身がよく理解しているようだ。

　結局奥歯を嚙かむしかない。そうしている間に、料理の工程は仕上げまでやってきていた。

「最後！　裏返した肉が丸くなってきたら残ったタレで煮にるように炒いためていくぞ。焼きすぎないのがコツだ！」

　ここに来て、投入されたタレは今までで最高潮の盛り上がりを見せる。

　しかも、今度は肉が焼ける匂いまでが、タレの蒸気に乗ってくるのだ。

　肉のアミノ酸が焼ける匂い、タレの糖分が焼ける匂い──メイラード反応とカラメル反応、二つの化学反応は共に熱によって進み、交わり絡み天へと昇のぼる。

「わぁいい匂い！　美味しそう……！」

「おおお……！」

　オーディエンスの興奮も最高潮である。

　最後に、炒めた野菜の上に肉を載のせれば──

「ロックゴートのジンギスカン風、一丁上がりだ！」

「すばらしい……！　これほどしげきてきなかおりのりょうりは、はじめてです……！」

　ロックゴートのジンギスカン風、完成である。

　未だ熱を残した野菜のふうわり甘い香り、タレの刺し激げき的な香り、肉のガツンと食欲に訴うつたえかける香り──それらがタレによって纏まとめられた、香りの芸術だ。

　料理をパフォーマンスとして捉とらえるのならば、香りというのはその中でも主役と言っていいだろう。

「く、くう……！　すげぇ香りだ……」

「それに比べて……」

　その香りに、同じく魔ま物もの食による食料の現地調達を図っていた冒険者達が悲鳴を上げる。

　そのまま焼いただけのロックゴートは、旨うま味みこそ強いものの獣けもの臭しゆうが強め──好みが分かれる味だと言っていいだろう。

　だがコレはどうだ。こと香りに関しては、これを嫌きらう者はそう多くないだろう。

　同じ素材だと言うのに、漂ってくる香りという『格の違い』が、いっそ悲痛にさえ感じた。

「それじゃ、冷めない内に食べようか。いただきます」

「いただきます！」

　とはいえ、実食の段階まで進んでしまえば、もはや悠達も周りを気にしている暇ひまなどない。

　間ま違ちがいなく美味い、そう確信させる圧あつ倒とう的な存在を前に、全力で身構えるのだ。

　視線を釘付けにしていることも気づかず、悠達は料理を口に運ぶ。

　口を閉じることで、あの鮮烈な香りが、口の中で一気に膨ぼう張ちようするような感覚さえ受けた。

「～～ッッ！」

　反応は、四人それぞれだ。だが、見ているものからすれば、誰だれを見ても美味いということがわかってしまう。

　今にも飛び跳はねそうな身体を抑おさえるように身を抱だくクララ、辛しん抱ぼうたまらないと言ったように握にぎった拳こぶしを振ふるうカティアに、思い切り目を瞑つぶるアリシア。

　三人にとっては、肉の味以上に悠の作った焼肉のタレが衝しよう撃げき的な経験となった。

　一方で、悠は芳しいタレの奥にある肉の旨味を探るべく、穏おだやかな顔でゆっくりと口を動かしている。

　……最初に思ったのは、脂肪の甘み。黄色みがかった色の与あたえるイメージに相応しい穏やかな甘みが、嚙むたびに現れるのは心地が好い。

　ついで感じたのは、予想通りの獣臭だ。といってもそれはタレによって『クセ』といえる程度に収まっており、悠としてはミルクのような香りにも感じられ、十分好みの範はん疇ちゆうだ。これも、タレに漬け込む時間が長ければ、姿を消すだろう。
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　だが、この料理の真価は野菜と一いつ緒しよに肉を食べてこそ。

　悠がそうしたのを見て、クララ達も同じようにすれば──調和。

　甘いはうまいを語源としているという、または逆とするという説もある。柔やわらかな野菜の甘み、タレの糖の甘み、それらがキャラメリゼされた香こうばしさと共に肉に絡む。

　恍こう惚こつとする、というよりはより食欲を刺激され、次へ次へと推し進めてしまうような味だ。

「……みごとです。おにくのソースにかじつというはっそうもさることながら、やさいのやさしいあまさ。一見おにくとはつながりがみえないそれらがかおりというようそによってつながり、こんぜんいったいとなっているさまはまるで手をとりあうよう……シンプルなんてとんでもない、けいさんされつくしたりょうりですよ、これは」

　がつがつと食べ進めていた料理も腹を満たす頃ころになると、ここでようやくアリシアがその味の解説をする。

　舌足らずではあるものの、それは饒じよう舌ぜつなまでに思いを語り尽つくし──さらなる悲劇飯テロを生み出す。

　実際、悠のタレ作りは見事であった。

　地球にある料理を再現とはいっても、似たものから記き憶おくの姿を再現するのは難しい。りんごの様な、キャベツの様な、とは言ってもあくまで『様な』別のものであることには変わりない。

　だが悠は経験のみでその姿を探り当てたのだ。計算され尽つくしているというアリシアの評価も、あながち間違いではないだろう。

「お粗そ末まつ様さま。今回も満足いただけたようで嬉うれしいよ」

「毎度、初めて見る様な食材でよくやるものだ……感服しかないよ」

「それはやってりゃなんとなく慣れてくるモンだよ。なんなら教えようか？　そのうち出来るようになると思うぜ」

「あー……私は教えてほしいなあ。やっぱり料理が出来るのは憧あこがれるよ」

　喋しやべりながら、料理の後片付けをする悠達。

　料理によって補ほ充じゆうされた活力は満点で、今日の探たん索さくをもっと頑がん張ばろうという気力が満ちてくる。

　……一方で、飯テロを受けた冒険者達は僅わずかながらテンションを落としていた。

　誰が悪いわけでもない。羨うらやましいというのはあったが、悠達を恨うらむものは少ない。

　冒険者達が酒場で悠達を見た時、彼らはほぼ一様にお遊び気分の子供達の尻しり拭ぬぐいをするのは嫌いやだ、と面めん倒どうに思った。

　それが、ある意味では悠達が優ゆう秀しゆうだからこそ士気を下げられているというのは、色々と皮肉な結果であろう。








第五話　先を征ゆく者、戻もどる者









「ん……ゔぁー……」

　朝日が昇り始め、薄うっすらと明るくなってくる頃。

　個人用の小さなテントから這はい出す、眠ねむそうな声が一つ。

　まだ深い青色の空をひと目見て、清せい廉れんな空気を胸いっぱいに取り入れる。

　あたりを見回すと、合同極きよつ圏けん探たん索さくを始めた頃よりもずっと減ったテントの森──というよりも、もうまばらに生えているだけといった様相だが。

　ともかく、冒ぼう険けん者達の眠るテントがあった。

　見れば他の冒険者もちらほらと動き始めているのを確認すると悠ゆうは大きく伸のびをした。

　人ひと里ざと離はなれた場所の朝と夜は早い。じきに動き出さないと、今日の行動時間は減ってしまうだろう。

「よし、今日も頑張るか！　おい、朝だぞー！」

　そうと決まれば早めに行動を開始しよう。

　別のテントの中の少女たちに声をかけることで、悠の一日は始まった。




　　　　◆




「けど……他の人達も大分減っちゃったね」

　行動を開始して、日が頭の上をすぎる頃、あたりを見回したクララは本当に何気なく、そう呟つぶやいた。

　言う通り、最初は列を成して歩いていた冒険者達の姿も今はまばらで、皆みな一様に疲つかれが見えるようになってきていた。

「もう大分登ってきたからな……見ろ、海岸があんなに遠い。高さも台地の半分ほどまで登ってきているようだし、文字通り後半戦に入ったということなんだろうな」

「そうは言うけど、天辺を目指す上じゃ、まだまだ半分も終わってないんだよなあ。やっぱ過か酷こくってのもホントなんだな」

　その理由は、単純に日程が進んできたからだ。

　悠達が輝かがやきの台地に訪れてから、もうじき一週間が経つ。

　これにより冒険者間でも先行するパーティと遅おくれるパーティの差が広がってきており、またそもそも探索を続ける冒険者が減ってきた、というのがこの光景の真実である。

「そのてん、わたしたちはけっこうやるほうなのでしょうね。まだ少し、よゆうがあるでしょう？」

「だなあ。非常食にも手ェ出してないし、俺ら割と強いほうなのかもなー……ってのは、調子に乗り過ぎか」

　軽い様子で雑談する悠達。だが、たまたま近くを歩いていた冒険者達は冗じよう談だんではない──と思った。

　その口調から嫌いや味みがないことはわかる。それでも近くの冒険者が苛いら立だちのようなものを感じたのは、文字通り『冗談ではない』からだ。

　周りの冒険者のような苛立ちこそないものの、そんな悠の冗談に対して呆あきれ混じりにツッコミを入れたくなったのは、カティアだ。

「（……調子に乗りすぎなものか。ここまで残っている冒険者は、殆ほとんどがかなりの手練と言っていい。それでも、疲ひ労ろうは濃こいし士気も下がっているんだ。未だに歩きながら雑談なんか出来ているのは、私達くらいだぞ……？）」

　そう──ここまで来られる冒険者はすでにごく一部と言っていい。

　残った者もほとんどは目に見えた疲労を浮うかべていて、それこそ悠達のように冗談交じりの雑談など出来る状態にある者など、一ひと握にぎりも居ないだろう。

　だと言うのに、悠達は未だ疲労など感じさせない様子でサクサクと歩き、談笑している。

　前衛タイプの二人はともかく、後衛のクララとアリシアまでもがだ。

「でも、確かに疲れとかはあまりないよね。ユウの料理のおかげかなあ？」

「栄養面は結構気を遣つかってるつもりだし、美味い飯って結構士気上がるらしいし、ソレはあるかもなー。まあ、多分ソレはちょっぴしだけどさ」

　当人達がそれをひけらかすでもなく、大したことだと思っていない様子は、周りの冒険者からすれば理り不ふ尽じんだという気さえした。

　戦傷もない青っちょろいガキ達が。こういう極きよつ圏けんをナメているような奴やつらに邪じや魔まはされたくないものだ──と、酒場に居た冒険者達の心は一つだった。

　だが実際にはこうで、下手をすれば自分が彼らに迷めい惑わくをかけかねない。

　それだけはしたくない、というのが奇くしくも冒険者達に意地のような気力を与えていた。

　……纏めると。半分近くまで登ってきたこの時点で、談笑などしているのは十分偉い業ぎようとさえ言えることだった。

　知らぬは本人ばかりなり、とはよく言ったものだ。

　だが実はその中でも何気ない一言だけが、的を射ていた。そう、彼らの活力の要因、それが悠の料理のおかげだというクララの推測がだ。

「（んー、でも確かにメシのおかげってのはあるのかな。メシを食うと疲れが取れる感じはしなくもない）」

　薄うす々うす、悠自身もそれに気がついている様子で。

　何気なく広げた手に視線を落とすのは、そこにあるかもしれない何か──無意識に自分の力を覗のぞいているようでもあった。

　一方で確信を得ているのはカティアだ。

　確かに食物の摂せつ取しゆにはマナの回復効果もある。だがそれは本来微び々びたるもので、飽あくまで十分な休息を補助する程度のものでしかない。

　悠の料理は回復効果、能力の底上げ、その二点においては魔ま法ほうの域にまで達していた。

「なんでもいいです。ユウさんのりょうりはおいしいので」

「おー、嬉しい事言ってくれるねえ」

　他の者はその力さえ知らないとは言え、なんとなく力の本質に気づきつつもその価値に思い至らないのは、本人たちだけだろう。

　悠もクララもアリシアも。強大な力を持ちながらどこかフワフワしているのは、カティアの悩なやみと言えた。

　とはいえ、ここまで来ていつも通りでいられるというのは、紛まぎれもなく良いことと言えた。

　願わくば、このまま何もなく頂点にたどり着ければいい──そんな風に思ってしまったカティアを、誰だれが責められようか。

　往々にして、何もなければいいなんて思う時点で、何かが起こる予兆というものである。

「うわあああああッ!?」

　悠達の後方で、腹の底から絞しぼり出されたような恐きよう怖ふが轟とどろく。

　弾はじかれたように、悠達は走り出した。

「いッ……イグラパルドだ！」

「馬ば鹿かな！　二層は上の魔ま物ものじゃねェか！」

　聞こえてくる情報は恐怖に歪ゆがんでいたが、それでも断片的に入ってくる情報がよろしくないものであることは明らかだ。

　しかし悠達は怯ひるまない。

「疲労を感じている者、実力に不安があるものは退け！　私達が当たる！」

「こっちです！」

　一番に指示を飛ばしたのはカティアだった。

　次いで、カティアの意図を察したクララが、防ぼう御ぎよ結界の陣じんを刻んでいく。

　迅じん速そくな対応に、もはや悠達を見くびるものは皆かい無むだった。

　迷惑だけはかけない。最初に抱いだいた印象とは大分違ちがう方向へ行った意地さえ打ち砕くだかれた冒険者達は、さらなる負担になるのを避さけるため最良の選せん択たく肢しを選び──防御結界の中へと身を隠かくした。

「コイツがイグラパルドか……！」

　そして、最初に波乱の中心と退治したのは、悠だった。

　イグラパルド。豹ひようの背に針の筵むしろがついたような──針を持つ猛もう獣じゆうだ。

　大きさもちょうど大型のネコ科動物といったところだろうか。靭しなやかに凝ぎよう縮しゆくされた筋肉の力は言うに及およばず、針に塗まみれた攻こう撃げき的なフォルムが悠の警けい戒かいを揺ゆり起こす。

「シィィィィアァァァァッ」

　静かに喉のどを鳴らし、威い嚇かくするイグラパルド。

　冒険者の怯おびえようを見ればその強さは勿もち論ろん、警けい戒かい心も強い魔物のようだ。

　真っ直ぐに向かってきてくれれば迎げい撃げきもしやすいものを──舌を打ちつつ、様子を窺うかがう。

　──が。

「ユウ！」

　冒険者の保護が終わり、カティアがこちらへ向かってくる。

　たったそれだけを確認するべく、一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬だけ意識を向けた瞬間に、イグラパルドは身を震ふるわせた。

「……！」

　その瞬間を、悠は見た。

　身を震わせると同時に放たれる針を。

　指向性を持ち、明らかな意思で束ねられて自分に向かってくる針を！

　カティアが合流する事による戦力の増加を、それを期待した悠の心境を、そして呼びかけで僅わずかに乱れた悠の集中力を、全てを計算に入れた──真正面からの見事な不意打ちであった。

　面を成して襲おそいかかる針の絨じゆう毯たんに、悠はとっさに硬こう質しつ化を全開にする。

「いぢぢぢぢ！」

　思ったよりも鋭するどくはなく、皮ひ膚ふに突つき刺ささるのをなんとか防ぐ悠──だが、その破は壊かい力は想像以上に高い。

　硬質化の上から悠にダメージを与あたえられる攻撃は決して多くない。遠えん距きよ離りから、高速で、広こう範はん囲いにダメージを与えたイグラパルドの針飛ばしは、その総合的な性能もさることながら非常に威い力りよくの高い攻撃であると言えた。

「っすまない！　意識を向けさせた！」

「気にすんな。でも、厄やつ介かいだぞこれ……カティアの防御力じゃキツいと思う」

　不意打ちでの必殺技を防がれたのは予想外だったのか、イグラパルドは更さらに警戒心を強めているようだ。

　硬質化がなければ、蜂はちの巣状態になっていただろう。恐おそれられるだけはある。悠もまた、目の前の敵への認識を改めた。

「来る！」

　さてどうするか──作戦を立てようとしたところに、イグラパルドは飛び上がった。

　身を屈かがめて回転すると、丸められた背から回転の勢いを得て針が飛び出す。

　その速度と威力は先の不意打ち以上のものだ。

　しかしコレは回転している方向から範はん囲いが読みやすく、悠とカティアは左右にそれぞれ飛び退くことで難を逃のがれる。

「同時攻撃だ！　だが私の攻撃は当てにするな、回かい避ひを優先する！」

「そうしてくれ！　居てくれるだけで助かる！」

　なんとかやり過ごした悠達だが、その能力以上にイグラパルドは厄介な相手だった。

　警戒心が強く、頭もいい。悠の隙すきをついたり、コミュニケーションを阻そ害がいしたりと、戦せん闘とう勘かんも良いようだ。

　故にここから求められるのは対応力。悠達は数を活かす構えを採った。

　散開した左右から、挟はさみ込むように駆かける悠とカティア。同時攻撃に、イグラパルドが選んだのは、迎撃である。

「シィィィィッ！」

　左右挟み撃うちという不利に対し、イグラパルドは震えることで針を放つ。

　ただし、最初に悠に行った不意打ちの時とは違い、指向性を持たせずに針を放ったのだ。

　より広い範囲へと放たれた針の攻撃角度はイグラパルドを中心に約百八十度。

　全方位の攻撃を、カティアは唯ゆい一いつの死角である下へと逃れるため、転がり込むように身をかがめる。

　思わず強力な行動に舌を打つ──が、理不尽なのは自分のリーダーも同じだった。

「おォォらァッ！」

　なんと、悠はまたも硬質化で攻撃を防ぎつつ、そのまま切りかかったのだ。

　理不尽というのなら、より力任せに見える悠の方が理不尽感が強いかもしれない──しかし、これでも悠的にはちゃんと勝算があっての選せん択たくであった。

　より広範囲に指向性を持たせずに放った分、針攻撃は最初のそれより密度も威力も低かったのだ。

　それでも、生身の人間がマトモに食らえば突き刺さるような代物だが、強きよう靭じんな殻からを持つに等しい悠なら痛いで済む程度のものだ。

　流石にこれは想定外だったのか、イグラパルドは反応を遅おくらせ、紅刀は飛び退くイグラパルドの脚あしを僅かに切り込んだ。

　その着地へ、カティアが切り込む。

　だがこれはイグラパルドが針を放つことで防がれてしまう。

　──しかし。

「ちっ」

　放たれた針は一本のみ。

　カティアは正確に額を狙ねらうそれを首の動きだけで避けると、イグラパルドと反発するように距きよ離りを取り合った。

「気づいたか」

「ああ。多分、あの針も無限に撃てるわけじゃないんだな」

　そうしてようやく悠と合流すると、イグラパルドを先とは違い観察することを選択した。

　読み通り──針攻こう撃げきは威力・速度・範囲、あらゆる面で強力だが、それには『弾たま数かず』が存在するのだ。

　棘とげの生え変わる速度は速く、こうして睨にらみ合っていれば一度全方位攻撃を行えるくらいには回復するだろう。

　それは、悠達も予想の範はん疇ちゆうであった。故に、一言。

「捕つかまえるか？」

「是ぜ非ひとも！」

　イグラパルドの次の一手を読み切った悠は、カティアと一言のみ交わすと、イグラパルドに向けて駆け出した。

　そう、イグラパルドの取る一手。

　それは逃にげだ。

　状じよう況きようを分ぶん析せきし、効果的な攻撃と迎撃を行ってきたイグラパルドだからこそ、この不利を理解し得ぬはずはない。

　己の武器は必殺たり得ず、また使用不可能。これ以上やったところで結果は決まっている。

　ならば、このまま戦う意味はない。

　その選択は、極めて自然と言えた。

　強大な攻撃力に俊しゆん敏びん性、そして判断力。

　全てを兼かね備そなえた猛獣、イグラパルドが初めて選んだ逃とう走そう。

　だが──ここに来て、経験不足が勝負を分けた。

　鋭い踏ふみ込こみから繰くり出される、人間の技術の乗ったカティアの斬撃。

　なんとかそれを飛び退くと、イグラパルドはより上方への逃走を選択する。

　ニンゲンは、見たことがある。ニンゲンは飛べず、岩がん壁ぺきを駆ける事もできない。上へさえ逃れれば安全だと、そう思ったのだろう。

　しかし、そこにいるのは規格外。

　最後の最後で、イグラパルドは見誤った。

「逃すかぁ！」

　岩壁を駆け、自分より高く跳とぶニンゲンもいるということを、彼は初めて知った。

　といっても、それはこれから食物連れん鎖さに沈しずむ彼にはもう使えない知識だし、何かの間ま違ちがいで生き残ったとしても使うことはない知識だろうが──

　紅の刀は、イグラパルドを一刀両断に切り捨てる。

　──戦う相手を間違える。鋭い野生勘かんを持つ彼にしては、あまりにも愚おろかな最後だった。




　　　　◆




「おおおおおおッ！　すげえ、すげえよお前達！」

「イグラパルドを倒たおすなんてここしばらく聞いたことないぞ！」

「ロクに知りもしないであんな態度をとってすまなかった……！」

　事切れたイグラパルドを抱かかえた悠が戻もどると、そこで待っていたのは歓かん声せいだった。

　当然、それらはあの刺とげ々とげしい態度を向けてきた冒ぼう険けん者達からによるもので──

　あまりの態度の変わりように、いっそ今までで一番焦あせる悠。

「おっ……おお？　急にどしたん……？」

「まあ、冒険者も悪い奴やつらばかりでもないというわけさ。私も最近まで知らなかったけどね」

　困こん惑わくする悠に、優しく微笑ほほえみかけるのはカティアだ。

　こちらもまた、凄すごい人気である。

「騎き士しだってだけで偏へん見けんを持ってすみませんでした！」

「俺ら、騎士なんて小言ばっかでうっとうしいって思ってたんスけど……誰だれかを守るために迷わず前に出て戦う姿、かっこよかったッス！」

「……だってさ」

「はは……いや、少々面映ゆいのは、確かだな……」

　カティアの言う通り、その態度を見れば命を救われたからというだけではなく、本当に根から悪い人間ではないというのはすぐに分かる。

　クララやアリシアもまた冒険者たちから思い思いの謝罪や称しよう賛さんを受けていて、慌あわてふためくクララに鼻提灯でも出しそうなくらいいい加減に対応するアリシアという対比が珍ちん妙みような空間を生み出していた。

　カティアと一いつ緒しよに苦笑いをしていると、騒さわぐ一団から一人の男が歩み出てくる。

　腕うでには傷を負っている。最初にイグラパルドに襲われた人だろうか──と悠が思い浮うかべると、男は悠に問いかける。

「あんた、リーダーなんだってな……なんか色々すげえ力を持ってたみたいだけど、そんなんどうでもいい。あんな邪じや険けんにしてた俺らを助けてくれたのは、なんでだ？」

　身構える悠だが、その質問は悠にとっては的の外れた質問で。

　有り体に言えば、質問の意味がわからない、とでも言うように悠は答えた。

「なんでって……助けられるんなら、助けるだろフツー。ムカつくとか嫌きらわれてるなんてので見殺しにする方が気分悪いよ。それに合同探索コレって、そういうイベントだろ？」

　最後には少しだけ意い趣しゆ返しの皮肉を入れて。

　にへら、と笑った悠を見ると、男もなんだかおかしくなったようだ。

「へへ、敵わんな。……ヤツに仲間を襲おそわれた時、俺はヤツの前に立てたけど、戦えなかった。改めて礼を言わせてくれ。……ありがとう、あんた達がいなけりゃ、今いま頃ごろ俺達は全ぜん滅めつだった。すげえよ、あんた達は」

　そう言って、男は右手を差し出してきた。

　悠はなぜだか左手の握あく手しゆは喧けん嘩かを売っている──なんて雑学を思い出したが、左右を見るまでもなく、男に敵意がないのは伝わってくる。

　益体もない。自分の考えを一いつ蹴しゆうすると、悠は差し出された手を取る。

「俺達はもう降りるけど、あんた達はまだ登るんだろ？　今度土産話を聞かせてくれよ」

　それは、暗にまた酒場に来い、と言っていることを意味していた。

　調子がいいなあ、なんて思いつつも、悪い気はしない。

「ああ。楽しみにしていてくれ」

　なるほど確かに悪い人間ではないらしい。

　彼らもまた情熱があるが故に、中ちゆう途と半はん端ぱに見える存在を嫌きらっていたというわけだ。

　真面目な人間は嫌いではない。そう語るカティアの気持ちが、少しだけわかった気がした。

「……それと、シエル。あの子をちょっと気にかけてやってくれ。ひょっとすると──最後まで、一緒になるかもしれないからな」

「ん、わかった。オッサン達も、気をつけてな」

　固く交わされた握手を解くと、冒険者達は皆みんなで来た道を引き返し始めた。

　これで、残っている冒険者は悠の一行と先を行くシエルの二組──正確に言うのならば、四人組と一人だけだ。

　冒険者の意地を一いつ瞬しゆんでねじ伏ふせる。イグラパルドの襲しゆう撃げきは、それほど衝しよう撃げき的なことだったのだろう。

　……だが、悠達はまだまだ平常運転だ。

「よっし！　じゃあこのへんで飯にすっか！」

「助かった～……大分魔ま力りよくを使ったから、もうへとへとだよ……」

　そもそも撃げき退たいだけが目的ならば、わざわざイグラパルドに追い打ちを加える必要はない。

　悠の脅きよう威いを理解した魔物は、最低限の知能さえあれば二度と立ち向かってこないだろうから。

　食べる。それは最も人間の生活に近しい文化であり、ここ極きよつ圏けんという環かん境きようにおいても絶対の掟おきてである。

　期せずして規格外の存在を相手にしたイグラパルドだったが、彼の不幸はもう一つ、自分が食物としても優れていたことにあるだろう。

　討ち取った獲え物ものを前に、小さな宴うたげの準備が始まろうとしていた。




　　　　◆




「うーむ、とはいえどうしたもんかなー、これ」

　冒険者が立ち去ってからしばらく、捌さばいたイグラパルドを前に、悠はしきりに顎あごを撫なでては悩なやみを口にしていた。

　センサーが反応していることから、イグラパルドからは味に対する期待ができる──しかし、見た目の上ではネコ科の動物に近いイグラパルドを、どう調理すべきか思いつかなかったのだ。

「さすがにくせんしているようですね」

「確かに、珍めずらしいな」

　その様は仲間達にとっても珍しいらしく、空腹や魔力切れよりも悠が悩む様を貴重なものとして観察している。

「でも、見事なトゲトゲだねえ。怖こわい魔物っていうのも納得だなあ」

　とはいえ、代わり映えのない光景を凝ぎよう視ししていても何も変わらない。

　暇ひまつぶしがてらにクララが目をつけたのは、毛皮になったイグラパルドであった。

「ん、そうだな。まるでハリネズミみたいだ」

「ハリネズミ？」

「俺の住んでたところにいる動物でさ、こんなふうに棘が生えてるネズミがいるんだ。って言っても確かイグラパルドみたいに棘を飛ばしたりはしなかったと思うけど」

　毛皮の背中の部分には生え変わりかけの小さな棘が生え揃そろっており、その様に悠は思わず地球に居た珍妙な生物の事を思い出す。

　確かアレは襲われた際に外敵に刺ささるよう棘が抜ぬけやすくなっているんだっけ？　いつか見た動画の痛々しさを思い返すと、悠はもしかしたら自分もそうなっていたかもしれないと想像し、うへえと声を漏もらした。

「んー、そうか、ハリネズミかあ」

　しかし、それが思わぬヒントになる。

　今回悠が調理に悩んでいたのは、珍しく先入観によるのが大きな理由だった。

　ぶっちゃけるとそれは『ネコ科って美味いの？　食うの？』といった、抵てい抗こう感である。

　美味いらしいことは自分の直感が教えてくれるが、最後の一歩を踏み出せない──そんなところだろうか。

　しかし、そこで何気なく口にしたハリネズミの存在が、悠からそれを取っ払ぱらった。

　そうだよ、そもそもネコ科ってトゲトゲしてないんじゃん？

　ハリネズミは、日本ではどちらかといえば愛あい玩がん動物として有名である。だが、国によっては立派な食べ物だ。

　少し残ざん酷こくに聞こえるかもしれないが、食べる国ではまるごと熱湯に放り込んだり火にかけたりといった調理を行うそうな。

　こうして悠の倫りん理りの壁かべが取り払われた。

　そもそも魔物である以上、細かいことを考えても仕方があるまい。

「とりあえず、ちょっと味見してみるか」

　肉の一部を炙あぶり、食べてみる悠。

　見た目で言えば、それは若干ささみに似ているように見える。

「ん、美味い。けど、パサパサしてるな」

　焼いてみればそれは案の定。

　鳥とはまた違ちがった野性味があふれる旨うま味みがあるも、脂し肪ぼう分は極きよく端たんに少なく、ぱさついた食感。

　料理として完成させるには、この脂肪分を補ってやる必要があるだろう。

「脂肪分……と、なると」

　実際に味見をしてみて、悠の中で方向性は決まったようだ。

　食感センサーの導きに従って岩いわ棚だなに目をやれば、鳥の巣があり、覗のぞけば卵が見える。完かん璧ぺきだろう。

「よし、決まり！　作るからちょっと手伝ってくれ！」

「待ってました！　何をすればいいのかな？」

　近くに居たクララを適当に呼び止め、手伝いを任せる。

　頼たのんだ仕事は、ごますり。と言っても勿もち論ろん褒ほめそやせというそれではなく、文字通りゴマをペースト状にするのがクララの仕事だ。

　悠は単純な仕事を頼みつつ、自分は岩棚の卵を入手。

　卵黄を分け、酢すと塩などの調味料とサラダ油を合わせて混ぜていく。

「なんですかそれは」

「へへ、マヨネーズってんだ。美味いぞ」

　そう、マヨネーズである。

　これにごまを合わせ、マヨネーズベースの胡ご麻まダレを作るのが悠の目的だ。

「ちょっと味見してみるか？」

　ひな鳥のように辺りをうろうろと動き回るアリシア。

　苦笑いを浮かべる悠は泡あわ立だて器代わりのフォークにマヨネーズを少々つけて差し出すと、アリシアは恐おそる恐るついばむように味を見る。

　やっぱりひな鳥みたいだ、などと思う。

「これは……！　まろやかでコクが有り、のうこうですね！　これはおうようがききそうなソースです」

「お、行けるクチだね。そうそう、マヨネーズは色々なモノに合うんだ。思えばもうちょい早く作ってもよかったなー」

　マヨネーズもまた、この世界においては最新の味だ。

　日本ではポピュラーもポピュラーな調味料だが、その発はつ祥しようは十八世紀ごろと見られている。

　簡単そうに見えるがうまくマヨネーズを作るのにはコツがいることから、この世界でマヨネーズが生み出され、広まっていくのはまだ先の話だろう。

「終わったよー」

「ありがとう！　んじゃ、続きだな」

　クララから擦すり終えたゴマを受け取ると、悠は魚ぎよ醬しようや砂糖少々などを加えて胡麻ダレを作り上げる。

　マヨネーズとゴマの脂肪分。淡たん白ぱくで脂肪分の少ない肉と合わせるならこれ以上ない組み合わせの一つとなりうるだろう。

　そして、肝かん心じんの肉の方だ。

　これは、蒸して火を通すことにする。

　もうおわかりだろう、イグラパルドのバンバンジー風。それが、今から生み出される料理の名前だ。

「あとは流水で冷まして……出来上がり！　イグラパルドのバンバンジー風だ！」

「おおー！　白いお肉にベージュのソースが綺き麗れいだねー……」

「ほうほう、あのソースがこんなふうに……よそうができませんね」

「出来たのか。まさかあのイグラパルドがこの様な姿になるとはなあ」

　完成した料理の第一印象は概おおむね好評といったところだろうか。

　カティアの言う通り、威い圧あつするようなヒョウ柄がらのイグラパルドから出来上がった料理にしては、白を基調とした上品な外見は良い意味でギャップを生んでいた。

「それじゃ実食と行こうか。一応謝っとく、まずかったらゴメンな？」

「いえ……これは、だいじょうぶだと思います」

「いざ！　いただきます」

　あまり不安がなくとも、悠は一応失敗に備えて謝罪を済ませておいた。

　とはいえ、アリシアと同じく、悠もあまり心配はしていない。

　癖くせのない肉に濃のう厚こうなソース。その取り合わせが──

「んんっ……！　美味ひい！」

　不味いわけはないのだ。

　事前に味見したとおり、脂肪分が少なく淡白な味のイグラパルド。しかし焼くのではなく蒸す事を選せん択たくした肉には旨味のエキスが閉じ込められ、嚙かみしめることで旨味が顔を出す仕上がりに。それでも脂肪分が少ないことから感じるパサつきは胡麻ダレの濃厚な舌した触ざわりが優しく包み込むことでカバーし、嚙めば嚙むほど旨味のエキスが出てくる白身肉をサポートしている。

「これは……っ！　まるでくんせいのようにうまみのふかいおにく！　ですがそれゆえか、しぼうぶんはすくなく、はざわりはわるい……そこにこののうこうなソース！　のうこうでありながらおだやかなあじわいは、しょっかんとみかくのりょうほうでおにくのサポートをしています……！」

「本当、こってりしてるのにさっぱりしてるというか……いくらでも食べられるって感じだね！」

「うん、美味いな。いやー……ちょっと今回は何も思いつかなくて不安だったから、一安心だ」

　思えば未知の食材に挑いどみ続けてきた悠だが、流石にネコ科のように見える魔物を相手に調理法をイメージするのは骨が折れたようだ。

　しかし出来上がった料理は確しつかりと美味しく、好評だ。

「でも、これいい感じだな。ソースがこってりだけど、肉の方が脂肪分少なくてヘルシーって感じだ。本当にいくら食べても太らないかもな？」

　その上、栄養の面でもこの料理は完璧と言えるだろう。

　糖質は少なく、タンパク質などの栄養はばっちり。その辺りは地球のささみ肉と似ていると言えるだろう。

　悠の見立ては実際あたっていて、ダイエットや筋トレなどの最中の食事として、イグラパルドのバンバンジー風は最高のものだった。

「……ほうほう、成る程成る程？」

「……なんか今日はいつもよりお腹が減ってるかも。いっぱい魔ま力りよくを使ったからかなあ」

　そんな情報は、どうやら女子のお二方にはとても魅み力りよく的に聞こえたようで。

　いつもよりも食しよく欲よくに満ちた食べ方に、悠は苦笑する。

　食べ過ぎたら変わらないと思うけどなあ。なんて口にするにはもう遅おそすぎて──

　でも、苦笑している悠自身も、知らずいつもより食事自体が楽しく思えていた。

　冒ぼう険けん者達に認められた事を思い出すと、箸はしが進む。

　満腹になって寝ね転ころぶと、岩いわ肌はだが痛い。それでも満ち足りた気分の悠だった。

















第六話　異形との戦い









　イグラパルドを倒たおしてから、三日ほどが経過した。

　悠ゆう達はこの日の昼食を終えていて、一行は食休みを兼かねて再出発まで時間を取っている。

　そんな休み時間を利用して、悠は開けた場所で精神を集中させていた。

　身体の内に巡めぐる力に意識を傾かたむけると、取り込んできた命達の脈動とも言うべき力強さを感じる。

　悠は、この息い吹ぶきのことを魔力と呼ぶということに気がついていた。

　この世界に来てから、どれだけがたっただろう。まだそれほどの期間ではない。

　しかしそれでも、悠はもうこの世界に来た時の頃ころが懐なつかしく感じられる。

　日本での生活に比べ、それだけ濃のう密みつな時を過ごしてきたからだろうか──幾いくつも命の危機を乗り越こえてきたし、大切な出会いを経て、悠自身は自分が変わったと感じている。

　食休みを終えた仲間達もまた、悠を注視していた。

「……」

　日本にいる頃は苦手だった、誰だれかの視線を集めるということも、今の悠は気にしない。

　とはいえそれ自体に慣れたというわけではなく、集中するということが得意になったためだ。

　深く、心の海へ潜もぐるように悠は精神を集中する。そして──

「ふッ！」

　己の内に眠ねむる力を、揺ゆり起こした。

　身を巡る力、魔力を放出し、身体の近くで留める──！

　そうすることにより、悠の魔力は主の身体を包むように固まっていく。

　しかしそれが取った形は赤い鎧よろいの『硬こう質しつ化』ではない。

　それよりももっと攻こう撃げき的な──

「『棘きよく皮ひ』……とでも名付けるかね」

　悠の魔力が作ったのは、黄金色に輝かがやく棘とげの皮だった。

　広げた手を大きな岩に向けると、纏まとった魔力が意思を持つように岩へと向かっていく。

　初めは岩に突つき刺ささり、やがて岩には亀き裂れつが入り、そして砕くだけ散る──

　そう、これはイグラパルドを食する事によって得た力であった。

「ふうっ」

　成果を確認すると、悠は大きく息を吐はき出した。

　少し重くなった身体には疲ひ労ろうというほどではない倦けん怠たい感がもたれかかっていたが、少し休めば消えるだろう。

　身に纏まとった魔力を収めると、控ひかえめな拍はく手しゆが三つ、悠の背を叩たたく。

　振ふり返ると、クララ達が小さく手を打っていたようだ。

「攻こう防ぼう一体の魔力の鎧、か。攻撃力も中々高そうだが、使えそうか？」

「いやあどうだろうな。感覚的には結構防ぼう御ぎよ力も攻撃力も高そうだけど、相当力んでないと使えないから、今まで通り『硬質化』の方が使うんじゃねーかなあ。使うんならカウンターとかが目的になるかってカンジだ」

　今しがたの実演に評価をつけるのはカティアだ。

　これから先の戦いを切り抜ぬける手札になるかという質問に、悠は曖あい昧まいな答えを返した。

　悠がこうしているのは、昼食後、ここらで身につけた能力のおさらいをしておこうという運びになったからだ。

　悠がここ、輝きの台地に来てから身につけた能力はまだ二つのみ。一つはロックゴートから得た『壁かべ走り』で、もう一つがこの『棘皮』である。

　今しがた食べ終えた魔ま物ものの能力は身につかなかったようだが、冒険者達を追い返した強敵、イグラパルドの力は悠のものとなっていたのだ。

　これは、その力が実戦で使えるかという確認だ。

　とはいえ、イグラパルドのインパクトに比べて『棘皮』の能力は使い勝手が悪いというのが悠の印象であった。

「アイツ、イグラパルドは能力よりも、魔物自体が強いタイプなんだろうなあ。なんだったら『硬質化』だって持ってる魔物は弱かったからなあ」

「必ずしも能力の強さと魔物の強さは比例しないということか。……便利そうな能力を持っている魔物が居たら、食べてみるといいのかもしれないな」

「力を取り込むためだけに食うってのもなんかアレな気が……いや、食うこと自体は大好きだけどさ」

　悠とカティアは、こういった事に意い欲よく的だ。

　クララは二人が作戦などを練っていると、少し疎そ外がい感を感じることがあるが、イキイキとしている二人を見るのは、好きだった。

「ユウ達は楽しそうだなー……あれ？　アリシアちゃん？」

　それでもやっぱり少し暇ひまになる時はある。

　その解決をアリシアに求めようと、クララはふとアリシアに視線を移す。

　……すると、そこには寝ね息いきを立てるアリシアが居て──

　しかし、返事がないことにクララは違い和わ感かんを覚える。

「アリシアちゃん？」

「……はっ、な、なんでしょうか？」

　ぼーっとしていたのか、アリシアは二度目の呼びかけでようやく反応を見せる。

　あるいは悠達の方を集中して見ていたのか？　と思ったクララだったが──

「んーん、なんでもないよ。それより、疲つかれてる？」

「いえ。べつにそれほどのことはないです」

　返事をしたアリシアにはさほどおかしい所もなく。

　その場は、それで終わってしまった。

「おーい、もう出発しようと思うけど、動けるかー？」

　悠の呼びかけがかかったこともあり、クララはアリシアと頷うなずき合うと、椅い子すにしていた石から腰こしを上げた。

　──あるいは、ここが彼女の運命を分けたと言うべきだろうか。小走りで悠に歩み寄るクララはゆっくりと歩くアリシアをマイペースだなと思いつつ、そんなところを少し可愛く感じるのだった。




　　　　◆




「うひー……ようやく一息つけるな。しばらく登ったけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

　その日の夕方。じきに日が落ちて暗くなるという時間帯、悠達は長い傾けい斜しやを登っていた。

　各々の手には確しつかりとした作りの杖つえが握にぎられている。斜しや面めんを歩く助けにと、悠が用意したものだ。

　この長さは手に持った時に各自のくるぶしあたりまで来るよう調整されていて、斜面を歩く際に役に立つ。

「はひ……はひぃ……流石にちょっと、休きゆう憩けいしたいかも……」

　その効果はあったようだが、クララはもはや息も絶え絶えと言った様子で、休憩を求めている。

　斜面もここで一いつ旦たん終わり、ここから悠達が踏ふみ入れるのは『台地』の次の層だ。

「ああ、そうだな。ここから魔物も強くなるし、身体を休めておいたほうがいいだろう」

　つまり、更さらに先を行く難易度が上がるということ。

　クララの提案に肯こう定ていを返すカティアの息は乱れていない。

　その顔には少々の疲れが見えるものの、流石といったところだろう。

　と、言ってもそれは悠も同じなのだが。

　ずっと彼らの戦いぶりを見てきたクララは、漠ばく然ぜんとした尊敬の気持ちに、ため息を吐き出した。

「俺でも結構疲れたし、キツかったろ。頑がん張ばったな」

　しかし悠に労われると、クララは温かい気持ちになって、活力がみなぎってくる。

　心の力でもある魔ま力りよくが『法則』として根付くこの世界では、精神的なケアの重要性は地球以上と言えるだろう。

　とはいえ、後衛タイプのクララがここまで出来るのは、悠でなくても認めるほどのものだ。

　悪路を歩き続けたのはここ一日二日の話ではない。道中に魔物との戦せん闘とうを挟はさみつつ来た事を考えると、ヘタな前衛タイプよりタフだと言えるだろう。

　そう──ここまで何も起きずに来るのは、実に大したことなのだ。

　もう一人の仲間を労おうと、悠はクララの後ろを歩くアリシアに目を留める。

　なんとかといった様子で斜面を登り終えたアリシアが、ひょっこりと姿を現す──

「アリシアも頑張ったな──って、オイ!?」

「アリシアちゃん!?」

　だがそこにあったのは、思わず悠が声を荒あららげてしまうほどに具合の悪そうな、アリシアの顔だった。

「なん……でもない、です……ちょっと、つかれた……だけ……」

「なんでもないって事あるかアホ！　なんでこんなになるまで言わなかったんだよ！」

　今にも倒れ込みそうなアリシアを引き上げて、抱かかえ込む。

　ただでさえ軽いアリシアの身体が、今ではその存在さえ危ぶむほどに軽く感じられる。

　何故もっと早く報告しなかったのか。そんな理り不ふ尽じんをぐっと飲み込んで、悠はまず自分を落ち着けた。

「今どんな感じだ。できるだけ細かく教えてくれ。しんどいなら無理しなくていい」

「……あたまが、いたいです。それと、きもちがわるい……」

　なんでもない──そう告げたアリシアだったが、急に冷静さを取り戻もどした悠の声にことの重さを理解したのか、症しよう状じようを説明する。

　吐き気に頭痛。それ自体は体調を崩くずせばいくらでも見られるような珍めずらしくもない症状だが──

　こんな場所でのそれは時として命取りにもなる。

「……台地の呪のろい、か？」

　その症状には、カティアも聞き覚えがあった。

　台地の高くまで登ってきた冒ぼう険けん者を襲おそう不調、台地の呪い。

　アリシアを襲っているのはそれなのか、と悠に問う。

「わからない、けど心当たりはある」

　悠はしかしその物ぶつ騒そうな名前をやんわりと否定した。

「高山病……だと思う」

「前に言っていたものか。どうすればいい？」

「そ、それって大丈夫なの……？」

　悠の心当たり。それは高山病だった。

　心配するクララを落ち着かせるべく、悠は冷静を保つ。

　予想外の出来事に思わず声を荒らげてしまったが、悠は自分が曲がりなりにも彼女達のリーダーであることを思い出した。

　状じよう況きようを正確に把は握あく・伝達し、仲間を落ち着かせるのも自分の仕事だ。

　また、冷静になった悠はもしこれが高山病であるなら適切な対処法があることを思い出していた。

「対処を間ま違ちがえなければ大丈夫だ。まずは休息。治らないようなら降りるのが一番の治ち療りよう法になるな」
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　それは、来た道を戻る──下ることで現在地の標高を下げること。

　高山病を発はつ症しようする条件は体調や気候など様々だが、最大の原因が気圧の変化による血中の酸素濃のう度どの低下だ。

　山登りなどで高山病になったら、下山すれば、高確率で治るといっていい。

　しかし症状が出ている際に動くのは危険であるし、症状が落ち着くまで休むのがベターだ。

「聞こえたか、アリシア。とりあえず休むところを探そうと思う。揺ゆれるけどちょっと我が慢まんしろよな」

「……はい」

　有無を言わせぬ強い口調で言うと、アリシアは虚うつろながらも肯定を返す。

　悠はあえて怒いかりを混ぜたし、アリシアもそれに気がついた。

　……また、悠が怒おこっている理由にも。

「はー……さっきはいきなり怒ど鳴なって悪かったな」

「すみません……すみません……っ」

　それは、当然手間がかかった事に対して怒っているわけではない。

　アリシアが足を引っ張ったからなどでは当然ない。

　心配しているのだ。自分を。悠は、体調不良をおした無理自体に怒っているのだ。

　付き合い自体は短いものの、それがわかるのが、わかってしまうのがアリシアはただ辛つらかった。

「ちょっと寒くなってきたし、風が凌しのげる所でもあればいいんだけどな」

「大丈夫？　アリシア、寒くない？」

「何かあったら早めに言うんだぞ」

　悠達の気き遣づかいは、アリシアに自責の念を思い起こさせるものではあったが、それ以上に温かく優しかった。

　涙なみだが出そうになるのを必死で抑おさえながら、なんとか頷いたアリシアはこれ以上目が潤うるまないように目を閉じる。

　アリシアを背負った悠はともかく、それはクララとカティアにはバレバレで、二人は顔を見合わせて苦笑した。

　それから少しの間、悠達は休める場所を探して歩いた。

　もうじき日が暮れてしまうため、テントを張れるような場所が理想的だ。

　悠はアリシアを背負っているものの、背負われるのも寝ねるのに比べれば体力を使う。

　できるだけ早く休ませてやりたい──という気持ちから、歩く速度を少し速める。

　これが、決定打となった。

「なんか、聞こえねえ？」

　その音を拡大するように──仲間に疑問を呟つぶやいたのは悠だった。

　悠の言葉に耳を済ませてみれば、金属音が聞こえてくる。

「……戦闘音だ！　近いぞ！」

　その音に聞き慣れたものを感じとると、カティアは叫さけんだ。

　金属の武器が何らかのモノを打ち払はらう音──それは、ヒトの存在を悠達に知らしめていた。

　しかし、もう冒険者はほぼ全員が下山中だ。

　攻こう略りやくを続けるパーティは、現時点では悠達のものだけとなっている。

　だからこそ、その戦闘音が誰だれによるものなのか、悠達にはすぐにわかった。

「シエルって奴やつか!?」

　シエル＝フランセル。

　現時点で悠達以外に攻略を続ける唯ゆい一いつの『冒険者』だ。

　たった一人パーティを組まずに、最も先を行く者。

　それが、今戦闘を行っている。当然、たった一人で、だ。

「どうする？　リーダー」

　あえて、カティアは悠にそう問いかけた。

　決定を一任すると伝えているのだ。

　普ふ通つうに考えれば、放っておいて問題はないのかもしれない。ここまで一人で来るような実力者だし、一刻でも早くアリシアに確りとした休息を取らせてやるべきだろう。

　だが直感的とでも言うべきか、アリシアによって緊きん張ちよう感かんを強くしていた悠は、その可能性を思い浮うかべていた。

　一言で表すならば、たった一人の冒険者の、危機を。

「……行こう。せめて、確認するだけでも」

　なにもないならそれでいい。

　だが何かあれば──宣言とは裏腹の意思を感じつつも、カティアとクララは頷うなずいた。

　確認もなく自分の決定を受け入れてくれたことに嬉うれしくなる。

　そんな気持ちを嚙かみしめる間もなく、悠は走り出す。背中のアリシアを気遣いながらも、人一人を背負っているとは思えない速度で。

　果たして、その決定は。予感は。

　確かなものであったと言えた。

「ぐあっ……は、あ」

　悠達がその場にたどり着いた時、それは既すでに手て遅おくれであると言える状況だった。

　むき出しの筋肉の様な──ゴムチューブを束ねた様な腕うでに、ナイフを並べたかの如ごとき凶きよう悪あくな鉤かぎ爪づめを装着した怪かい物ぶつ。冒険者シエル＝フランセルが退治しているその魔ま物ものの最大の特とく徴ちようは、そのように言い表せた。

　怪物の腕が伸のび、裂れつ爪そうがシエルの腹部に突つき刺ささる。

　悠達が現れたのは、そんな瞬しゆん間かんだった。

「──ックララ！　アリシアを頼たのむ！」

「任せて！」

　凄せい惨さんな光景を確認するや、悠はアリシアを任せ、弾はじかれたように走り出した。

　声も掛かけ合わずに並走するカティアはただただ頼もしい。

　動けなくした獲え物ものにトドメを刺そうと、怪物が飛びかかる。

　間に合えと強く願って、悠は『跳ちよう躍やく』の力を活かしてタックルをぶちかました。

　その技は粗そ雑ざつの一言。だったが、数十キロの人間が凄すさまじい速度で衝しよう突とつするエネルギーは計り知れないもので、異形の怪物は勢いのままに撥はね飛ばされる。

「あな、た達、は……」

「喋しやべるな。傷が深い」

　自分を守るように立つ背中に問うと、一いつ拍ぱく遅おくれてやってきたカティアが屈かがんで、シエルを掬すくい上げ、抱だきかかえた。

　爪つめの突き刺さった腹部は赤く染まっており──じき、命を失うであろうことが予見される。　うわ言のような問いかけをぴしゃりと断ち切って、カティアはシエルを抱だいたまま立ち上がる。

「任せられるか？」

「やるしかなかろうよ」

　紅刀を抜ぬき放って、悠は簡潔に返す。

　カティアにはそれだけで十分で、悠に背を向けた。

「気を付けろよ。アレの名前は『ドロウサイダー』。見たとおり伸しん縮しゆくする腕を持つ、強力な魔物だ」

「あいよ」

　背中越ごしに聞こえる相棒の声に返事をすると、背後の足音が遠ざかっていくのを確認した悠は心中でホッと息を吐ついた。

　代わりに現れるのは──異形の怪物。

　縦長の顔の切れ目から覗のぞくのは不ふ揃ぞろいで乱雑な牙きば。体毛の生えていない身体。最大の特徴たる腕の凶きよう器きが一対に、全体的に細身の身体を支える脚あしが二本。

　……二足歩行かよ。今いま更さらに、悠は独り言つ。

　その姿は一言で言って不気味だったし、動物っぽさを全く感じさせない『怪物』そのものだった。食しよく欲よくを感じないことも、幽世めいて思えた。

「……来るなら来い」

　自分を奮い立たせるように言うと、悠はルビー色の刀身を立てる。

　刀越しに見るその顔には感情が見えなかった。それがまた不気味で、初めて相対する異形の恐おそろしさを煽あおる──

　が、同じく初めて見た致ち命めい傷しようが、悠の心を冷静に保っていた。

　自分の肩かたに命が乗っている。普通なら重圧に感じるそれは、悠にとっては決意の礎いしずえとなるようだった。

　声も上げずに向かってきた異形の怪物、ドロウサイダー。

　食べるためではない、初の『怪物退治』が幕を開けた。

　はじめに、悠はその怪物の動きを観察する。

　幾いくつかの戦いをくぐり抜けてきたためだろうか、ディアルク以来の一対一という戦いの中にあっても、悠は冷静だった。

　まず、ドロウサイダーの最大の武器はその凶悪な爪と、それを胴どう体たいとつなげるゴム質の腕だ。

　コレを飛ばして攻こう撃げきするのが、最も一いつ般ぱん的で、最も相手に致命傷を与あたえやすい攻撃の一つとして間違いないだろう。

　飛来する腕の速度を見れば、筋力に優れることもわかった。反面、不揃いの牙はどう見ても攻撃に向いているとは思えず、嚙みつきによる攻撃は脅きよう威いではないと見ていいだろう。

「ちっ……！」

　しかし、この爪の攻撃が中々厄やつ介かいだった。突く、振ふるう、そして戻もどす。たったそれだけで実に多た彩さいな動きをする。

　鍛きたえられた悠の動体視力はそれを見切ることを可能としていたが、避さけるとなるとギリギリだ。ミス一つで崩くずれる可能性があった。

　何よりも、面めん倒どうなのが隙すきの少なさだった。伸びた腕に反はん撃げきをしようと思っても、少し腕を引くだけで、掃そう除じ機きのコードのように引っ込んでいってしまう。

　また束ねたゴムチューブと喩たとえられるだけに、その腕の靭じん性せいは高く、生半可な打だ撃げき技は意味をなさない。

「調子ン乗りやがってぇ！」

　遠えん距きよ離りから放たれた斬ざん撃げきを避けるという何度かの──一方的な──やり取りを経て、悠はその行動パターンを読んだ。

　遠距離からの攻撃とは言うものの、それは単純に放たれるだけでなく、次までに一度引き戻すという動作が入る。

　悠は、戻る爪を追いかけるようにドロウサイダーへと駆かけ出した。

　しかし、ここからがもう一つ厄介な所。

　ドロウサイダーは残る左腕うでをあらぬ方向へと発射すると、突とつ如じよとして身体を浮き上がらせた。

　爪は岩がん壁ぺきへと発射されていて、鉤爪様の形状を利用してフックのように引っ掛けていたのだ。当然、岩壁に固定された腕は動かず、その状態で引き戻せば腕ではなく体の方が移動していくことになる。

　曲がった爪の役割はこのためで、これは岩場の多い輝かがやきの台地を自由に動き回るためドロウサイダーが選せん択たくした『進化』の形の一つだった。

「だぁー！　面倒くせえ！」

　伸びる腕を利用した遠距離からの高速度・広こう範はん囲いの攻撃。そして、爪をフックのようにした多角度・高速の立体的な移動。それらがこのドロウサイダーという異形の武器だ。

　眼の前で去っていく標的の影かげを見た悠は、苛いら立だちを感じながらも大きく息を吸い込んだ。

　ゴムということで連想したのが、炎ほのおだ。

　ドラゴンブレス──胸の内で地じ獄ごくの火か炎えんに変へん貌ぼうした空気が、悠の口から放たれる。

　広範囲を一いつ瞬しゆんで焼き払ってしまえば問題はない、という選択だったが──これには、ブレスのスピードが不足していた。

　ドロウサイダーは地面に鉤爪を打ち込み、ブレスを潜くぐる形で悠に接近した。

　視界を塞ふさがれた形の悠はとっさに硬こう質しつ化を強めながら回かい避ひ行動に移る。

　直後、擦こするような金属音が響ひびき渡わたる。回避に失敗したのだ。

「痛っ……て！」

　しかも、完全には防げなかったようだ。顔を守るように構えた腕には、切り傷が走っていた。

　傷は決して深くはないが、それは強度を高めた『硬質化』さえも突き破やぶる鋭するどさがある事を示していた。

「コホォォォォ……」

　その一合はドロウサイダーにとっても意味のあるものだったらしく、悠にも傷をつけられると判断する材料になったようだ。

　相変わらず感情の見えない異形の容よう貌ぼうだが、口から漏もれる吐と息いきはどことなく嬉しそうに見える。

「ヤーな感じだな」

　油断なく観察しつつも、悠は悪態を吐かずにはいられなかった。

　この場で恐らく最もドロウサイダーに適しているであろう能力が使えなかったからだ。

　それは『光進』である。

　蓄ちく積せきした力を一気に爆ばく発はつさせ、突とつ進しん力に変える能力。力の充じゆう塡てんに時間が掛かるものの、『光進』は発動さえしてしまえば悠の持っている技の中で最速かつ一点に対する破は壊かい力が最も高い。

　だが、この力を使うには、触しよく媒ばいとしてディアルクの両りよう刃ば剣けんが必要なのだ。しかしディアルクの両刃剣は大きく、重い。輝きの台地のように険しい道を行くのには邪じや魔まになるということで置いてきてしまったのだ。

　ならば同じ古代種能力の『氷ひよう閃せん』はどうか。

「……くそ、警けい戒かいしてやがるな」

　『氷閃』の発動を試み、紅刀に魔ま力りよくを集わせると、ドロウサイダーは最大限に警戒を強めているようだった。

　忙せわしなく多角的な動きを繰くり返し、的を絞しぼらせないでいる。先にドラゴンブレスを見せたのが悪かったか、明らかに遠えん距きよ離り攻こう撃げきを警戒している動きだ。

　『氷閃』もまた、『光進』ほどではないにしろ発動には時間がかかる。

　これも発動してしまえば、非常にスピードの速い攻撃ではあるのだが、移動を繰り返すドロウサイダーに直ちよく撃げきさせられるほどの速度はないのだ。

　一応、ドロウサイダーの動きを目で追うことは可能だ。腕を引っ掛けて移動している以上、ドロウサイダーの移動は必ず刺さった腕のもとへ向かう。だが、次の移動までが速く『光進』の速度ならば次の移動までに攻撃を加えられる所が『氷閃』では間に合わないのだ。

　待機状態でも魔力を食う『氷閃』の発動を解除すると、紅刀は輝きを失い、ドロウサイダーが動きを落ち着ける。

　なんだかそれが無性におちょくられているようで腹が立つ悠だったが冷静さは失わない。

　ここで、カティアを待つことができれば楽なのだが、それは期待できない。

　ドロウサイダーほどの攻撃力があれば、疲ひ労ろう状態のクララの結界を裂さく程度は出来る。

　そうなれば、クララのほかは病人が一人に重じゆう症しようが一人。ドロウサイダーの機動力を考えれば、護衛一人は必ひつ須すだ。

「けど、やるしかねぇんだよなあ」

　カティアに返した言葉を、言い聞かせるように呟つぶやく。

　任せろと言われて引き受けたのだ、ここでやらねば男が廃すたる。

　再び始まるドロウサイダーの攻撃を避けつつ、悠は自らの手札を洗い直し始めた。

「（トラップ……は無理だろうな。動きから踏ふませられねーし、腕うでが突つき刺ささる『点』に作っておくってのも現実的じゃあない）」

　まっすぐ額を狙ねらう爪を側方へ転がり込むようにして躱かわし、即そく座ざに体勢を立て直す。

「（誘ゆう引いんは使うまでもなし、穿行は使うわけにいかない）」

　引き戻されると同時に、足元へ薙なぎ払はらわれる鎖くさり鎌がまの如ごとき一いち撃げきを跳とぶ。

「（ブレスは試した、光進は武器がない。氷閃はめっちゃ警戒されてる）」

　一撃必殺の技は、どれも問題を抱かかえている。

　たっぷりと溜ためた氷閃を連続で放つという手もあることにはあるが、狙って一撃を当てるのは無理で『半ば運任せの数撃うちゃ当たる』になる。

　『古代種』の力は消費が多い。一回も当たらなかったら悲ひ惨さんなので、これは最後の手段になるだろう。

「（泡あわ……は論外だろ。もう一回くらい使える所こねーかな？）」

　空中で身動きがとれないところに突き出される一撃は、紅刀で防ぼう御ぎよする。

　そうすることでドロウサイダーの手に一筋の傷が入る。手の先は、それほど硬質でもないようだ。

　空中で攻撃を受け止めた勢いで、悠の身体は後方へと突き飛ばされる。

　が、これで攻こう撃げき範はん囲いの外に出られたようだ。

　少しの間与えられた時間で、悠はゆっくりと体勢を整えた。

「（と、なると。やっぱりこれしかないよな）」

　同時に、手札も整えた。

　内一枚、切り札を切るべく、悠は『硬質化』を解除した。

「……!?　ユウ、まさか！」

　その様子を窺うかがっていたカティアが、信じられないと驚きよう愕がくする。

　『硬質化』で軽減がやっとの攻撃ならば、生身で受けられるわけはない。

　しかしカティアもその行動の意味自体は把は握あくしていた。

　驚おどろいたのは、ここでそれをやるか、という選択そのものについてだ。

　対するドロウサイダー。

　今まで感じていた不思議な守りが消えたことに、すぐさま気づく。

　紅刀に集う魔力も感じない。ドラゴンブレスならば見てからでも対処が可能だ。

　好機と思うも、ドロウサイダーは戸と惑まどった。あまりにも都合が良すぎる。

　──それでも、そこを一手読み進められない。

　その読みこそが、人間の力だからだ。

　タメを作って、ドロウサイダーは腕を伸のばす。

　選択した攻撃は『突き』だ。防御力がないのならば、最速の技を選ぶ。単純ながらノータイムの選択は、野生で生きてきたゆえのもの。

　それ故に、悠は人間的な駆け引きの場で勝利した。

　迫せまる腕に感じるのは恐きよう怖ふ。だが、それを克こく服ふくして悠は内なる息い吹ぶきに命ずる。

　瞬しゆん間かん、肉が破れた。

「──『棘きよく皮ひ』」

　但ただし当然、それはドロウサイダーの方だ。

　ドロウサイダーの伸ばした手からは、何本もの棘とげが生えていた。

　否、それは悠の纏まとった棘の鎧よろい。何本も貫かん通つうした棘は、食らいつくようにドロウサイダーを捉とらえて離はなさない。

　突とつ然ぜんの反はん撃げきに、ドロウサイダーは焦あせりを感じた。──この自然界、決定的な敗北にはいつだって死がつきまとうものだ。

　誰だれしもが未体験で、体験する時は全てが終わる。その終わりが眼前にそり立った瞬間、ドロウサイダーは恐怖から腕を引き戻もどす。

　が。腕は棘に絡からめ取られている。

　高速移動を可能とするドロウサイダーの身体は軽く──縮む腕は、ドロウサイダーの身体を浮うき上がらせた。

　『勝者』のもとへ。これから行く場所へ向かって。

「ようやく挨あい拶さつ出来るな」

　死神のもとへと。

　猛もうスピードで向かってくるドロウサイダーを見み据すえて、悠は攻こう撃げき的な笑みを浮かべた。

　『棘皮』。それは『硬質化』と比べると動けない代わりにより攻撃的で、一点にとどまっての防御に優れた能力。しかしこの能力はそれで終わりではなく──

「ブッ飛べ！」

　その棘を、標的へ向けて放つことが出来る。

　そのあり方はまるで砦とりで。引き合う力に導かれて浮き上がったドロウサイダーと、見事勝利を引き寄せた悠。

　どちらがより大きな存在を示すかのごとく浮き上がったドロウサイダーは、その勢いをも足した棘の弾たまに撃ち抜ぬかれた。

　棘の威い力りよくで引き寄せられる力を相殺されて、その場に落ちるドロウサイダー。

　不気味な頭部をはじめ、余すところなく打ち抜かれた異形の絶命は、もはや疑うまでもない。

　痙けい攣れんさえみられない即そく死しだ。魔力が形を失って霧む散さんしていくと、異形のあちこちから血が流れ始める。

　念を入れて確認するが、やはり食べられそうにない──と、悠はぐっと息を吞のむ。

　食べるためではなく、自分と誰かの命を守るための戦い。

　それ自体は、間ま違ちがいではないはずだ。だが今までは、言葉が通じずとも、魔ま物ものとの間には命の相そう互ご通行があった。

　感じている気持ち悪さは、そこにある。

「そうだ、アリシアとシエルは？」

　それでも、その戦いは必要なものだった。結果がどう出るかはまだわからないが、何かを守るための戦いに勝ったのだ

　疲つかれを押し出すように大きな息を吐はくと、悠は後方に残した仲間達のことを思い出した。

　そもそも自分が一人で戦っていたのは彼女らを守るためということを思い出し、足早に戻っていく。

　悠が戻ったのを認めたカティアがクララの肩かたを叩たたくと、内外の出入を拒こばむ防御結界が崩くずれ去さった。

「そっちはどうなってる？」

　聞きつつ見回した状じよう況きようは──良いと悪いが半々、どちらかといえば悪い寄りといったところか。

　最初に気になったのはアリシアだった。

　高山病だろうと判断した悠だったが、それには幾いくばくかの希望的観測も含ふくまれていた。もしも本当に『台地の呪のろい』なるものがあり、それが重じゆう篤とくなものだった場合は打つ手がない。

　だが悠が確認する限りアリシアの様子に悪化は見られず、安定した場所で体を横たえることができているためか、背負っていたころよりもいくらか寝ね息いきが落ち着いているくらいだった。

　これが、良いほうの情報だ。

「……一命はとり止めた、といったところだな」

　そしてこちらが、悪いほう。

　一命はとり止めた──決して悪い報告ではないが、苦く渋じゆうを感じさせる表情は、逆に言えばそれ以上良く言いようがないことを物語っていた。

「二日もあれば傷はふさげるが、動くのはしばらく無理だそうだ」

　その語り口は、クララの代弁である。

　診しん断だんしたクララは玉の汗あせを浮かべて、全力で治ち癒ゆの魔ま術じゆつを施ほどこしていた。

　それだけ集中をしているということだろう。悠の帰き還かん自体は気づいたのだろうが、一言の労いもないというのは普ふ段だんのクララからは考えづらく、それがかえって悠に状況の悪さを知らしめていた。

「わかった。とりあえずは今すぐどうこうって感じじゃなくて安心したよ」

「ああ。ユウもご苦労様。キミに任せてよかった」

　代わりに、カティアは手を差し出してそう労ってくれた。

　向けられた手のひらに一回り大きな同じ形をぶつけると、控ひかえめな祝しゆく砲ほうを思わせる小気味良い音が響ひびく。

　すると、ほんの少しだが悠は疲れが取れる気がした。

「よし、それじゃ俺は夜営の準備をするよ。何かあったら知らせてくれ」

「待て待て、疲れてるだろう。私に任せておけ」

「ん……そうか。悪いな」

「このくらいは当然さ」

　夜営の準備をしようとすると、カティアがそれを代わってくれる。

　出会ったばかりのカティアでは火を起こしたりテントを建てたりといったことは難しかっただろうが、そばで悠を見つつ手ほどきをされた今では慣れたものだ。

　そうしてようやく、平気の平左を気取っていたものの、大分疲つかれがたまっていることを実感した。

　手ごろな岩を見つけて腰こしを下ろすと、無意識に大きなため息が漏もれる。

「ユウ。ありがとう、疲れたでしょ？」

　するとようやくそこで気がついたのか、クララが顔を上げた。

　疲れを労いつつも、その顔は悠以上の疲ひ労ろうが見て取れた。

「あー、いや、そうでもないよ。それより、クララも無理するなよ、な。根こん詰つめて倒たおれたら本ほん末まつ転てん倒とうだしそっちも『どうしようもなくなる』ぞ」

「……うん。でも、もう少し頑がん張ばらないと、だめだから。もうちょっとだけ頑張らせて、ね？」

　疲労にまみれた声での『お願い』はいっそ懇こん願がんにさえ聞こえるくらい、察するに余りあるものだった。

　致ち命めい傷しようをふさぐ、この世界の魔術には、そんなものは存在しない。

　ただしそれは、人々の知る限り、と頭につく。

　歴史から失われたマオル族の魔術ならば、それを可能とすることが出来るのだ。

　しかし当然、奇き跡せきの対価は軽くはなく、莫ばく大だいな魔ま力りよくを要するらしい。

　ドロウサイダーに受けたシエルの傷は深かった。その損傷は決定的ともいうべきで、ヒトが『壊こわれる』には十分すぎるものだ。

　これを治せるのは、この世界に存在しているものではいまクララしかいない。

　だからこそクララが倒れれば、それは叶かなわなくなってしまう。

　悠はそれをそれとなく伝えたし、クララもそれはわかっていた。あえて直接的な表現を避さけたのは、シエルに悟さとらせないためである。

　結論から言えば、患かん者じやに絶望感を与あたえないことを目的とするならばその気き遣づかいは無意味だった。

「……むだ、よ。もう、手て遅おくれなのは、わたしが一、番わかってる……」

　冒ぼう険けん者としての実力とキャリアを兼かね備そなえたシエルには、それが致命傷だったとわかっているからだ。

　人の世界から遠く離れた過か酷こくな地で、放っておけば死ぬ傷を受けた。それは、諦あきらめるには余りある状況だ。

　いまクララが行っていること──瀕ひん死しの人間への治ち癒ゆ魔法というのは、この世界の常識に当てはめるなら一言で『無む駄だ』と表すことが出来る。

　最後の力を振ふり絞しぼって言うのがその無駄を止めることだというのは、相変わらずだと悠は苦笑を抑おさえた。

「起きてたのか。けどもうちょい寝ねてろ、予断を許さないらしいぜ」

　だが、それこそ意味はない。

　何故ならば、余計なことさえしなければその生命は救われるからだ。

　文字通り奇跡を現実に起こす。それがマオルの魔術である。

　なんでもないことのように言う悠にシエルが抱いだいた感情は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだった。

　人が親切心で言っているのに、だとか。状況をわかっていない、だとか。お人好しがすぎるだとか──

　そのほとんどは文句に偏かたよっていたが、それでもドロウサイダーを一人で倒すような少年の日常会話の様な声は、シエルに安心感を与えた。

「たす、かる……の？」

「なんとかなるそーだぜ。クララに感謝しろよな」

　半ば投げやりにも聞こえる悠の指し示す方を見てみれば、そこには疲労にまみれた顔をした少女の顔があって──目が合うと、クララは勇気づけるように、ひどくぼろぼろの笑みを浮かべた。

「わかったら安静にしてろよ。マジで最初──傷口を塞ふさぐまでが肝かん心じんみたいだからな」

　そんな必死の笑顔と、投げやりながらも確かに感じる心こころ遣づかいを受けると、シエルはもう何も言えなかった。

　起こしかけていた上体に込める力を抜いて、横たわる。

「う、ぐ……っ」

　如何いかに治ち療りようをしているとはいえど、致命傷の与える痛みは冒険者生活の中でも感じたことがないようなもので、ついシエルはうめき声を上げた。

　……本当に、助かるのか。二人の態度を見ているとどうもそうらしいが、いまいち実感はなかった。

「聞いても、いい……？」

「安静の範はん囲い内ならな。無理感じたら静かにしてろよ？」

　手持ち無ぶ沙さ汰たになり、シエルはうわ言のように問う。

「なんで、危険をおかしてまで……助けたの？　てっきり、嫌きらわれてると、思ったけど……？」

　ようやく絞り出した一言に、予想以上の体力を使うと、シエルの息が少し荒あらくなった。

　それを咎とがめるような悠の視線から目を逸そらしながら、シエルは返答を待った。

　悠は少しだけ抗こう議ぎの視線を続けるも、シエル自身無理と反省を感じていることがわかったのだろう、間をおいて答えた。

「こないだも聞かれたけど、コレってそういう……助け合って無事に戻もどってこようってイベントだろ？　好きか嫌いかなんて関係ないさ。それに──俺らは、あんたの事を嫌っちゃいないよ。最初は嫌いやな奴やつって思ったけど、アレは注意してたんだってわりかしすぐ気づいたからな」

　疑問に答えると、これ以上体力を消費されては困ると感じたのか、悠は腰を上げる。

「疲れ取れたし、飯取ってくる。ホント何度も言うけど、クララも無茶するなよ？」

　いや──違ちがうか。

　いたたまれなくなって、この場から逃にげたのだ。勿もち論ろん、食事の調達という目的は本当にせよ、だ。

　逸らした顔が濡ぬれている予感を感じて、悠は退散した。

「……優しいでしょ？　私達のリーダーって」

　疲れに震ふるえながらも自じ慢まんげな少女の声に、シエルは小さく頷うなずきを返した。




　　　　◆




「ふいー……こんなもんだろ。日が落ちる前に調達できてラッキーだったなー……」

　完全に日も落ち、焚たき火の優しい光のみが辺りを照らすようになった頃ころ。

　いつもよりもたっぷりと調理に時間をかけた悠は、流石に疲れた様子を隠かくすこともせず、料理の完成を宣言した。

　通常通りの進行ならば、もうとっくに眠ねむっているような時間である。しかし、しばらくはこの辺りで休む予定だ。

　朝早く出発する必要もないことを考えると、むしろ悠にとっては日本に居た頃の生活習慣に近い気がした。

「アリシア、どうだ？　ちょっとは良くなったか？」

「ん……まだつらいですが、さきほどよりは……」

　用意した料理を持ち運びつつ、悠はアリシアに調子を問う。

　これは素直に答えたとおり、まだ具合が悪そうなものの、大分マシにはなっているようだ。

「しかし、意外だな。『台地の呪のろい』が、まさか待っていれば回復するようなものだとは」

「高山病になった場合はホントは下るのが一番だけど、時間をかけてその高さに慣らしても大だい丈じよう夫ぶなんだよな。状じよう況きようを見るに、やっぱ高山病で問題なさそうだ……と。ほい、カティアの分」

「おお、ありがとう」

　高山病──『台地の呪い』についての簡単な補足をしつつ、悠は作った料理を配はい膳ぜんする。

　皿に載のっているのは、うなぎの白焼きの様なものが一点と、濃のう厚こうそうなスープが一いつ杯ぱいだ。

「はは……前に聞かれたが、こんなに早く蛇へびを食べる機会が来るとはな。……しかし、こうして料理になってしまえば、なんとも上品で美しいな」

「蛇って結構美味いんだよな。ちゃんと食品が流通してるような場所じゃあんまり食べる機会も必要もないかもしれないけど……と」

　今日の晩ごはん──その正体は、岩場に生息する蛇だった。

　カティアに聞いたが詳くわしい種類はわからないそうだ。が、悠の能力によって食べられることはわかっている。

　蛇はサバイバルを行うなら、割とどこでも見かける動物といっていいだろう。こんな場所にも生息しているのは、悠にとってはラッキーと言ったところである。

　見た目こそ抵てい抗こう感を覚える者も多く、本当に毒を持っている種類は取り扱あつかいも重要だが、栄養にも溢あふれていて方法さえ知っていれば比ひ較かく的てき簡単に入手できる『肉』の一つだ。

　料理を配膳すると、悠は二人分の食事を持ってアリシアの横に座る。未だ寝ね転ころがるアリシアを優しく起こすと、アリシアは困こん惑わくを見せる。

「……ええと、その。どうしてそばに？」

「いや一人で食えるかなって。まだ結構辛つらいだろ？」

「こ、子どもあつかいはよしてください」

「いやそういうのじゃないから。病人相手だったらカティア相手でもクララ相手でもそうするよ。ほら、食えるか？」

「子どもあつかいでないのなら、よしとしますが……うう」

　まだ具合の悪いアリシアの食事を補助するべく、悠は普ふ段だんはあまり取らないスキンシップを積極的に取ってくる。

　これで結構、悠はシャイだ。女の子にドキドキする健全な青少年の一面もしっかりとあり、手が触ふれたりすると意味もなく謝ったりする。

　しかし、病人の看病を目的とした悠は、積極的にアリシアの動作を補助していた。

　子どもあつかいをするなと言いつつも、なぜだか緊きん張ちようしている自分の子供っぽさを自覚して、アリシアは半ばやけくそ気味にその看病を受け入れることとした。

　正直に言えば、まだ身体を動かすのは辛い。悠の申し出を受け入れることこそが一番かしこい選せん択たくだと自分に言い聞かせ、悠に身を委ねることにするアリシア。

「ほい、口開けて」

「あ、あー……」

　だが目の前にスープを持ってこられると、なんだかそんなのもどうでも良くなってくる。

　ここで、アリシアは初めてスープの中身に目をやった。

　つるりとした細い肉は、多分蛇のものだろう。なるほど、カティアの言う通り上品な見た目だ。カラフルな鱗うろこに身を包み、うねっていた大だい蛇じやと同じものとは思えない。

　そして、よく見ればそのスプーンの中にはキノコが入っていた。

　スープから立ち上る湯気を控ひかえめに吸うと、こってり濃厚ながら嫌いや味みのない匂においを感じる。いかにも滋じ味み溢あふれるといった香かおりに、アリシアは目をとろんとさせた。

「……はむっ」

　啜すするのがなんとなく嫌で、アリシアは差し出されたスプーンをまるごと口の中に入れる。

　……すると──口の中で、生命が弾はじける。

「……！　んん、ん！」

　一言で説明すれば、それは複雑に絡からみ合った旨うま味み。

　白く濁にごった液体には蛇とキノコの他にも各種香こう辛しん料りようや塩で味が調えられていた。

　そのバランスの良いこと。そして、それらを纏まとめ上げる蛇の旨味のなんと芳ほう醇じゆんたることか。

　蛇が滋じ養よう強きよう壮そうによいとされるのはこちらの世界でも有名な話で、アリシアは一口スープを口にしただけでその話が本当であることを悟った。

　牛のテールスープ？　いやそれよりももっと上品だ。コンソメ？　それよりもずっと力強い。

　飲んだはしから、身体に染み渡わたっていくような温かさを感じる。蛇に感じていた臭くさそうというイメージは今一いつ瞬しゆんで払ふつ拭しよくされた。

「……っおいしいです！　へびがこれほどのものだとは……」

「蛇って結構ウマいんだよな。独特の味があるっつうか。蛇！　って味だよな」

　頭痛も忘れてこくこく頷くアリシア。

　向かいでそれを見ていたカティアは、いつもの調子が戻ってきたと苦笑する。

「食べられそうになければ残しても……って思ってたけど、その様子なら白焼きの方も食べられそうだな。行ってみるか？」

「ぜひおねがいします」

　悠も、それは感じていたようだ。アリシアの食べっぷりは、料理を作っている悠としては非常に好ましいものだ。

　白焼きにザビィの根をわずかに載せ、一口大をアリシアの口に運ぶ。

　これが中々面白く、地球の蛇といえば大体が鳥に近い食感だ。しかしこのほぐれ方は穴子やうなぎなどに見られるようなもので──

「ん……ふわぁ……」

　味もまた、格別だ。

　滋味あふれる濃厚な旨味。焼けばそれはなお凝ぎよう縮しゆくし、嚙かみ、解れるたびに魅み惑わく的な食感と優しい口当たりを生み出す。

「つよいうまみとやわらかしょっかんがみりょくてきです……しかしザビィのねのかおりが全体を上品にまとめている……スープもですが、どちらものうこうでいながらさっぱりとしたあとあじで、ひじょうに食べやすいです……」

「本当だな。これはちょっとした衝しよう撃げきだ。食べ物は見かけによらないものだな」

「俺の住んでた方じゃ、ゲテモノほど美味いってよく言うからな。それは極きよく端たんだと思うけど、ちゃんと素材を活かした料理をすれば、結構うまいものってあるもんだぜ」

　蛇に対しては抵抗感を口にしていたカティアも、これには舌した鼓つづみを打つ。

　ゲテモノという言葉自体悠は好きではなかったが、そういったものに抵抗を持つ人が多いのは事実。これが際どい料理に挑いどむ足がかりになればいいな、と思う。

　……本音をいえば、悠は虫にだって挑ちよう戦せんしたかった。流石にそれはハードルが高いだろうし、カティアがまず無理だろうが。

　思いを胸に秘め、悠はアリシアに食事を与あたえていく。

　一口ごとに幸せそうな顔をして、目を輝かがやかせて──よく見るとアリシアは非常に表情豊かだった。

「んぐ……あの、どうかしました、か？」

　気がつけば、悠は自分自身でもわからないほど自然に、穏おだやかな笑みを浮うかべていた。

「あー、いや。アリシアが嬉うれしそうに食べてくれるのが、嬉しくてさ。体調の方、良くなったか？」

「……む、人のかおをじろじろ見るとは中々いいしゅみですね。……ですが、はい。しょくじのおかげか、体力がもどってきた気がします」

　そんな悠の表情が見ていられなくて、アリシアは逃げるように顔を逸した。

　カティアの位置からは顔が真っ赤になっているのが丸見えだったが、焚き火のせいという事にしてやるカティア。

「気に障ったなら謝るよ。でも、良くなったんなら、よかった。しっかり休んで、ちゃんと元気になろうな」

　しかし追い打ちのように、悠は優しい声色で、そう告げた。

「～っ、な、なら、さっさとねることにします！　もうねむいので！」

　その声が、アリシアにとってはとても温かく感じられた。

　優しく包み込むような声。先程から食事を食べさせてもらっていたという事実。

　その温かさが──覚えていない父を思い出させた。

　どこまでも事務的な研究員しか知らないアリシアにとっては、そのぬくもりは妙みようにむず痒がゆかったのだ。

「おいおい、無茶するなよ。ほら、テントまで運んでやっから、な」

「……はい」

　だが、悪い気はしない。むしろ、心地好い。

　つんけんしていた態度を収めて、アリシアは悠に身体を預けた。力強い手から伝わってくるぬくもりに身を委ねると、アリシアは『午ご睡すい』の力とは無関係の眠ねむりに落ちていく。

　それは、彼女にとって本当に久しぶりのことだった。

「すぐ寝ねちまったな。やっぱ疲つかれてたんだろうなあ」

「……まあ、なんだ。キミはもう少し……いや、なんでもない」

「？」

　アリシアをテントに寝かせた悠が戻もどると、カティアはなんとも言えない苦々しい表情をしていた。

　その表情の意味を問う暇ひまもなく、カティアが立ち上がる。

「私もそろそろ眠い。一足先に眠ることにするよ、おやすみ、ユウ」

「ん、ああ。おやすみ」

　一体何を言いかけたのか。

　それは気になるところだったが、寝ると宣言した以上引き止めて聞くほどでもない。

「ふあー……ってか俺も眠いな。クララ達の様子を見たら寝るかー」

　自分自身も今日はよく動いたことを思い出して、悠も立ち上がった。

　先程はちょうど治ち療りようが山場だったので、まだクララは食事を取っていない。

　ついでに差し入れにしようと、悠は温めた食事を持って小さなテントに向かう。

「よっ、飯持ってきたけど、食えるか？」

「あ……ユウ。うん、食べるー……ようやく一段落だよお……」

　テントの中では、ぐったりしたクララと、ばつがわるそうなシエルが微び妙みような空気を醸かもし出していた。

　が、悠が食事を持ってきたことを確認すると、クララは縋すがるように飛びついた。

「ふわわわわわ～……じんわりおいしい……」

「口に合って良かったよ。結構好評だったぞ、このスープ」

　温かく滋味に溢れるスープを飲むと、魔ま力りよくの回復が行われた事もあってクララも幾いく分ぶんか元気を取り戻したようである。

　この分だと、大分無理をしたようだ──と思いつつも、悠はクララを咎とがめることはしなかった。

　きっと、そうしないと今ここでシエルが居心地悪そうにしていることもなかったのだろうから。命を救ったクララを、どうして責められようか。

「えーっと、シエル。でいいか？」

「……構わないわ」

　それよりも──悠は、小さく縮こまっているシエルの名を呼んだ。

　まだ初対面の人を名前で呼ぶのは慣れないと思いつつ、悠はスープを差し出す。

「あんたの分も作ってきたからさ、よければ食ってくれ。スープなら食べやすいだろ？」

　悠自身、自分の料理の体力・魔力を回復させる効果が高いことは薄うす々うす気づいている。

　シエルの分も用意したのは、回復効果を期待してのものだ。

　しかし──

「……いらない」

　シエルは、スープを受け取ることを拒きよ否ひした。

　その理由にも、悠はなんとなく心当たりがある。

「施ほどこしは、できるだけ受けたくないの。こうやってなんとか生かしてもらってるだけでも、十分すぎるのに」

　そう──どうも、シエルはプライドが高いようなのだ。

　いや、プライドが高いと言うよりは、色々と喧けん嘩かを売った手前というのがあるのだろう。

　最初は治療さえ拒否しかけていたようだし、一人で活動していたこともあって貸し借りを嫌きらう気持ちが強いのだろう。

　しかし、意地を通すことにおいて、悠は強敵だ。

「んなこと言うなよ。施しってか治療の一いつ環かんだよ。食わなきゃ治るもんも治んねーぞ。迷めい惑わくだ何だってんなら、かえってそっちのほうが迷惑になるぞ？」

「そ……そういう事言うの？」

　普ふ段だんはある程度気の回る悠だが、だからこそかこういう空気で押し通す時には、相手の弱いところを遠えん慮りよなく突く。

　半ば無意識ではあるが、相手としてはずばずばと痛いところを突いてくる、といった妙な理り不ふ尽じんさがあるのだ。

　それに──今回の場合は、それが食を巡めぐってというのも質が悪い。

　このまま押し問答が続くと思われたが、その瞬しゆん間かんにシエルの腹が小鳥がさえずるような音を立てる。

　……そう、食事をいらないで通すには、悠の料理は暴力的なまでの香りを放っていたのだ。

「ほらー腹減ってんじゃん」

「～ッ！」

　クララもこれには同情する。

　お腹の音を聞かれるのは、女の子としてはやっぱりちょっと恥はずかしい。それを突っ込こまれれば恥ずかしさは倍増だ。

「わ、わかった、食べるったら……」

　結局、長期戦に持ち込むこともなく勝負は終わった。

　いや、こうなることが決まっていたのなら、それは勝負とも言えなかったのかもしれない。

　満足気にスープを渡す悠からそれを受け取ると、やはり良い香かおりが鼻をくすぐる。

　……端たん的てきに言って非常に美味しそうだと思ったシエルだが、こうなると中身が気になる。

　こんな山の上で、これほどの料理が作れるものなのか？

「参考までに聞くけれど、これ、なんのスープ？」

「え？　蛇へび」

「へ、蛇!?　蛇ね……」

　その答えを聞くと、それは意外とあっさりと受うけ渡わたされた。

　しかも、ヘヴィなものが軽い調子でだ。
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「やっぱ苦手だったり？　でも健康にいいっぽいぞ」

「……知ってるわ。食べたこと、あるから」

　しかし会話が一歩前に進むと、今度驚おどろいたのは悠だった。

　この世界でもサバイバルの一環として魔ま物ものを食べることはある──が、それを悠達と同じくらいの少女がするのは、意外だったのだ。

「まだ私がパーティを組んでた時に──極きよつ圏けんに置き去りにされたことがあるのよ。その時にね」

　シエルは、自じ嘲ちよう的に苦々しい記き憶おくを語る。

　止むに止まれず口をつけた苦く渋じゆうの味、とでも言うべきだろうか。

　掛かける言葉が見つからず、悠とクララは顔を見合わせる。

　極圏に一人置き去りにされる。その行動の意味を考えると、何も言えない。

「その時に食べ物も一いつ緒しよに持ち逃にげされたものだから、魔物を食べるしかなかったの。強い魔物は美味しいって聞いてたけれど、その時は砂でも嚙んでるみたいだったわ。……気にしないで。私に人を見る目がなかっただけだから」

　それは、彼女が一人で行動している理由なのだろう。

　過去に思いを巡らせつつ、シエルはスープを一口啜すする。

「……美味しい。蛇って、美味しかったのね。……ありがとう」

　その味は言いようがなく豊かで、優しかった。

　穏やかに微笑ほほえむシエルは落ち着いている様子だ。傷のことを考こう慮りよしても酒場で絡からんできた少女と同じには見えなくて、悠は思わず問いかける。

「えーっと、その、なんだ。なんだって、酒場じゃあんなふうにしてきたんだ？　……わざわざ憎にくまれ役をやることもねーだろ」

「……なんでと言われると困るけど、そうね。私のような冒ぼう険けん者を出さないのが目的になるのかしら。私の仲間だった人たちが私を見捨てたのは、一言で言えば未熟だったからよ。極限状態では、人は何をするかわからない。……その時は結構仲がいいと思ってたからそんなことはないと思ってたんだけどね。貴方達にも、私のようになって欲しくなかったのかも。単純に、羨うらやましかったというのもあるかもしれないわね」

　その答えは重かったが、それでもシエルなりの過去との付き合い方はあるようで、悠は短くそうかと返した。

「結果は、この通りだけど。貴方達が居なかったら、私は間ま違ちがいなく死んでいた。改めて、お礼を言うわ。……ありがとう。良ければ、貴方達の名前を聞かせてくれる？」

「悠だ。ユウ＝カズサ」

「クララ。よろしくね、シエルさん」

　だが、礼を言うシエルはなにか憑つき物が落ちたような顔をしていた。

　時折傷の痛みに顔をしかめるものの、元気を取り戻してきたという事もあって、悠とクララは笑顔で申し出に答える。

「ええ、よろしく。……話したら、少し疲れたわ。もう、寝てもいいかしら」

「そうした方がいい。人生うまい飯と適度な睡すい眠みんがあれば、なんとかなるもんだ」

「ふふ、極圏ここじゃそれを用意するのが、一番難しいのだけど」

　軽口を交わすと、シエルはすぐに寝ね息いきを立て始めた。

　気き丈じように振ふる舞まってはいるが、未だに傷は重いままで、ここまでやってきた疲ひ労ろうもあるのだろう。

　悠とクララは静かにシエルのテントを出る。

「今日は色々あったなー……クララも、お疲れ様さま」

「本当だね。私なんかより、ユウの方が疲れたでしょ？」

「どっちがってことはないだろうよ。シエルが生きてるのは、クララが居たからこそなんだぜ」

　外に出てみるとそこは満天の星で、二人はそれぞれのテントに戻もどることもせず、なんとはなしに岩へと腰こし掛かけた。

　少しの間、穏おだやかな沈ちん黙もくが流れる。

　だが星がまたたくと、クララはため息のように呟つぶやく。

「最初に私とユウが出会った時、ユウもこんな気分だったのかな？」

「うん？　どういう意味だ？」

　空の輝かがやきに思いを馳はせるように、クララは過去を想起する。

「なんとなくなんだけどね。シエルは自分の事を見捨てろって言ってたでしょ？　あんなに毅き然ぜんとはしていられなかったけど、私もユウに同じこと言ってたなーって。……でも、ユウは私を見捨てなかった」

「そりゃまあ……あの時は、フツーそうするだろ？」

「そう、それ。普ふ通つうじゃないよって、あの時は思ってたんだ。自分の命だって危険なのに、誰だれかを助けるなんて出来ないよって」

　しみじみと語るクララが顔を覗のぞき込むと、悠は昔の自分を思い出すのと同時に──今のこの状じよう況きようが、少し気き恥はずかしかった。

　それでも目を離はなさずにいると、クララは笑って、また星を見る。

「でもこうやって私じゃなきゃダメなんだって状況にあったら、私もその時のユウの気持ちが、ちょっとだけわかった気がするんだ。……ちょっとだけ、追いつけたって、そう思ったの」

　空に手を伸のばし、クララはそう言った。

　星の落ちた目はきらきらと輝いていて、宝石のように美しい。

　ふとした拍ひよう子しに、悠はクララがとてもかわいらしい女の子であることを思い出した。

「……追いつけたも何もねー、クララは凄すごいよ。クララにしか出来ないことだって幾いくつもあるし、ぶっちゃけ──俺が同じ立場に居ても、マオル族の謎なぞとか調べなかったと思う」

　けれど、悠はもう恥ずかしがらずに、自分の思いを伝えた。

「居なくなった種族の最後の一人だって、自分がそうだったら俺は『そうかもしれない』で終わらせてたと思う。美味くて珍めずらしいものが食べられりゃ満足だったと思う。でも、それが悪いこととは思えない。それだって、クララの考えだって、確しつかりとした『自分』ってやつなんだ。俺は、そういうのを持ってる人は、スゲーって思う」

　真っ直ぐにクララを見る目は、真面目で。

　思わずクララは引き込まれそうになった。それは、月よりも強く輝いて見えたから。

　けれど、そんな真面目で居られる時間は、それほど長くなかった。やっぱり真正面から見つめ合うと、恥ずかしい。
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「ふふ、ありがとう、ユウ。私、ユウと会えて、良かったよ」

　しかし、その時はそれだけでは終わらなかった。

　目をそらす間もなく告げられる感謝の言葉に、悠の顔は真っ赤になった。

「お、う。その、まあ、俺もだ。……ちょい、水汲くんできてから寝ねるわ。それじゃ、また明日！」

「うん、また明日」

　逃げ去さるように別れと再会の挨あい拶さつを告げると、悠は宣言通りに近くの水場へ水を汲みに行く。

　そうは言いつつも、きっと寝るまでは時間がかかるだろうと思う悠だった。








第七話　信しん頼らい









　シエルを保護してから、二日後の朝。

　悠ゆう達は一堂に会して顔を合わせていた。

　目的は、現状の発表会とでも言うべきだろうか。

　集まって顔を合わせるくらいは珍しいことでもなんでもないと思われるかもしれないが、立ち上がることも出来ない重じゆう症しよう人がいた事を考えれば、それは快挙と言える。

「すごい……まさか本当に、あの傷を治す魔ま術じゆつが存在しているなんて思わなかったわ……」

　そう、それはシエルの存在だ。

　ドロウサイダーに腹部を刺さされ、致ち命めい傷しようになり得る傷を負った冒険者の少女、シエル＝フランセル。

　クララの必死の治ち療りようを受けた今、彼女は歩くくらいならば出来るようになっていた。

「まだ軽く塞ふさいだだけだから無理しちゃダメだよ。たとえは悪いけど、乾かわいてない糊のりで貼はり付けているような状態だから、ちょっと動いたらすぐに傷口が開いちゃうんだから」

「わ、わかってる。素直に言うことを聞くわ」

　弾はずむ声を抑おさえつけるのは、ここしばらくつきっきりで治療にあたっていたクララだ。

　釘くぎを刺さなければ動き回りそうなシエルをたしなめると、流石にクララには頭が上がらないのか、シエルは焦あせり混じりに弁明をする。

「けど大したもんだなあ。まさか二日で歩けるまでになるとは思わなかったぞ」

「前々から凄い力だとは思っていたが、これほどとはな」

　悠達はそんなやり取りを見つつ、クララの力を評価する。

　距きよ離りが近く、聞こえないというわけもなく、突とつ然ぜんの称しよう賛さんを受けたクララは目を瞑つぶって面映ゆさを表している。

「アリシアも治ったみたいだし、そろそろこれからどうするかを決めないとなあ」

「そのせつはどうも。わたしのほうはかんぜんふっかつです」

　しかしこうして集まったのも雑談だけが目的ではなく。

　アリシアも完治をうたい、シエルもひとまず歩くだけは出来るようになった。

　となると、それは時の流れのように。いつまでも同じ場所にとどまっているわけにはいかない。

「んで、まあ……ぶっちゃけ、これはシエル次第になるな」

「わ、私？」

　それを決定するのが、シエルだ。悠は、そう考えていた。

　カティアやクララも異論はないらしく、戸と惑まどうシエルに頷うなずきを返している。

「だってそうだろ。行くにしたって戻るにしたって一人じゃ無理だし、ここらで調達できない物資はどうしようもないから、ずっと留まってもいられない。だから、そろそろ決めておきたいんだ。行くか、戻るかを」

　しかし悠が語調を正すと、皆みな一様に静まって、話を聞く。

　提示された単純な二択たくは、この場で最も重要な選せん択たくと言えた。

　一つは、帰る道。これは、最も単純で安全な方法だ。

　極きよつ圏けんの攻こう略りやくを諦あきらめ、五人で大陸へと戻る。物資にも比ひ較かく的てき余よ裕ゆうを持って、事故に気をつければ高確率で遂すい行こうすることが出来るだろう。

　もう一つが──行く道だ。このまま先へと進み、極圏の攻略を続行する選択。

　当然この辺りより魔ま物ものは強くなり、より困難な道が予測される。行ってから帰る分、物資にも余よ裕ゆうはなくなる。このままここにとどまれば、この選せん択たく肢し自体が消えるだろう。

　しかし悠達の目的は、最高記録ではなく頂の調査だ。できれば完かん遂すいしたいところではあるが──一人の命を預かっている以上、悠達でこれを決めることは出来ない。

「それを決めるのは、私ではないでしょう？」

　諦めるか、続行か。シエルに委ねられたのは、そんな単純で重い二択だった。

　その重さに、シエルは声に冷静を保ちつつも冷たい汗あせを流す。

「いいや、シエル以外ありえないんだよ。俺たちは、元はこのまま天辺を目指すつもりで居た。でも、今はシエルがいる。言っちゃなんだが、今シエル一人で下まで戻るのは絶対無理だろ。でも俺たちなら、そのサポートが出来るし、身体を治療しながら歩いていける。一いつ緒しよに行動するのは、絶対条件だ」

　悠に言われたことは、シエルだってわかっていた。

　自分一人で十分──とは口が裂さけても言えない。それはここまでして見捨てろと言っているのと一緒だし、それは必死に自分を治療してくれたクララにつばを吐はき捨すてるような行こう為いだからだ。

　息をつまらせるシエルに、悠は続ける。

「誰かの命を、自分達の都合で危険に晒さらすってのは、俺には正直ちっと重い。だからもしシエルが降りたいっていうなら、俺は喜んで撤てつ退たいを選ぶよ。……だけど、もしもシエルが俺達を信頼してくれるっていうなら──それはもう、仲間だ」

　責任の重さに頭を垂れていたシエルが、悠の言葉にはっと顔を上げた。

「仲間が一緒に上に行きたいって言うなら、それが多少の無茶でも絶対に見捨てたりはしない。結果的に尻しつ尾ぽ巻いて帰る事になるかもしれないけど、最後まで一緒だ。……シエルは、どうしたい？」

　仲間。

　手を差し出して、悠はそう言った。

　自分の身の上を知った時点でその言葉を使うとは、なんて軽々しい──と、前のシエルなら憤ふん慨がいしただろう。

　しかし彼らは、自分達の身も顧かえりみずに救ってくれた。

　極圏では、基本的に滞たい在ざい時間が延びるほど危険度は高まると言っていいだろう。少なくとも悠とカティアはそれを理解している。にもかかわらず、悠達は全力をもってシエルの保護にあたった。

　安全を確保するだけでも大変なのに、食事まで用意して──そもそも、確実に死んでいたはずの致命傷さえ塞いでくれている。

　この二日間で悠達が使ったリソースは、莫ばく大だいなものと言えた。

　それを、彼らはひけらかすこともせずただ与あたえてくれたのだ。

　信頼が出来ないわけなど、ない。

「……一緒に、いきたい。上に、貴方達と共に」

　悠が言う通り、冒ぼう険けん者として『輝かがやきの台地』の解明は悲願だ。

　頂上の輝きの正体は、そこから見える風景は、困難を踏とう破はした名めい誉よは。あらゆる冒険者が追い求めてやまないものだろう。

　だがそれよりも、今のシエルには──悠達の仲間になる、それが何よりも輝いて見えた。

「今までの非礼を、今ここで詫わびるわ。……ごめんなさい。だから、私を貴方達の仲間にしてほしい」

　差し出された手を握にぎって、シエルは悠の熱い眼差しを見返した。

　もう、俯うつむかない。きっと前のようにはならない彼らだから、自分は彼らを信じる。

　迷いを捨てたシエルの手から伝わってくる力は、力強いものだった。

　悠は笑ったまま、右の口角を吊つり上げる。

「一緒に行けるんだね！　これからよろしく、シエル！」

「彼らと一緒だと苦労も多いぞ。……それもまた、楽しいけれど。よろしく頼たのむ」

「アリシアです、よろしく。出会ったときのことは水にながしましょう」

　彼が認めるのなら、仲間達も認めない理由はない。

　口々に挨あい拶さつを返されたのが嬉うれしくて、込み上がってくる熱いものを抑えつけるように、シエルは強く頷いた。

「よっしゃあ！　それじゃ出発と行こうぜ！　頂上までは、後少しだ！」

「ええ──これから、よろしく」

　固く握った拳こぶしを解いてそう宣言すれば、シエルはもう元の調子に戻もどっているように見えた。

　少しだけ、シエルは離はなした手を名残なごり惜おしそうに見つめていたが──やがて、頭かぶりを振ふって、前を向き直す。

　これからは、握あく手しゆなどしなくても、仲間であることを確かめられる。

　それは、もう後ろは見ないと言っているようだった。

　元のクールな表情を取り戻したように見えるシエル。

　だがその目には、確かに何か熱いものが宿っていた。








第八話　規格外









「それはロック・ジンよ。魔ま力りよくで岩を繫つなぐことで可動しているから、継つぎ目を切り放していって。断ち切られた魔力は、再接続に時間がかかるわ」

「あいよ！　っても、細かい動きは苦手なんで、カティア頼む！」

「任された。援えん護ごは任せたぞ」

　シエルを仲間に加えた翌日、悠ゆう達は『輝きの台地』攻略も残すところ後一層という所まで来ていた。

　そこで、悠達は岩の身体を持つ魔物と対たい峙じしている。

　後方に残した三人──クララと、アリシア、そしてシエル。その内、シエルから伝達された情報を元に、悠とカティアは情報を組み立て、お互たがいの長所を活かして立ち回っていく。

　巨きよ軀くを持つ岩の魔物を前に、悠はゴーレムを連想した。

　が、シエルの言う通り、岩を雑につなげて人形を作ったような形の魔物は、魔力で岩ごとをつなぎ合わせて関節の動きを再現しているようだ。

　どちらかといえば、ゴーレムよりも『精せい霊れい』だな──などと思いつつ、悠は猛もうスピードで体の横を通り抜ぬけていく岩の拳を通り抜けて、ロック・ジンの足元へと潜もぐり込んだ。

　手のひらに魔力を集中し、叩たたきつけるように地面へ放り投げる──すると、岩の足の下から大きな棘とげが突つき出してくる。

　『罠わなの芽』を足元に直接生成することで、直接棘を放ったのだ。

　『罠の芽』で生成された棘は岩の塊かたまりを刺さし貫つらぬくには至らなかったが、その強きよう烈れつな勢いによってロック・ジンは脚あしを持ち上げられ、転てん倒とうする。

　不ふ揃ぞろいな石を束ねただけの存在だ、重量はあっても安定は悪いらしい。

　このレベルの戦せん闘とうにおいて、その転倒という隙すきは決定的である。

「素晴らしいぞユウ。──これならば、決められる」

　悠の背後から、カティアがその姿を現す。

　剣けんは既すでに抜き放はなたれていて──一から二へ。流れるように剣は軌き道どうを変え、三と四。

　カティアの剣はそれぞれ右みぎ腕うでと右みぎ脚あしを、返す剣で左脚と左腕を岩の胴どう体たいから切り離した。

　すると、胴体だけになった岩の塊──今や石ころとさほど変わりがないそれから、土色の光が飛び出していく。ロック・ジンの本体である魔力そのものだ。

「流石にアレは食えそうにねーや……残念だな」

「はは、残念そうだな。キミらしくていい」

　ぱん、と一度ハイタッチを交わすと、悠はしゃがみこんで、ただの石せつ塊かいを残念そうに突つつき始める。

　それを見ていたクララは歓かん声せいを上げて、抱だきつかれたアリシアは鬱うつ陶とうしそうに眉まゆを顰ひそめた。

「……なるほど、大したものね」

　一人、シエルは冷静に観察していた戦いの感想を漏もらす。

　それに気がついたのか、悠はカティアを伴ともなって仲間のもとに帰き還かんする。

「よー、どうだった？　俺達も結構やるもんだろ？」

　シエルの視線への返答は、地球でいえばバク転を決めた友人が、ちょっとした自じ慢まんをするような──そんな気軽さで行われた。

　結構……どころではない。が、それをわかっているのはどうにもシエルを除けばカティアのみであるようで、シエルは握った拳を震ふるわせた。

　端たん的てきに言って、理り不ふ尽じんであった。

　ロック・ジンは、危険度が高く認定されている極きよつ圏けんで見られる強敵だ。輝きの台地でもその発見例はあるが、先日のイグラパルドのようにたまたま降りてきたものが確認されているだけ。それだって、幾いくつかのパーティが協力しあってようやく逃にげ切れたからこそ報告された目もく撃げき例だ。

　それを、情報を知っているとはいえたったの二人で軽々と撃げき破はしてのける──そんなのは、はっきりいって常識はずれもいいところだった。

　シエルはそのあっけらかんとした様子に怒いかりさえ感じていたが、すぐにそれも呆あきれに変わる。

「まったく、大したものだわ。食べることで魔ま物ものの能力を取り込むなんて。そういう特別な力を持つ人はたまにいるけれど、貴方のは規格外ね」

「そうらしいな。だから、あんま他の人には言わないでくれると助かる」

　『スキル』の存在はザオ教の機密の一つだが、それが人に根付く力ならば、表立たずともその存在は認知されるものだ。

　まことしやかに噂うわさされる与よ太た話の一つとして、シエルはそれを知っていた。が、悠のそれは考えるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるくらいの常識はずれだ。

「それに、カティア。貴方の剣けん術じゆつも凄すさまじいわ。……貴方の力はわかりやすいし、すぐに『特級』認定されるでしょうね」

「私の取り柄えはこれくらいだからな。しかしランクの方は縁えんがなさそうだ。私はまだザオ教の神しん殿でん騎き士しでいるつもりなのでね」

「……そう、残念だわ」

　加えて、カティア。彼女はまた『単純に強い』。ただしこれも、呆れるほどにだ。

　冒険者には、その実力を格付けする『等級』が存在する。これは実績や認定の手続きによって振り分けられる冒険者の実力の目安だ。この極圏に行くなら等級は幾つ以上が好ましい、といった判断材料などに用いられている他、なにか目的があるものが冒険者に代行を依い頼らいする際に『但ただし冒険者は○級以上であること』などギルドからの斡あつ旋せんの条件の一つとして設定したりする。

　これは五級から始まり一級が最も上の等級となるが、例外として『規格の外』に特級として振り分けられる者達もいる。

　卓たく越えつした剣術に、多くの戦いをくぐり抜けてきた故の目の良さ・戦せん闘とう勘かん。そして、膨ぼう大だいな魔力。カティアは問答無用で『特級』に振り分けられるだろう。

　シエルは冒険者として、何かを判断する時見た目に頼たよることはない。しかし、自分は挑ちよう発はつのためとはいえ、初対面のカティアを子供扱あつかいした。そればかりは、あの時の自分の愚おろかさを殴なぐってやりたいと思う。

「貴方、クララの治ち癒ゆ魔ま術じゆつも言うまでもなく桁けた外れだし……」

「へっ？　わ、私はそんな、別に大したものじゃ……」

「怒おこるわよ。ある意味貴方が一番おかしいの。まったく、いったい貴方達はどれだけ規格外なのかしら」

　そして何よりも、クララだ。

　治癒魔術師自体は貴重なものの探せばそれなりにいる──が、致ち命めい傷しようを何の儀ぎ式しきもなしに治す魔術師など、聞いたことがなかった。

　彼女自身の負担も無視できないものとはいえ、一体彼女が居ればどれだけの冒険者が無む駄だに命を散らさずに済むのか、ある意味ではクララが一番とんでもない能力の持ち主と言える。

　……こうして、仲間の一員になって、シエルは思った。

　なんと常識はずれなメンバーが集まっているのだろうか、と。

　魔物の力を使う悠に、文字通り右に出るものが居ないような剣術を使うカティア。そして『奇き跡せき』そのものの存在であるクララ──

　今でこそ自分もその一員だが、先程の戦いを見て感じた怒りの正体に、シエルは気付く。

　一言でいえば、ズルかったのだ。これほどの存在、特級認定を受けている冒ぼう険けん者パーティを巡めぐっても一人いるかいないかだ。それが三人。それはもう、資源の独どく占せんと言っていいほどに質が悪い。

　これほどの人材を一箇か所しよに集めるのは横暴そのものだ。しかし厳密には彼らはまだ冒険者ではないのだから別にそれも悪くはなく、そもそも好きで集まった者達に独占も悪徳もなく──

　頭を押おさえて、シエルはため息を吐はき出す。とはいえこれからはそんな規格外に慣れていかなければならないのだ。常識はずれを常識にしていく必要がある。それを考えると気が重い。

　しかし、シエルはまだ一つ読み違ちがえていた。

「ちょい。だれかをわすれてはいませんか」

「……貴方、確か私が面めん倒どうになっている間はほとんど寝ねていたわよね。貴方もなにか出来るの？」

　それは、アリシアの存在である。

　彼女もまた、紛まぎれもなく規格外の存在だ。

　シエルはそれを、身をもって体験することになる。

　何が出来るのか、と聞かれたアリシアは、頰ほおを膨ふくらませてシエルを指さした。

　小さく、すべすべした苦労を知らなそうな少女の指──シエルは、そこまで考えて意識を落とす。

「おい、シエル、シエル」

「……はっ。え？　……えっ!?」

　数十秒ほど眠ねむってから、シエルは悠に身体をゆすられて、ようやく自分が眠っていた事に気がついた。

　事前の眠ねむ気けはまったくない。にもかかわらず、シエルは熟じゆく睡すいしていたのだ。

　時が飛んだような感覚に驚きよう愕がくし、揺ゆられて起きた現状に気づき──不敵に微笑ほほえむアリシアへ振ふり返る。

「みをもってたいけんしましたね。これがわたしの『まどろみ』です」

　勝ち誇ほこり──控ひかえめな──胸を反らしたアリシアに告げられて、シエルは背筋をぞっと冷え上がらされた。

　あまりにも異質。油断していたとはいえ、一いつ瞬しゆんで眠りに落とされた。それが意味するところへ思い至り、戦せん慄りつする。

「アリシアがやらかしたみたいだから説明はそこそこにするけど、すげえだろ？　この他自分を眠らせることも出来たり、自分が眠っている間にも起きている時と同じように周囲の状じよう況きようを把は握あくできたりするらしいぜ」

　説明を引き継ついだのは悠だ。

　自分が説明したかったのに何をする──とアリシアが悠を小刻みに殴る。

　微笑ほほえましい子供のようだが、シエルはそれを微笑ましくは思えなかった。……実際、悠は結構な力で叩かれていて、そりゃディミトリアスも痛がるわけだなどと思っていたわけだが。

　ぽかぽかとでも擬ぎ音おんがつけられそうな攻こう撃げきだが、あそこにナイフが握にぎられていれば、眠っている者にはどうしようもないだろう。

　眠る。その無防備さを考えればアリシアの力もまた規格外といえた。

「ごめんなさい。言い方は悪いけど、その。見くびってたわ。でも、もう凄すごさはよくわかった」

「おお……？　いがいにもすなおですね。そうおっしゃるのでしたら、わたしのほうはまあ」

　アリシアは最初の出会いを少しだけ引きずっていたのか、本当に意外そうに驚おどろいてから、素直に謝罪の言葉を受け入れた。

　しかしこれでいよいよ、四人全員がとんでもない能力を持っていると知り、シエルは肩かたを落とす。

　今の自分は、完全に足手まといだ。傷はまだ塞ふさがりきっておらず、激しい運動をしてしまえばすぐにでも生命の危機があるような状態──いや、完治していたとしても力になれるかどうか。

　明らかに気分を落としているシエルに悠が気づいたのは、偶ぐう然ぜんだった。

　原因はわからないが、なにか落ち込んでいる。珍めずらしく、悠だけがその事に気がついていて、なにか声をかけるべきか迷った。

　声をかけるならばクララ達が居ない時にそれとなく聞くべきか？　不器用故に答えは出ないが、ふとそんな事を考える。

　しかしそれもつかの間。

　少し目を離はなしてから戻もどすと、そこには落ち込んでいた少女のものではない、強い光が瞳ひとみに宿っている。

「私も、頑がん張ばらなきゃ」

　どうやら、心配はいらないようだ。

　もともと気が強そうな奴やつだと思っていたが、そのとおりだったようで。

　力不足ならば、力をつければいい。シエルは単純かつ最も選ぶのが難しい選せん択たく肢しを、迷わず選び取っていた。

「よし、じゃあそろそろ午後の部と行きますか！」

「そうですね。ようやくおわりも見えてきたところですし」

「シエルはまだ無理しないでね。無理すると、もっと時間がかかっちゃうんだから」

「ええ、肝きもに銘めいじているわ」

　焦あせりを感じないわけではない──が、目標となる者達が手を差し伸のべてくれている。

　それでもきっと立ち止まって待っていてくれるような目標ではなく、気を抜ぬけばさっさと先に進んでいってしまうだろう。

　随ずい分ぶんと甘い人達なのに、なんて厳しい。

　シエルは知らず笑みを作っていた。それは本当に久しぶりのことで──

「なんか、吹ふっ切れたか？」

「……そうでもないわよ」

　言いながらに、自覚はある。

　肩かたを叩たたく悠に笑みを返すと、その意図は伝わったようだ。

　腕うでを差し出すと、悠はシエルの腕を肩に回す。

　本当の意味で肩を並べられる仲間になってみせる。そう決意するシエルだったが──今はしばし、肩を借りようと思うのだった。








第九話　ゴールを前に









　極きよつ圏けん、輝かがやきの台地に到とう達たつしてから、二週間ほどが経過しようという時だった。

　最初は百人近く居た冒険者達のほぼ全てが途と中ちゆうで諦あきらめ引き返してゆき、輝きの台地を定期的に賑にぎわす喧けん騒そうも今はない。

　もはや地上は遥はるか遠く、ここはまるで別世界のよう。

　気温も低く、空気も薄うすい。ヒトが定住できない地を極圏と呼ぶのならばなるほど、ここはまさしくその名の通りだと誰だれもが思う。

　しかし──それでも、未だ極まる圏けんを歩む者達がいた。

「よっ……と。どうだ、登れそうか？」

「後少し……お願い、手を貸して」

「ああ」

　少年が一人に少女が四人。とても過か酷こくな環かん境きようを行けるとは思えない子供たちが、岩肌はだを越こえる。

　無限にでも連なるのではないかとさえ思える台地の層も、今は見えない。

　つまりそれは──あと一つ、見えている壁かべを越えれば、台地の頂点に達するということであった。

　なだらかな箇所にシエルを引き上げ、小さく息を吐く悠ゆう。

　流石にその顔には疲つかれが見えており、カティアでさえ額の汗あせを拭ぬぐっているほどだ。

　それでも、彼らは──体力が減っていることこそ感じていても、疲ひ労ろうを忘れていた。

　傾けい斜しやを登り切ったすぐそこには、燦さん然ぜんと輝く光が湛たたえられているからだ。

「とうとうここまで登ってきてしまったな。輝きがこんなにも近い」

「晴れてるからか、今日は一段とすごく見えるねえ……一体、何があるんだろう」

　一休みをすると、自然と視線は上へと向かう。

　太陽の光を吸収して輝くなにか──旅の始まりから見えていたそれが今すぐそばにあるという実感は、悠達を今すぐ浮うき上がらせかねないほどだった。

「……まさか、本当にその存在をこの目で確かめられるなんて。噓うそみたいね……」

「行けるだろ！　って気持ちは捨てないできたけど、マジでここまで来ちまったなあ」

　しみじみという悠に対して、シエルの声は複雑に揺ゆれている。

　出来ることなら、こうして悠達の力に頼たより切りになるのは避さけたかった──と、声が語っている。

　だがそれも無理はあるまい。仲間の存在を避さけてきただとかは関係がなく、やはりこうした、困難を乗り越えた先の景色は自分の力で見たいものだから。

「いったいなにがあるのでしょうね。こうしたかがやきですと、やはりきんぎんざいほうが思いおこされますが」

「あとはマナが溢あふれてるとかかなあ……シエルはどう思う？」

「え、わ、私？」

　シエルが物思いにふけっていると、突とつ然ぜん質問を投げかけられたことで、返答が上ずる。

　輝きの台地、その輝きの正体──それは、冒ぼう険けん者ならば一度は想像したことのある夢想の一つ。

　シエルもまた、クララの問いかけへの答えを持っている冒険者の一人だ。

　しかしシエルは、答えを言いよどむ。

　よし言おう、という顔をした後にやっぱりやめようと顔を暗くして──ころころと変わる表情に、話に参加していなかった悠とカティアまでが注目すると、シエルは息を吞のんで後ずさりをした。

「聞いても、笑わない？」

　ようやくためらいがちに絞しぼり出されたのは、逆に問いかける、消え入るような声だった。

　顔を赤らめて伏ふし目がちにしているさまは、どちらかといえばクールでいることが多いシエルには珍しいもので──

　悠とクララが勢いよく、カティアとアリシアはゆっくりと頭を下げた。

　『輝きの正体とはなんぞや？』

　それでも少しだけ迷ってから、シエルはその問いかけに答えを返した。

「……剣けん」

「え？」

　呟つぶやくよりも小さく、赤子の頰ほおを押すような、弱々しい声が、静けさの中に水すい滴てきを打つ。

　聞き返す声に顔を赤くすると、シエルは念を押すように繰くり返す。

「だから、剣。剣よ。塚つかに刺ささった伝説の剣──なんて、私は想像してたの。……だから、イヤだったのよ」

　その答えは、随分とお伽とぎ噺ばなしめいた話で──しかし、悠達は笑わなかった。

　意表を突つかれはしたが、悠達は誰も、誰かの夢を笑わない。

「いいじゃんそれ！　やっぱ伝説の剣とかってロマンだよな！」

「ああ。誰もよらないような場所に刺さっていた剣を──というのは、私も想像したことがあるよ。とはいえ少し意外だったがな。シエルはその辺りシビアなものかと思っていたから」

「……いいでしょ、別に。私だって冒険者だもの、夢くらい見るわ」

　特に前衛組はその光景を想像したのか、顎あごに指を添わせるなどして冷静を装よそおい、ワクワク感を顔に出さないようにしている。

　もはや知った仲のクララとアリシアには探るまでもなくわかっていたが。

「多かれ少なかれ、冒険者なんてみんな夢を見ているから。……私は、竜りゆう退治の剣に憧あこがれたってだけ。……逆に、貴方達はどうなの？」

　照てれ隠かくしも兼かねて、シエルは同じ問いかけを返した。

　少し悩なやんでから、先にカティアが浮かんだ姿を声にする。

「うーむ、私もやはり財宝というのが頭あたまに浮かぶな。やはり輝くものというとそれくらいしか思い浮かばなくて」

「ですよね。では、ユウさんはどうですか」

　その答えはアリシアと同じ答えで、アリシアが頷うなずく。

　同時に話の矢印は悠へと向けられ、皆みんなの視線が集まる。

「んー……俺は……剣もいいけど、嬉うれしいのだと食べ物だよなあ。光る食べ物っていっても想像出来んけど……」

　彼女らのリーダー。

　その答えに興味を深めるシエルだが、答えはまた意外なものだった。

「あはは、食べ物っていうのは初めて聞いたわ」

「そういうヤツなんだ。飽あきなくていいだろう？」

「いや、俺はあったらいいなって話でだな……」

「ふつう、これだけ苦労して食べ物っていうのは中々ないと思うわ。ユニークでいいわね」

　自分の時には笑うなと前置きをしていたくせに笑うシエルに、悠は少しだけムッとしたが、嫌いや味みなく楽しそうに笑う様を見ていると、毒気を抜かれるように息を吐はいた。

「でも……その答えが、すぐそこにあるんだね」

「俺達が史上初ってことはないんだろうけど、やっぱワクワクするよなあ」

　自然と斜しや面めんを見上げて、悠は目を閉じた。

　休んで、体力は回復している。

　あとは──その輝きの正体を確かめるだけだ。

　岩場の続く斜面を慎しん重ちように、しかし確実に上へと歩んでいく。

　あと僅わずかとは言っても、巨きよ大だいと言っていい一層毎だ、最後のひと押しも並々ならぬものである。

　それでも、悠達の視界から斜面がかき消えた。

　不思議なことにこうして近くで見ても優しい光が、迎むかえ入れるように溢れている。

　息を荒あららげるシエルに肩を貸して、少し待つ。

「ありがとう、行きましょう」

　そうして息を落ち着けると──口元を拭ぬぐって、シエルは顔を上げた。

　全員揃そろって、最後の一歩を踏ふみ越える。

　すると、そこに広がっていたのは──白銀の畑とでも言うべき『台地の頂上』であった。

「これが──台地の、頂上か？」

　うわ言のように悠が呟いたのには、理由がある。

　中央の泉を中心として、四方八方に流れる小川のせせらぎ。

　畑を構成する植物は、無限と錯さつ覚かくするほどに広がって穂ほを揺ゆらしている。

　高所の静けさはここがまるで別世界である証明のようで──

　一言で表してしまえば、それは『楽園』の姿をしていたのだ。

「は……まさか、伝説の頂上がこの様な……美しい場所だとは」
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　信じられないような光景に目を擦こするカティアだが、目の前に広がる景色は変わらない。

「なんて、なんてうつくしいのでしょう。かがやくほに、ながれる小川──ここは、天のくになのでしょうか？」

「と、言われても信じてしまいそうね」

　その美しさに見とれながら、アリシアは夢でも見ているかのように畑に歩み寄る。

　睡すい眠みんの力を操るアリシアだ、それが夢ではないことは理解していた。

　悠達も、頷きあって台地の頂上へと足を踏み入れた。

「なるほど、輝きの正体はこの植物か。穂に実った……これは種子か？　これが光を反射して輝いていたのだな」

「それだけじゃない、光をたっぷりのマナに変えて、放出してる。こんな植物があったんだ」

　多くの冒険者が追い求めてきた輝きの正体──それは、台地を埋うめ尽つくすと言っても良いほど群生した植物だった。

　地面から伸のびた一本の茎くき、そこから実る穂には白銀に輝かがやく小さな粒つぶが実っていた。

　……悠には、この植物の姿──とりわけ、その粒に見覚えがあった。

「え？　いやいや……そんな訳ないだろ？」

「ユウ、どうしたの？」

　その姿は、なんだったら毎日見ている──いや、見ていたくらい、見慣れた植物の姿に酷こく似じしていたのだ。

　ただしそれは、自然界ではありえない形で。

　……そう、穂に結実した白銀の粒。

　それは精米した白米によく似ていた。

　……飽あくまでも、似ているだけだ。米を見慣れた白米の形にするまでには幾いくつもの工程があるし、時間もかかる。

　米はそのあり方以上に、食しよく卓たくに並ぶまでの工程と努力を尊いものとする文化がある。

　だからこそ、悠はその不思議な植物に縋すがった。

　近くでよく見てみれば、見るほど米に似ているように見えた。

　ただし、それゆえに直接白い粒が実り垂れ下がっているのが違い和わ感かんどころの話ではなかったが。

　恐おそる恐る、悠はその──米こめ粒つぶ？　をひとつ口に運んだ、力を入れると砕くだける、ぽりぽりとした食感。

　それは、確かに米だった。

「こ……」

「こ？」

　突然我を失ったかと思えば、打ち震ふるえ始める──もしやコレこそが真の『台地の呪のろい』なのではないかと、クララ達は心配そうに悠を覗のぞき込む。

　その瞬しゆん間かん、悠は噴ふん火かの如ごとく上体を反らした。

「米だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーッ！　こ、ここ、米だーッ！」

　強く握にぎりしめた拳こぶしを天高く掲かかげ、膝ひざは祈いのるように折る。

　歓かん喜きに打ち震える声に、少女達は顔を見合わせる。

「……ユウさんがこうなるということは、これはまさか」

「た、食べ物だと言うのか!?　本当に、輝きの正体がっ!?」

　悠がここまでなる存在──まさかと思いながらも、クララ達にはそれしか思いつかなかった。

　シエルはその空気についていけず、視線を右往左往させている。

　しかし今の悠にはそんなことも気にしている余よ裕ゆうはない。

　穂を握るようにして一度しごくと、手に米の粒が溜たまる。

　勢いよくそれを差し出しつつも、悠の手からは一ひと粒つぶたりともそれは溢あふれていない。生態系を考えても自生していることを考えても、それは米とは言えないだろうが──あえて、悠は断言する。

「そう、米、食べ物だ！　厳密には全く違ちがう食べ物だと思うけど、俺の住んでたところじゃパンを大おお幅はばに押おさえての主食！　二度と会えないと思ってたんだ……！」

　これは米だ、米なのだと。

　現にそのぽりぽりとした食感は紛まぎれもなく炊たく前の米そのもの。

　言葉には涙なみだが混じり、まるで死んだ恋こい人びとと再会したかのようだった。

　──米。それは日本人にとっては特別な存在ではあるが、米を主食とする国はなにも日本だけではない。

　だがそれにもかかわらず、悠はこの世界では米を見つけることが出来ずにいたのだ。

　新しい味覚への興味が強い悠でも、当然故郷の味が懐なつかしくなることはある。これはその問題に対する救世主にすらなり得るだろう。死んだ恋人と再会したかのようというのも、決して大げさではない話なのだ。

　悠の興奮は最高潮で、クララやカティアもなんとなくこれが──食べ物が輝きの正体だったのだと思い知る。

　ここまで来て、という思いは確かにあった。しかし。

「ぷっ……」

　突とつ然ぜん、シエルが笑い出す。

　勿もち論ろんそれはたかが食べ物で喜ぶ悠を嘲ちよう笑しようしたものではない。

　だが当然、命をかけてまで来た頂上の輝きの秘密が食べ物で、やけになったわけでもなかった。

「か、輝きの正体を、みんな色々想像してたのに、まさかたった一人当てた人の答えが食べ物って！　あはは、それは誰だれも予想できないでしょうね……本当、ユニークな人だわ」

　ただ純じゆん粋すいに──面白かった。

　今まで何人もその正体を夢想して、何人も実際に確かめに赴おもむいて、それでも確かめられなくて──

　今日、あっさりとその秘密に到とう達たつしたのは、あろうことか輝きの正体を食べ物といった人で、実際にそれはあたっていて──

　周りの冒ぼう険けん者達の様々な推測を聞いてきたシエルにとって、それは面白くて仕方がなかった。

　偉えらそうな顔をしているベテランも、仲間を信じられない孤こ独どくな冒険者も、実際にそれを見てみるまではなんと的はずれな事を考えていたのだろう。

「あはは、はー……く、苦しかった。実際に、自分で体験してみるまでわからないものね」

　そう、それは仲間という存在でも。

　自分が自分達がどれほど狭せまい世界に生きてきたかが、今わかった。

　そして、今──悠達によって、新しい世界の扉とびらが開かれたようだった。

「そ、そんなに笑うなよ。俺にとっちゃ重要な問題なんだぞ」

「わかってるわ。人それぞれ価値は違うもの。……でも、私もそんな価値を、わかりたいと思うわ」

「それはよいこころがけですね」

「ふふ、ならすぐにわかると思うよ。だって──」

「ユウの料理は、美味いからな」

　そしてたぶん、シエルがその中に溶とけ込こむまでは、時間はさほどかからないのだろう。

　悠にとっては特別な素材を前に、今この世界の料理史にまた新たな一ページが──

「あ、いや、ちょっと待ってくれ」

　刻まれなかった。

　もう完全に食事の雰ふん囲い気きを断ち切って、悠は盛り上がる空気に待ったをかける。

　いや俺だって早速実食と行きたいけども。本音を飲み込んで、悠はクララ達を流し見した。

「それより先にさ、本来の目的を果たさないか。幸い、そこに実ってる以上は逃にげたりしないだろうしさ」

　それを悠に言われた時の少女達の顔は、如何いかがなものだっただろうか。

　彼女達の名めい誉よのためにも伏ふせておくが、とりあえず顔筋を限界まで駆く使しするほどに口が開かれていたというのが共通していたことだけは、伝えておこう。

　……ある意味、それを悠に指し摘てきされる事こそが今日一番の衝しよう撃げきだったのかもしれない。

「はい……」

「そ、そうだな」

「でもあなたにいわれるとなんかくやしいですね」

　まさか一番の食いしん坊ぼうに指摘されるとは思ってもいなかったのだろう。

　肩かたを落とすクララとカティア。今度は痛みを感じないほど、力なき殴おう打だで悠に無言の抗こう議ぎをするアリシアの心境は如何いか程ほどのものか。

　ある意味異様とも思えるクララ達の落ち込みように、シエルはまた堪こらえきれず笑いを漏もらすのだった。








第十話　天頂の大だい怪かい鳥ちよう









「けど考えてみれば──だ。水に食い物、これだけ状じよう況きようが揃そろってるなら、誰かが住んでてもおかしくはないよな」

　そうして『輝きの台地』の頂上の探たん索さくは始まった。

　実る白銀の稲いねをかき分けつつ、悠ゆう達は水をたどるように歩みを進める。

　今の所はこれという手がかりは入手できていなかったが、悠の言うところは尤もつともで、クララが重々しく頷うなずいた。

　悠が食事を後回しにしてまで探索を始めたのも、これが理由だった。

　そもそも悠達が輝きの台地の探索に乗り出したのはマオル族の痕こん跡せきを見つけるためであり、輝きの正体を解き明かすのは副次的なものだ。

　その本来の目的を思い出すのならば、この楽園のような環かん境きようは、有力な手がかりともなりうるだろう。

　『白の砂さ漠ばく』に移り住んだマオル族は、物資の少なさと、洞どう窟くつからの脱だつ出しゆつが不可能になったことから絶ぜつ滅めつした──ならば、この輝きの台地に移り住んだ者ならば。

　食料に恵めぐまれ水にも困らず、仮にここまでやってこられる実力があるものならば、ここは理想的な環境と言えるだろう。

　それがあったからこそ、悠はマオル族の捜そう索さくを優先したのだ。

　本来の目的を思い出したクララは、目を皿のようにして周囲に気を配っている。

「貴方達は、ここに人を捜さがしに来たの？」

「……ん、そういうことになるな」

　ただ一人、状況を知らないシエルが、隣となりを歩くカティアに耳打ちをするような声で問いかける。

　そういえば話していなかった──とカティアが説明するのは、旅の目的。

「そうなの。……貴方達にも、色々あるのね」

　説明に時間がかかる部分は省くと告げながらも、事のあらましを話したのは信しん頼らいゆえだった。

　リーダーの悠が仲間と認めた以上、悠を慕したうカティアにとってもシエルは仲間だ。

　そんな信頼が伝わり、シエルは複雑そうな顔をしていた。受ける信頼は純粋に嬉うれしかったが、聞いたクララの身の上話が重かったからだ。

「……おや、あれは」

　一いつ旦たん打ち切られた会話にシエルが居心地の悪さを感じ始める頃ころ、一段低い位置から声が沸わき上がってくる。

　悠達全員がアリシアの指差す方をみると──そこには、何もなかった。

　一面に生えているはずの稲さえ、だ。

　急いでそこへ向かうと、大きく口を開けて待つような、穴が現れた。

　入り口から奥にかけて徐じよ々じよに狭くなっていく穴は、一度窄つぼまるようになっていて、しかしその先は更さらに奥まで続いているようだ。

　適度な傾けい斜しやがあり、ここから穴の中に入っていくことは可能だろう。

　……ざっと確認してみた限りでは、台地の頂上には建築物などは見つからず、この洞窟の中に何らかの手がかりがある可能性は低くない。

　悠はクララと顔を見合わせて、頷くと簡単な松明たいまつに火をつける。

　明かりにするだけでなく、洞窟の中は呼吸が出来るか、有害な物質などがないか確かめるためである。

　洞窟に入る前の準備としてはなかなか良い行動に、シエルは嚙かみしめるように頷いた。

　どうやら、戦せん闘とう能力だけでなく、知識もあるらしい──聞きかじりのものであるがゆえに粗あらもある悠の知識だが、深くはなくともその知識は広い。

　早速、悠は洞窟の入り口へ火を向かわせる──すると、炎ほのおは突然かき消えた。

　ただし、炎はまだ全く動かしていない──洞窟の入口にさえ向かっていないにもかかわらず。

　この辺りに有毒な気体が漂ただよっているからか？　いいや違う、もっとシンプルな答えだ。

　突とつ如じよとして、悠達を暴風が包み込む。

　直後、太陽が消えた。

　──否。

　太陽から悠達を覆おおい隠かくすように、巨きよ大だいな影かげが現れたのだ。

「な……」

　突然の出来事に、空白を作ったのは一いつ瞬しゆん。

　悠達は一いつ斉せいに、空を見上げる。

　そこには──

　耳をつんざくような、高い声が響ひびく。

　それは黒板を搔かくようでもあり、金属を擦こするようでもあった。

　一つわかるのは人ならざる存在のものだということ。

　この台地よりも高い空。

　そこに現れたのは、巨大な鳥だった。

　力強い巨大な翼つばさと、騎き士し剣けんの如ごとき爪つめと嘴くちばし。

　それは強さの象しよう徴ちようであり、それは疾はやさの象徴であり、時に権力の象徴でもある。

　それは猛もう禽きん類るい。広げた翼は十メートルにも達するであろう、空の王者がそこに居た。

「な……にィィィっ!?　こんな鳥は、知らないぞッ！」

　その巨大な姿に困こん惑わくしつつも、最初に武器を抜ぬいたのはカティアだった。

　最も早く戦闘態勢に入ったのは流石と言えるだろう。

　次いで悠が紅刀を抜き放ち、シエルが武器をとろうとして、傷の痛みにうずくまる。

　とっさの反応を自じ嘲ちようしつつも、シエルは後方へと下がった。今の自分では、動き回るのは不可能、命を懸かけても精々が迎げい撃げきという現実に気がついたからだ。

「シエルは何かわかるかッ！」

「知らないわ。……こんな怪かい物ぶつは、見たことないし聞いたこともない」

　この場で最も極きよつ圏けんの生態に詳くわしいシエルに助言を求めるが、悠の望んだ答えは帰って来なかった。が、無理もないだろう。

　忌いま々いましげに空を見上げると、怪鳥は悠達を中心として円を描えがくように空を飛んでいる。此方こちらを狙ねらっているのは明白だ。

　かえって現実感のある鳥のフォルムを取っていたためだろうか、大空を旋せん回かいする巨大な影は、ドラゴンの存在を見たことがある悠でも現実のものとは思えなかった。

「あれほどのきょたいが空をとぶとは……」

「風の魔ま力りよくを感じる……さっきの風が、全力じゃない」

　空を飛ばれる。

　その途と方ほうもなさが、クララ達をどこか上の空にする。

　しかし確しつかりと防ぼう御ぎよ結界を築いている辺り、戦い慣れてきたと言うべきか。

　……とは言っても、あれ程の巨きよ体たいだ、直接攻こう撃げきを結界で防ぐのは不可能だろう。

「やる気……だよな」

「このまま去っていく動きには見えないわね」

　珍めずらしく戦う前から戦闘の回かい避ひを望むのは、眼の前に迫せまった未知を解き明かすことを優先するからか、はたまた空を飛び回る厄やつ介かいさを嫌きらってか。

　言いつつも戦闘態勢を整えていくのは、それが現実的かどうか、悠達の中では決着がついていると言えた。

「来るぞ！」

「ッ速ぇ！」

　戦わずに去っていってくれたら──当然そんな願いが叶かなうはずもなく、風を切る音が戦闘の始まりを告げていた。

　その速度に声を上げたのは、半ば無意識でありながら注意を喚かん起きするためでもあった。

　悠とカティアは思わず左右へ分かれつつ直線の突とつ進しんを回避する。

　……突進とは言いつつも、地面を切り裂さくように垂らされた爪による攻撃が本命だろう。

　この速度で、この質量で鋭するどい爪が持つ威い力りよくは──

「……ダメ！　結界が役に立たない！」

　三本の傷きず痕あとを結界に刻み込み、消しよう滅めつさせた威力が物語っていた。

　防御を諦あきらめ、回避行動に移るクララ達後衛組。

　そのずっと後ろに、空へと駆かけ上がる巨きよ軀くの姿が見えた。

「来るぞ、急げ！」

　半ば怒ど号ごうを飛ばしつつ、すれ違ちがうように悠は怪鳥へと向かっていく。

　紅の刀に魔力を込めると、露つゆのように氷の魔力が迸ほとばしる。

　同時、空へと昇のぼった怪鳥が向きを変え、再度襲おそいかかるのが見えた。

　突進への移行を確認してから、悠は飛ひ沫まつを飛ばすように刀を振ふるうと、空に氷の刃やいばが放たれる。

　明らかに見た目で言えば射程外──しかし、悠の放つ氷の刃は彼が望む限りどこまでも届くだろう。

　高速の突進は威力も速度も素晴らしいが、追つい撃げきの前に相当な距きよ離りを進み、大きく旋回したのを見れば隙すきが大きいのは明白だ。

　このままでは回避が出来ず、怪鳥の翼は氷の刃に落とされる──そのはずだったが。

「キュケエェェェェェッ!!」

　一際大きく鳴くと──悠の正面から、壁かべがぶちかましてきた。

「──ッ!?」

　壁、否、風。

　巨軀の怪鳥は鳴き声と共に翼を羽ばたかせ、爆ばく発はつ的な風を生み出したのだ。

　その反動で急停止すると同時に、攻撃と回避を同時に行った──事の顚てん末まつは、その様なものである。

　しかし、風に叩たたきつけられて身体を浮うき上がらせる悠はそんなこと露とも知らない。

　風の壁を生み出した怪鳥は叩きつけるように大きく羽ばたく。浮き上がった身体が高さを得ると、再び悠へと襲いかかる。

　空中では身動きが取れない──！　そう危き惧ぐしたのは、生身で空へ昇っていくという未知の経験に混乱する悠ではない。地上で相棒の無事を願うカティアだった。

　とはいえ、カティアには高空への攻撃手段はない。

　このままでは、身動きが取れない空中で直ちよく撃げきを受ける。

　そしてその窮きゆう地ちを救う者は──居た。

　空を切る音がする。だがそれはハリケーンの如き怪かい鳥ちようのそれではなく、鋭く息を吐はくような、一いつ閃せん。

　カティアは自分の後方から何かが飛んでゆくのを見た。

　そしてそれはそのまま天まで直線を引いてゆき、怪鳥の翼に突つき刺ささる──！

「あっ……が、はあっ……！」

「シエル！　なんて無茶を……っ!!」

　うめき声と、悲痛な叫さけび声に思わず振り返れば、そこには腹部を押おさえてうずくまるシエルと、なんとか彼女を抱だきとめるクララの姿があった。

　戦闘中に振り返る愚ぐ行こうを犯したカティアは歯は嚙がみしながらもすぐ正面を向き直したため気がつくことはなかったが、シエルの腹部には血が滲にじんでいる。

　──全力での、ナイフの投とう擲てき。シエルが行ったのは、それだった。

　一人で全局面に対応するため、近中遠、どの距離でもある程度の戦闘をこなすのが、彼女の戦い方だ。

　魔ま法ほうでは間に合わず、斬撃では届かない。しかし刃は物ものの投擲ならば、一瞬で、遠えん距きよ離りに攻撃を加える事ができる。

　巨軀の魔ま物ものに対するナイフの効果は精々針くらいのものだったが、それでも警けい戒かいを与あたえるには十分だ。得体の知れない攻撃を嫌きらった怪鳥は、舵かじを切るようにして翼を垂直に立て、悠からそれていった。

　その辺りでようやく、悠は正気を取り戻もどした。それは、上じよう昇しようしていた身体が重力に導かれて下降を始めるのと同時のこと。

　着地に備え、悠は硬こう質しつ化の力を振り絞しぼった。

　結果として、最初に身に着けた時よりも大おお幅はばにその強度を増した魔力の鎧よろいは高所からの落下から悠の体を守りきった。

　その際に『ヒーロー着地』のポーズを取ったのは、落下の衝しよう撃げきを減らす動きを意識してのことだったが──無事でいることを見れば、あながち全く効果がないというわけでもないようだ。

「び、びったァ～！　俺、何された!?」

「急ブレーキと同時に発生した風に、吹ふき飛ばされたようだ。あとでシエルに礼を言っておけ。彼女がいなかったら、死んでいたかもしれない」

　ようやく地上に舞まい戻った悠は、カティアの言葉に従ってシエルを一いち瞥べつする。

　すぐに視線を逸そらしたのは、シエルに前を見ろというジェスチャーを送られたからだが──痛々しいうずくまり方に、悠は怒いかりを覚える。

　何をしたかはわからないが、自分がシエルに助けられたのは明白だった。なんと情けないことか。仲間に無理をさせた怒りと、シエルに対する感謝で、悠は油断を捨てた。

　息をつかせぬ連続攻撃──とまで考えているかはわからないが、大怪鳥が旋回する。それを攻撃の合図として、カティアは跳はねのいた。

　しかし悠は動かない。刀に魔力を集中させ『氷閃』を狙う。

　このままでは先の焼き直しになる。思わずそう叫びそうになるカティアだったが、悠は何も考えずに同じ手を打つ間ま抜ぬけではないという信しん頼らいが、彼女の口を塞ふさいだ。

　向かい来る大怪鳥に、少しだけ恐きよう怖ふを感じる。

　だが恐怖を使命感が上回った悠は、紅刀を握にぎりしめた。

　再び、振り上げるようにして大きく翼を振るう巨鳥。悠は、その瞬しゆん間かんに『氷閃』の発動を解除して『棘きよく皮ひ』を身に纏まとった。その部位は限定され──靴くつの裏に当たる部分。

　長く伸のびた数本の棘とげを地面に突き刺すと同時、悠の真正面から風の壁が襲いかかる。

「ぐうっっ！　いででででっ！」

　狙いは悪くなく、悠は地面に留まることに成功した。

　しかし、体格の良くなってきた少年を軽々空に舞い上げるような風ふう壁へきの威力はもはや風という概がい念ねんを超こえていた。

　とてもではないが目など開けてはいられず、風に耐たえる脚あしは綱つな引ひきの綱のように悲鳴を上げる。

　何より──風で飛ばされた米が、まるで散さん弾だん銃じゆうの弾たまのようだ。

　この方法は使えない──そう思いながらも、悠は再び刀に力を通して、思い切り振るう。

　巨きよ大だいな風の刃が放たれる。しかしそれよりも早く、大怪鳥は退たい避ひを完かん了りようしていた。

　一時的とはいえ、目を開けられないのも回避を許す一因となっていた。

　飛び上がった大怪鳥は、再び悠への連続攻撃を試みている。

　だがそれをしなかったのは、野生の勘かんだと言えよう。

「『アイシクル』！」

　気合を込めた力ある言葉。クララの叫び声が聞こえると、悠は弾はじかれたように顔を上げた。

　此方こちらへ向かう大怪鳥、だが突とつ如じよとしてその進路を遮さえぎるように氷の壁がせり立ったのだ。

　防風が防がれることで、悠はようやく回避行動に移る大怪鳥の姿を確認することが出来た。

「ああっ、外した……！」

　少し離はなれた位置で、クララの悔くやしがる声が聞こえる──悠達は知らないが、クララの隣となりのシエルの表情は、それは味わい深いものだった。

　『古代魔法』。古代種の魔力を取り込むことで使えるようになる、マオル族が残した古の魔法。

　その威力は──数十メートルに上る氷のオブジェクトを一いつ瞬しゆんで建設するほどだ。

　一体一人でどれだけの奇き跡せきを起こすのか。

　外れはしたものの、その魔法の威力は悠達の持つ技の中でも随ずい一いちだろう。

「大だい丈じよう夫ぶか、悠！」

「いっでぇ！　これもうやんねー！」

　長い一合が終わったことで、退避していたカティアが駆けつける。

　結局ダメージを与えることは叶わなかったが、その身に届きうる刃は、一瞬で打ち立てられた氷の塔とうは大怪鳥の警戒を呼び起こすに十分たるものだったようだ。

　注意深く宙で旋回しながら此方の様子を窺うかがう大怪鳥──その姿を注意深く観察しながら、悠とカティアはお互たがいの手札を見せ合う。

「さて、どうする。風を切って突進してくる敵だ『ドラゴンブレス』は効くまい」

「俺の攻こう撃げきだと『氷閃』しかないだろうなあ。カティアはどうだ？」

「触さわることができればなんとか、と言った具合だな」

「そっか、なら──」

　だが、決定打こそ持ちながら、お互い手札を切る機会に恵めぐまれない。

　となると──場が必要だ。手札を切ることが出来る、一瞬が。

「え、ふぇ？」

　悠とカティアがクララの方を振り返ったのは、全くの同時だった。

　息の合った前衛に感心するも、突とつ然ぜん矛ほこ先さきを向けられたクララは戸と惑まどうほかなかった。

「クララ！　もっかい『アイシクル』だ！」

「頼たのむ！」

　悠とカティアから告げられた名前に、クララの困こん惑わくは深まる。

　確かにアイシクルならば、威力は十分。一いち撃げき必殺さえありえる程だろう。

　だが、チャージの長さ、技の立ち上がりの遅おそさは悠の『氷閃』以上だ。当たらなければどうということはない、という点においては、それらの技と変わらない。

「で、でも……！」

　自分の技の特性を理解しているクララだからこそ、それは役に立たないと。悠達の願いをはねのけようとする。

　……ようと、した。

　しかしクララは言葉を出す前に飲み込んだ。悠とカティアが必要としている。それ以外の理由は、いらなかった。

　即そく座ざに、クララは『アイシクル』の魔ま力りよくを練り始める。

　魔ま本ほんに魔力を通していくと、刻み込まれた文字が青く光り輝かがやいていく。

　先程放ったアイシクルは、一ページの半ばほどまで文字が光り始めた頃ころのものだった──次は、すべての文字に力を通して放つ。

「さっきよりも大きいの行くよ！　──時間を稼かせいで！」

　魔力を練り始めると、大怪鳥の双そう眸ぼうが自分を睨ねめつけるのがわかる。

　それでもクララは構わず魔力を溜ため、魔本に文字を通し始めた。

　大怪鳥が大きく身を捻ひねり、クララへと向かう──しかし、悠とカティアがそうはさせない。

「出し惜おしみ無しだァ！　行くぞッ！」

　クララへ向かう大怪鳥へ向かって、悠は『氷閃』の乱射を始める。

　未だほぼ無傷の大怪鳥だが、それは回かい避ひが前提のものだ。『氷閃』を一度通せば、戦いは終わる。

　それでもそうさせないのがこの魔物の強さだ。近代戦せん闘とう機をも上回るような機動性で、曲芸飛行を行うようにして死線と死線の間をくぐり抜ぬけていく。

「シエル、ナイフを一本くれ」

「いいけど……結構、難しいわよ」

「なあに、手て頃ごろな石がなかったんでな、その代わりにするだけだ」

　カティアの乱暴な言に眉まゆをひそめつつ、シエルはナイフを手て渡わたして、苦笑した。

　ナイフを投擲する技術はなくても、身体を動かすのが一番うまいのはカティアだ。

　悠の乱らん斬ぎりを避さけ続ける大怪鳥に狙ねらいを定め、カティアは力任せにナイフを投げつけた。

　常に行く先を見ていたシエルのナイフとは違ちがい、カティアのそれは乱回転しながら標的へ向かっていく。

　悠の『氷閃』の連続を避け続ける大怪鳥に、ナイフが──突き刺さらなかった。

　代わりに回転する刃やいばが翼つばさの下部を斬りつける。これもまた傷としては微び細さいなものだったが、一瞬だけ、怪かい物ぶつの意識をそらすことに成功した。

　そこへ、悠が肩かたに担いだ刀を思い切り振ふり下ろすように、全力の『氷閃』を放つ。

　……それさえも、この大怪鳥の瞬しゆん発ぱつ力りよくには追いつかない。攻撃を伴ともなうほどのものでないにしろ、暴風と共に飛び上がった大怪鳥。

　あわよくばと決着を狙っていたが、無む駄だだったか。魔力の消しよう耗もうからくる疲ひ労ろうに息を乱しながらも悠は笑う。

　しかし、今の一撃は確かに大怪鳥の生命を脅おびやかしうるものだった。

　大怪鳥に、風の魔力が集うのがわかる。

　目で見て歪ゆがみを感じるほどの暴風が、魔物の身体を包む。

「……どうやら、大技が来るようだな」

「クララ、どうだ!?」

　何にせよ、タメを作ってまで行われる攻撃が、今までと同じものでないのは確かだった。

　アレを出させてしまえば、もう打つ手はない。そう感じた予感は、忌いま々いましくも的中していた。

　だが切り札を切るのは、悠達も同じだ。

「全力全開で行けるよっ！」

　待ち望んでいたその声に、悠達は希望から来る笑みを浮うかべた。

　……が、大怪鳥に集う力は予想以上のものだ。果たして悠とカティアの作戦が成るか──こればかりは、力の格付けをするしかない。

　大怪鳥の方も魔力の充じゆう塡てんが済んだのか、巨大な鳥は風の魔力に躍おどるようにして、回転しながら上じよう昇しようする。

　そして──再び回転し、竜たつ巻まきと化して悠達に向かってくる。

　その魔力は凄すさまじいが、これが力の全てではないことを、悠達は肌はだで感じていた。

　大怪鳥の身に纏まとわれた力は、巨大な台風を一箇か所しよに固めたようなものだった。荒あれ狂くるう力が渦うずを巻き、一度開放されればこの稲いな畑ばたけ毎、いや──標高を変えるほどの力で台地を蹂じゆう躙りんし尽つくすだろう。

　一方で、クララが集めた力もこの世の理を外れた力だ。

　もしもいま、何らかの要因でクララの身に収まった力が無む作さく為いに吹ふき荒れた場合、台地の最上層の全ては凍こおりつくだろう。

　これは、勝負だ。

　自然の暴力と、人の叡えい智ち。どちらが恐おそろしいかの──

　束ねられた台風に、クララは目を見開いた。

　否応なしに死を覚かく悟ごさせる竜巻には恐きよう怖ふを感じたが、傍そばに控ひかえる悠とカティアを見れば、代わりに勇気が湧わいてくる。

「『アイシクル』────っ！」

　ありったけの力をもって、今それは放たれた。

　大怪鳥の進路に向けて、途と方ほうもない大きさの氷の塔がそそり立つ。

　規模は語るに及およばず、一瞬にして何かがせり上がってくる──自然界に存在しない動きが、大怪鳥の頭を錯さく乱らんさせた。

「キョォォォンッ!?」

　それは──自然の本能を、凌りよう駕がした。

　クララがその力の名を叫さけぶと、大怪鳥の眼前に超ちよう越えつ的な氷の魔力が集うのがわかる。

　それは一瞬で魔ま物ものに恐怖を揺ゆり起こし、大怪鳥は束ねた力の全てを放ほう棄きし、回避のために放出したのだ。

　しかし回避のためとは言っても、その自然現象は神の怒いかりのごとく、地表をひっくり返すような業ごう風ふうが吹き荒れる。

　大怪鳥が空まで弾き飛ばされるのと同時、悠達に向けて身を切り裂さき砕くだくような風が放たれた。

　──が、魔力は魔力と相殺し合う。

　悠とカティアは、規模こそ想像だにしていなかったものの、回避と同時に巻き起こる暴風への対策を考えていた。

　それが、この氷の塔だ。

　勿もち論ろん当たるに越こしたことはなかったが──悠とカティアは、この風を防ぐことこそを第一の目的に考えていたのだ。

　結果として、敵の攻撃もクララの魔導も、その想像を遥はるかに超こえていたのだが。

「はず、した……！」

　渾こん身しんの大魔ま術じゆつが外れ、クララは疲労から崩くずれ落ちた。予想はしていたが、生死を分ける一撃を実際に外したこの虚きよ脱だつ感は凄まじい。

　同時に、大怪鳥は一瞬だけ安あん堵どした。確かにこの竜巻の突とつ進しんは彼にとって最強最大の技だったが、それは出力の話。容量であれば、大怪鳥にはまだ余よ裕ゆうがあった。

　──だが悠とカティアは、その余裕を、言い換かえれば油断となるこの一瞬の虚きよこそを待ち望んでいたのだ。

「おおおおおおおッ！」

「らああああああッ！」

　前方ナナメにそそり立つ氷の塔とう。

　悠とカティアが、同時にそれを駆かけ上がり始めた。

　その表面は永久凍とう土どという言葉を思い起こさせるほど強固に凍りつき、溶とける気配もない。結果として、それは二人を天に届かせる足場として機能する。

　残る全ての力を振り絞しぼり、二人は天への階段を駆け上がる。

　その終わりが見えると同時、大怪鳥の巨きよ軀くが浮かんでくる。

　悠とカティアは一いつ瞬しゆんでも早くと祈いのり、塔の終わりから一層強く踏ふみ出した。

　怪物の、大怪鳥の顔が驚おどろきに染まる──ような気がしたのは、悠の勘かん違ちがいではない。

　──天高くそびえ立つ『輝きの大地』。その頂点を巣とする大怪鳥が、『上』を取られるのは初めてだったのだ。

「や、驚いたか？」

「俺らの方が、高いなァ！」

　弾だん丸がんのように飛び込んできたカティアが、頭上に『氷閃』を振りかぶる悠が、語りかける。

「ケィィィィッッ!!」

　それに敗北感を感じる間もなく、大怪鳥が声を上げると──

　二人の刃が、それぞれ左右の翼を根本から両断した。
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「つ……疲つかれた……ッ！」

　大怪鳥を倒たおし、二の句もなく疲れを口にしたのは──珍めずらしく、カティアであった。

　アリシアに抱だきとめられるという意外な方法で地面に無事帰き還かんしたカティアだったが、それは裏を返せばマトモに着地が出来ないほど疲ひ労ろうしていたということでもあり。

　両りよう翼よくを失って、地面に打ち付けられた大怪鳥の強さを物語る事象だった。

「いやー……今回はどうすっかと思ったな。最後の竜巻とか、アレかなりやばかったろ」

「そうね。でも、まずはそこから出てきたら？」

　ちなみに悠ゆうはというと、運良く脚あしからの着地が出来たため、気持ちがいいまでに地面に突つき刺ささっていた。

　なんともしまらないリーダーに、微び妙みような空気が流れた。

　が、確かにこれではしまらないのも事実。悠はなんとか地面から這はい出して、今度こそ体力が尽つきてへたりこんだ。

「……まさか、こんな化物がいるとはな」

「ええ、こうげきりょくとすばやさにおいては、あのグランキオーン以上ですね」

　アリシアの分ぶん析せきを聞くと、それが合図であったかのように悠達は事切れた大怪鳥を見た。

　……攻こう撃げき力と素早さにおいては。強調するようにアリシアがそう表現したように、翼つばさを失った大怪鳥はそのまま地面に叩たたきつけられて、絶命した。

　空を自由に駆けていた猛もう禽きんの最後としては、意外なまでに皮肉なものである。

「いわば後衛タイプ、だったんだろうな。風の魔ま力りよくで高速移動を可能にした、大火力の一いち撃げき必殺狙ねらいだ。まったく、神経を遣つかうことこの上ない」

　この世界では地球での戦いよりも切った張ったのダメージの与あたえ合いが多いためか、カティアは心底面めん倒どう臭くさそうに悪態を吐つく。

　確かに、こんなのはしばらくゴメンだ、と悠も思う。

　慣れてきたものの、悠も死は怖こわい。常にそれを突きつけられながらの戦いは、言う通り神経を削けずるものだった。

「でも、勝てて良かったよ……私、信じてたけど『アイシクル』を外した時はもうダメかと思ってぇ……」

　それは、後方で一撃必殺を『狙っていた』クララも同じだったようだ。自分の一撃に仲間の生死が関わっている──その手を仲間達まで広げていた分、心労は人一倍だったかもしれない。

「それより──すげえな、シエル！　無理してまで助けてくれたんだろ？　ホント、助かったよ」

「わ、私は別に……やれることを、やっただけよ」

　生死を分けたといえば、シエルもそうだ。

　悠が風の壁かべに吹き飛ばされた時、シエルの手助けがなければ、悠は怪かい鳥ちようの突進をまともに食らっていただろう。

　そうなった場合予想されるのは、嘴くちばしに貫つらぬかれて死ぬか──あるいは、硬こう質しつ化の防ぼう御ぎよ力が足りていたとしても台地の外までふっとばされるかだ。

　流石にこれ以上の高さから、岩場に叩きつけられた際にどうなるかは、悠も想像したくなかった。

「けんそんするものではありません。わたしは、何もできなかったので」

「私としては命の恩人だがな。着地を助けてくれて、助かったよ」

「むー……そのていどなら、しましたが……」

　それは、立場的にカティアも同じだった。

　力を使い果たしたカティアも、着地をアリシアがカバーしていなければ大怪け我がをしていただろう。

　なんだか納得がいかないようなアリシアだったが、助けた本人に言われては、卑ひ下げもできない。

「働きたりねーなら、俺と一いつ緒しよに料理の準備でもするか？」

「お、ということは……」

「ああ！　食おうぜ、この鳥！　あと米だよ米！」

　しかし──悠がそう告げると、疲れと不満の一同に、笑顔が咲さく。

　待ってました、と言わんばかりの一体感に、今度のシエルは困こん惑わくを見せる。

「それはぜひとも、おともしましょう！」

「わー！　もうヘトヘトだから、楽しみだよ！」

「え？　え？　そんなに？　そんなになの？」

　その言葉だけでも活力を取り戻もどしたかのように見えるカティア達。

　確かに、シエルも悠の料理は食べたことはある──が、その真しん髄ずいは、未体験だ。

　何故ならば、シエルを仲間に加えて以降の獲え物ものは、それほど強いものではなかったから。

　だがコレほどの魔力を持っていた大怪鳥、王道の鶏とり肉にくということもありその味は間ま違ちがいないだろう。

「ま……まあ、楽しみにしておくわ」

　アリシアに言わせてみれば『覚かく悟ごがない』──曖あい昧まいな返事で、シエルはちょこんと座り込んだ。

　腕うでまくりをするアリシアは普ふ段だんの眠ねむそうな態度などどこに行ったと言わんばかりのやる気を見せている。

　楽しみに水を差すこともないか。

　困惑するシエルだったが、楽しそうな悠達を見ていると、まだ仲間を信じていた頃ころの自分を思い出して──

　頭かぶりを振ふり、シエルはただ待つことにした。また、仲間というものを信じることにしたから。




　　　　◆




「さあ出来たぞー！　今回はシンプルに一品で勝負だ！」

「待ってましたー！　一品かあ、どんなのだろうなー」

「おおおお!?　なるほど、シンプルではあるが……食しよく欲よくをそそる見た目だな！」

「わたしもいろいろてつだいましたよ。そこをおわすれなく……」

　そして待つことしばらく。

　たっぷりと時間をかけて、自信満々に悠とアリシアが持ってきたのは──初めて見る、としか言いようのない料理だった。

　だが、たしかにカティアの言う通り美味そうではあった。

　まず目に入るのは照りってりの鶏肉。恐おそらく煮に込まれたであろう温かな湯気からは、クセが少ないものから更さらに臭くさみを消された魚ぎよ醬しようの甘じょっぱい香かおりが漂ただよってきて、思わず唾だ液えきが出てくる。

　そして、その下にあるのが──白銀米、とでも呼ぼうか、極きよつ圏けん『輝きの台地』の頂上にて輝きを放っていた、不思議な植物を炊たいたものだった。

　悠がそう名付けた通りの白銀の輝きは、目もくらむほど。で、ありながら回しかけられたタレが琥こ珀はく色のコントラストを生み出しており、実に美しい。

「こ、これは確かに美味しそうね」

「だろー？　名付けて大怪鳥のチャーシュー丼どん！　ささ、食ってみてくれよ」

　出てきたのは、なるほど。クララ達が楽しみにするのもわかるくらい予想ができない、全く未知の料理だった。

　悠として惜おしむらくは『丼どんぶり』がなかったため、地球だったらチャーシューライスとでも名付けられてしまいそうな外見だろうか。

　やっぱり丼は丼で食べたいと思いつつも、ここは我が慢まんすることにする。

　悠に促うながされたクララ達は、全員で手を合わせて『いただきます』と唱和する。

　シエルも急いでそれに倣ならうと、悠がするように皿を手にとった。

「これ、下の米は言ってみりゃパンみたいなもんでさ、上の具と一緒に食べるんだ」

　悠は愛用の箸はしでそうしながら、実演して見せる。

　なるほど、持ち上げれば米と肉の層がまた蠱こ惑わく的だ。

　丼を食べるには残念ながら、クララ達は箸が使えないのでスプーンで同じようにしていく。

　……しっかりと煮込まれた鳥の皮は、スプーンでさえちぎれるほどにトロットロだ。

　脂あぶら分とゼラチン質の為なせる技だろうか。それがまた、期待を高める。

　今まで悠達に倣ってきたシエルは、ここでようやく自分の意志で──いや、自分の意志でさえなく、気づかぬ内にそれを口に運んでいた。

　……誰だれよりも速かったその動きに、アリシアはまた覚悟が足りないと思った。

「んっ……んん～……っ!!」

　それは──紛まぎれもなく、シエル＝フランセルという少女にとって人生最大の衝しよう撃げきだった。

　トロットロの皮は口の中で溶とけ、一気に脂の旨うま味みを広げていく。

　タレの味は濃のう厚こうだ。甘く、しょっぱく、香こう辛しん料りようは香り高く、時折魚ぎよ介かいの旨味が顔を覗のぞかせる。

　しかしそれ以上に衝撃的なのが、それらを纏まとめ上げる『ごはん』の存在だった。

　ともすればくどい脂を、主張が強い各種香辛料を、ギリギリのしょっぱさを、その全てを白銀米の豊かな甘みが纏め上げ、一ランク上の味わいへと押し上げている。

「うんんっ！　なんという！　いっしょくたに食べてしまえばあじがわからないかと思いきや、そうじょうこうかであじがふくらんでいく……!?」

「このコメというのは見事だな！　これ単体なら美味いは美味いが印象は薄うすいと言った所、肉と一緒になることで何倍も味を豊かにしているぞ！」

「とろっとろのほろっほろに、ねっとり優しい食感……！　おいひいぃ～っ」

　喩たとえるならばそれは指揮者。いや、それもまた少し違ちがう。

　まるで肉のほうが米に合わせるために生まれてきた様な味わいだ。

　鳥チャーシュー、と名付けられた煮込みは恐らくそれ単体でも至福を奏でる味わいだろう。しかし、米と一緒になったいま、それは主役のまま引き立て役と化した。

[image: ]

　そう、喩えるのならばそれは友、相棒だ。

「……こんな、こんなに美味しいなんて……私もまだ、知らないことばかりね」

　皿を抱かかえたまま、シエルは動きを止めていた。たまに思い出しては『ドン』を口に運び、恍こう惚こつとする。

　そうしている内、まるで魂たましいまで浄じよう化かされるような感覚に包まれる。

　……悠の料理による回復効果だが、それはシエルに生まれ変わったような心地を与えていた。

「ほう、まんぜんとしょくじを口にはこばない、よいそしつですね」

「お前はどこに向かってるんだよ……いやまあ、味わってくれるのは俺としても嬉うれしい」

　ヘンなスイッチが入ったアリシアに苦笑しつつ、悠はその料理──『鳥チャーシュー丼』を箸で持ち上げる。

　思えば野外で食事をするのだって、ちょっとした特別だ。

　しかし、空を背景にして箸に載のせた米と肉のコントラストを見ると──そこだけ、地球に戻った気さえしてきた。

「まさか、またコメが食えるなんてな。……うめえ、美味いなあ」

　しみじみと、それを口に運ぶ。

　厳密に言えば、それは米ではないだろう。植物の成り立ちから違うし、そもそもが異世界の植物だ。

　だがその味は間違いなく望郷の念を思い起こさせた。

　逆に、ちょっとばかり上に載っている肉が上等すぎるのが、故郷との断絶を感じさせるほどに。

「でも、美味いなあ、本当美味い」

　あるいはそれは自分の料理を自画自賛しているようにさえ見えたかもしれないが──故郷を思う悠の表情はひたすらに穏おだやかで。

　クララ達は、悠の見ているどこかに思いを馳はせる。

　そんなクララ達に気がついて、悠は笑った。

　それでも自分が生きているのは此方こちらの世界だ。この空と一口は、どこかの誰かが少しだけ与あたえてくれた気まぐれのものなのだろう。

「ごちそうさまでした」

　最後の一口を口に運んで、悠は別れの挨あい拶さつを口にする。

　多分、同じものを作って同じようにしても、この気持ちは一度きりのものだろうから。

　今日も、悠はこの世界で食いべきてていく。

















第十二話　その旅の終しゆう焉えんに









「っと、そんじゃあ旅の締しめくくりと行きますか」

「……そうだね」

　食事を終えて、昼食後の中休みを終えた悠ゆう達は、今洞どう窟くつの前に集まっていた。

　まだ軽く調査をした程度だが、入っても問題ないだろうと判断したのは悠とシエルの二枚看板。

　どこまで続いているかわからない洞窟を前に、悠達は息を飲んだ。

　しかし──まだ決定的なものを見ていないというのに、クララの顔は暗かった。

　大怪かい鳥ちようとあれだけの戦いを繰くり広げたにもかかわらず、この台地には何も変わったところがなかったからだ。

　それこそ天地をひっくり返すような戦いがあったにもかかわらず、それが収束したにもかかわらず。

　誰か人がいれば、どこのタイミングでも確認に出てくるくらいはしただろう。それをしない理由が隠かくれ住んでいるからに過ぎないというのは、根こん拠きよとして弱い。

「じゃ、行くか」

　悠を先頭に、一行が洞窟内へと足を踏ふみ入れる。

　……でも、それだけだった。

　それだけですぐに、悠達は決定的なものを見てしまう。

「行き止まり、か」

「それに──」

　歩いて何分も立たない内に、洞窟は終わりを告げていた。

　この先に集落がある──なんて雰ふん囲い気きではなかったし──

「それに──」

「骸がい骨こつ。持っている本は、見覚えがあるな」

「うん。……マオル族の、紋もん章しよう」

　そこはもう──とっくの昔に、終わっていた。

　短い洞ほら穴あなの最奥にあったもの。それはどこが終わりかも、どこで終わっていたのかもわからない決定的な断絶。

「クララ……」

　うつむくクララに、シエルが声をかける。

　だが頭かぶりを振ふってから、クララは骸骨の下に屈かがみ込んだ。

「大人が一人に、子供が二人。きっと、家族だったんだよね」

　悠達がここに来たのは──マオル族の手記を見て、友人の家族がここに逃にげ込んだから、ということだった。

　家族という書き方だと、大人は二人だと予想していたが、ここにいないということは──

　やはり彼らも、過か酷こくな旅を乗り越こえてきたのだろう。

　だが彼らは、白の砂さ漠ばくに逃げ込んだマオル族の者達とは違い、最低限の文化さえ築く事はできなかった。

　それは、とても物悲しいことだった。

　クララは穏やかな表情で、亡なき骸がらのそばの手記を手に取る。

　ぱらりと一通りめくってみれば、白の砂漠の手記とは違い、空白が多い。

　きっとこの人達はそれだけ短い期間で──

　ぐ、とこみ上げるものを飲み込んで、クララは書かれた文字を読み上げる。

「ウィルダ」

　その名前は、手記を開いてすぐに記されていた。

　風を操る巨鳥の古代種、ウィルダ──それが大怪鳥の名前だ。

　白銀の穂ほの畑を、輝かがやきの台地の頂上をまるごと巣として使う、空の王。

　夫に当たる人物を亡くしながらもここにたどり着いた者達は、実りある地に足をつけつつも黄金の畑を城に住む王に追われ、この洞穴に逃げ込んだらしい。

「……あ、はは、ちょっとこれは、読むのがキツいかも」

　涙なみだを浮うかべて、クララはそれでも力なく笑う。

　──端たん的てきに言って、そこに書いてあるのは呪じゆ詛そだった。

　食べられそうなものがあるのに、常に目を光らせるウィルダの脅きよう威いがあるため、それを取りに行くことは出来ない。水もまた同じだ。肥ひ沃よくな地にいつつも、何一つ得ることが出来ず洞穴の中で枯かれていく絶望感と恐きよう怖ふと──憎にくしみ。

　自分たちをこの地へ追った民衆が、夫を殺した魔ま物ものが、そして何一つ与えず王のごとく振る舞まうウィルダが憎い。憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い。

　ずるりと支えを失ったように、地面にへたりこんで、クララは本を閉じた。

　ここまで登ってきて、出合ったものは──同族の憎しみ。それだけだった。

　徒労感？　絶望感？　渦うず巻まく黒い感情は濁にごって混ざって、特定の名めい称しようを失った。

　けれど──クララの肩かたに、手が置かれる。

　それは、シエルの手だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。深呼吸して。何が書いてあったのか、私にはわからないけれど──ここまで来たのはきっと、無む駄だじゃなかったから」

「……あ」

　ここまでクララがそうしてきたように、シエルの温かな手が、クララの手を、傷を包み込む。

　……無駄じゃなかった。冷たくなったクララの手を包む温かさは、クララがいたからこそここにあるものだ。

　きっとシエルが言っているのはそういうことじゃあなかったけれど、無駄じゃない。シエルにそう言われてしまえば、クララは頷うなずくしかなくなる。

　それを否定したら、シエルそのものを否定することになるのだから。

「そうだな。数多の冒ぼう険けん者が追い求める輝きの謎なぞを解いた。それだけでも価値は莫ばく大だいだと言えるだろう」

「それになんだかんだ、けっこうたのしかったですよ。なんどかしぬかとはおもいましたが、かがやくいなほばたけなど、ここまでみてきたいくつものけしきはたからものです」

「ウィルダも美味かったしなー！　古代種だってんなら俺やクララの力にもなったろうし……余計なお世話かもしんねーけど、仇かたきは討った。……とりあえずは、それで十分なんじゃねーの？」

「うん……うん……っ」

　それだけではない。

　ここまでには仲間と過ごしてきた時間があって、苦労がある。それを徒労と言ってしまうのは、あまりにも冷たかった。

　なにより──こうして寄り添そってくれる仲間がいて、そんなかけがえのない存在が一人増えた。それだけでも、十分だろう。

　毅き然ぜんと立ち上がって、クララはマオルの亡骸に頭を下げる。

「貴方達の仇は討ちました。それと、ふざけるなって言われるかもしれないけれど──貴方達の思いは、絶対に伝えます。マオルの、仲間達に」

　彼女達の呪詛の元げん凶きようを討った悠達も、彼女達の呪詛の対象なのかもしれない。

　あるいはクララでさえ彼女達にとっては憎むべき存在なのかもしれない。

　だがそれでも。

　ここでひっそりと終わりを迎むかえた一つの歴史が、洞穴の中に亡くされてしまうのは、クララは嫌いやだった。

「さて……それじゃあ、帰りますかね。つっても、次はどこに行くかなー」

「他の文ぶん献けんを漁ってみるのもいいかもしれないな。どうやら何かを記す事を大切にしている民族だったようだし、読めないだけの文献が近くに残っているかもしれないぞ」

　そのためにも、まずは帰る。

　仮かり初そめの宿でも、悠やクララには帰るところがあるのだから。

「帰ったら、まずはこの手記を読み解いてみるよ。ひょっとしたら、なにか手がかりがあるかもしれないし」

「……つらかったら、無理をしないようにね」

　決意を新たにしたクララの瞳ひとみには、もう絶望はない。

　代わりに、ここ数日の間ずっと言い聞かせてきた言葉をシエルに言い返されて──二人は顔を見合わせて笑った。

　別れを告げるべく、クララは亡骸のもとにもう一度だけ腰こしを降ろした。

　あったはずの首からすり抜ぬけた、古ぼけたペンダントを手にして、告げる。

「これは、一いつ旦たん預かっておきますね。きっと、みんなのもとに届けますから──すこしだけ、待っていてください」

　味気のない金属のペンダントを手にして、クララは洞窟を後にする。

　悠達の背を追う最中、何故だか呼ばれたような気がして背後を振り返ると──なにか温かいものが、頰ほおを撫なでた気がした。

　……気のせいかもしれない。だけども喜んでくれたらいいな。

　くすりと鼻を鳴らして、クララは自分を呼ぶ声に急いで悠達のもとへ向かう。

　彼女達が望んでも出られなかった、光差す世界の下へ──
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　まずは『異世界チートサバイバル飯』三巻を手にとっていただきありがとうございます。赤石あかし赫かつ々かくです。




　もはや恒こう例れいとはなってしまっておりますが、やはり一番はこれからということで、まずはお礼の方から述べさせていただきましょう。

　イラストレーターの東とう西ざいさま、担当さんに校正の方。

　そしてこの本をご購こう入にゆういただいた皆みな様さまのおかげで、今回もこうして物語を本という形でお届けすることが出来ました。

　本当にありがとうございます！




　毎度のことではありますが、これを書いているちょっと前まで修しゆ羅ら場ばに身を委ねていたりします。

　特に今回はギリギリでした……！　その分多方面の方々にご迷めい惑わくをおかけしていると思うと心が痛みます。

　でもなんだかんだまかり間ま違ちがって間に合ってしまっているといいますか……

　小学生の夏休みからなんにも変わっていないことを悲しく思うやら、なにやら……




　とまあ、今回も原げん稿こうギリギリぶっちぎりの凄すごい奴やつだったわけですが、世間でもいろいろなことがあったなあと思います。

　その中にはもちろん気になるゲームの発売も含ふくまれていて、遅おくれの原因になったわけですが……

　私は格かく闘とうゲームが大好きで、そろそろ十年以上プレイしております。

　と言ってもそれほどいろいろな作品をやりこんでいるわけではないのですが……プロットを終わらせてさあ書くぞ！　というタイミングでご贔ひい屓きの格ゲーシリーズが出てしまったのだからさあ大変。しかもクロスオーバー作品！　ということで時間を忘れてプレイしてしまって……というのが今回の顚てん末まつになります。




　……そんなわけで、原稿が遅れてしまったのは大体格闘ゲームのおかげなのですが、その他にも凄いゲームがたくさん出ましたね。それらを我が慢まんできたのは最後の一線でしょうか……

　最近で特に感動したのは、某ぼうヒーローのゲームですね。リアルな街並みを自由に飛び回る映像は衝しよう撃げき的の一言で、ゲームもここまで来たかと感動してしまうほどでした。

　狭せまい世界に生きている実感のある私ですが、ふとした瞬しゆん間かんに時代の進歩を感じたりするとなにか妙みような焦あせりのようなものを感じます。

　けれど、どんどん進歩するからこそ、先が楽しみで楽しみで。これからもショーケース前の少年が如ごとく、べったりと張り付いて見ているんだろうなあなんて思ったり。




　身近のいろいろな出来事といえば、私にとっては原稿の合間に大きな変化があったりします。

　なんと『異世界チートサバイバル飯』がコミカライズされたのです！　ヤッター！

　自分の作品を漫まん画がで見るのは一つの夢だったので、これで一つ夢が叶かなったということでとても嬉うれしいです。

　私は幼い頃ころから漫画が大好きでしたので、できることなら漫画を描かきたいなあ、なんて思っていたのですが、残念ながら絵心には恵めぐまれず……想像を出力する他の方法として小説を選んだのがモノカキライフが始まった理由だったりします。

　それは妥だ協きようというわけではなく、漫画では続かなかった努力が小説では続いたという事もあり、やっぱり向き不向きというのはあるのかななんて思いますが、巡めぐり巡って小説を通して漫画という形で自分の考えた世界が描えがかれるというのは、不思議な体験をできたんだな、と感じました。

　というわけで、この場を借りてコミカライズ版作者様の山やま田だモジ美み先生に多大なる感謝を……！　漫画という形で自分の考えた物語を見るという夢が叶いました！　ありがとうございます……！

　これを節目に、自分自身も進歩を続けられる物書きになれるといいなあ……




　と、いったところで名残なごり惜おしいですが、そろそろ筆を置くことといたしましょう。

　それでは、四巻にてお会いできることを祈いのっております……！
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